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202�年�݄ʙ2025年�݄
˞一෦上ه期ؒ֎の事ฑについてもܝ載しています。

ର৅ൣғ
原ଇとして、高ѹガス工業άループすべてを対৅としています。

রガΠυϥΠϯࢀ
「૑ガイμンスڠ価஋」産業省ࡁܦ ˔
˔ I'34「౷合ใࠂॻフレームϫーク」

কདྷͷݟ௨͠ʹ͍ͭͯ
ɹ本ใࠂॻにه載されている業績見通し౳のক来にؔするهड़
は、作成࣌఺で入手可能な৘ใ及ͼ合理的であると൑断する一
ఆのલ提に基ͮいており、不確ఆな要素をؚんでいます。実ࡍの
業績౳はさまざまな要Ҽにより、見通しとは大きくҟなる可能性
があることを͝ঝ஌おきくͩさい。
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ࣾ長・෭ࣾ長ಛผରஊɿʮΞηチϨンό΢Ϝのເʯ͔ Β͕޿るۀࣄの成長

ஊձɿ஥ؒとと΋に成長͠ଓける૊৫をΊ͟͢࠲һۀै

ʮӦۀ・研究開ൃ・੡଄ʯݱ場࠲ஊձɿࡾ෦໳࿈ܞのڧΈと΋のͮ͘Γの௥ٻ

研究開ൃの成果と研究һ͔ΒのボΠε

ϚςリΞリςΟに׆ۀاͮ͘جಈのऔΓ૊Έ

社長と෭社長との対ஊを開࠵。高ѹガス工業の૑業のਫ਼ਆとなるʮΞηνϨϯό΢ϜͷເʯΛςʔϚに、
その考え方から֤事業のܨがり、ւ֎事業への展๬、地ڥ؀ٿへのݙߩ、さらなる事業の成長について
の対ஊをܝ載しています。

ए手従業員で࠲ஊ会を開࠵。企業理೦のʮແݶͷՄೳੑʹ௅ΉʯΛςʔϚに、自਎の࢓事や৬場のັ力、
人材の多༷性、これから௅ઓしていきたいことなどを、෦ॺの֞ࠜをこえての対ஊをܝ載しています。

Ӧ業、研究開発、製造の担当੹೚ऀで࠲ஊ会を開࠵。ʮࡾ部໳ͷ࿈ܞʯΛςʔϚに、お客さまの課題解決への
औり૊み、ڥ؀対策など࣌代のม化をとらえた新しい価஋の૑出についての対ஊをܝ載しています。

�つの研究成果をৄしく解આ。それͧれの研究開発を担当した研究員の੠（ボイス）もܝ載しています。

マテリアリテΟ一ཡ表の֤߲目をؔ࿈するϖーδにもアイίン化しܝ載。マテリアリテΟ（重要課題）と
۩体的なऔり૊みや成果がつながりを持って伝Θるようにܝ載しています。
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人と技術と環境の調和。
無限の可能性に挑む。

1「人と技術と環境の調和。無限の可能性に挑む。」という理念のもと、
 「創業の精神を忘れずに、アセチレンバウム(アセチレンの樹)の夢を追い求めて、

 限りない可能性の炎を燃やし続ける」グループ企業をめざします。

2「株主」及び「取引先」各位ならびに「従業員」を三位一体と考え、公正妥当な
 倫理基準に基づいた事業活動を通じて、社会に貢献できる経営を行ないます。

3 全般的な経営の効率化を地道に推進し、企業体質の健全性を維持しながら、

 企業価値を高め、事業規模の拡大をはかります。

4「安全・安心をすべての基本姿勢」とし、創業以来一貫して、この姿勢を貫いております。

5「地域に密着した企業ブランド」を構築し、存在感のあるグループ企業をめざします。

バウム（Baum）は、ドイツ語で『樹』を意味します。

創業時からのアセチレン事業を大樹の幹と捉え、アセチレン化学から生じるさまざまな誘導

品をもとに新たな事業を創出し、これらを枝のように伸ばしていく。

この創業者の想いが『アセチレンバウムの夢』であり、当社グループの企業理念の根幹となっ

ています。わたしたちはこれからもアセチレンバウムの夢を持ち続けながら、未来への限りない

可能性を追求し、社会の発展と人々の豊かな暮らしに貢献できる企業グループをめざします。

アセチレンバウムの夢企業理念

ガス事業

炭酸ガス

アルゴン

窒素

酸素

その他事業

食品事業

ITソリューション

異性化糖

RFIDLSIカード

アセチレン

化成品事業

制振材

塗料接着剤
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໵װ ໦ࠇ

ʦॳの౷߹ใࠂॻのൃߦをܦてʧʮ఻͑るܦӦʯのॏ要ੑと՝୊を࣮ײ

当社は、ステークϗルμーのօ༷に対する৘ใ開ࣔの一

؀として、202�年度にॳめて౷合ใࠂॻを発行しました。

制作にࡍしては、社内の企画・ฤूチームをは͡め、社内が

一ؙとなってデータのऩूや原ߘのฤूにऔり૊み、૑業

からのาみや価஋૑造のي੻を体ܥ的にまとめることに注

力しました。また、企業理೦である「人と技術とڥ؀のௐ࿨。

ແݶの可能性に௅Ή。」を౿まえて、「҆全・҆৺をすべての

基本࢟੎」とする企業のあり方をࣔしました。企業׆動をࡒ

຿的価஋と社会的価஋の྆໘から伝えたことで、「これまで

஌らなかった高ѹガス工業の価஋がよく理解できた」といっ

た͝意見、͝ 評価をいたͩきました。こうした൓ڹを౿まえ、

今後はさらに一า౿みࠐんͩ৘ใ開ࣔを進め、当社のܦӦ

についてより۩体的にお伝えする所ଘです。

そして、もう一఺実ײしたのは、従業員とのエンήーδメン

トの大੾さです。౷合ใࠂॻを通͡て会社が考えていること

を従業員の方々に的確に伝え、価஋؍のϕクトルを合Θせ

ていくことで、エンήーδメントをଅ進できると͡ײました。

その఺、従業員のօ༷が౷合ใࠂॻの内༰を౿まえて、「自

τοϓϝοηーδ

ྺ࢙のதでഓ て͖ͬͨࣾձత໋࢖をى఺にɺ௅ઓとਐ化
を௨͡てۀاՁ஋の͞Βなる向্をΊ͟͠·͢
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ʦ౰ࣾのࣾձత໋࢖ʧ ੹೚͋るڅڙ体੍の࣋ݎと࣍୅をݟਾ͑ͨ௅ઓ

ʦதܦظӦܭըのਐḿʧ ໘΁ہΊるۃݟの成果をࢿ化とઓུ౤ڧ体੍のڅڙ

分は会社の中でどう׆༂していくのか」と考える機会になる

ことをئっています。

これまで伝えきれていなかった当社άループの࢟を、この

౷合ใࠂॻを通͡て発信することで、ステークϗルμーのօ

༷からਅに評価される企業άループをめざしていきます。

当社の社会的࢖命をあらためて考えたとき、産業のインフ

ラをཪ方として支えるという఺にਚきるといえます。インフ

ラとは、Ϟノͮくりを支える基൫であり、ҩྍの現場でいえ

͹命を支える基൫でもあります。こうした࢖命は、૑業の࣌

代から高度成長期、そして今にࢸるまで、ࢲたちが一貫して

継ঝし続けているものです。

この఺、લ回の౷合ใࠂॻで঺հした「アセチレンバウムの

ເ」についてਃしますと、アセチレンをى఺にガス事業や化成

品事業をどのように޿げていくのか。これこそがࢲたちに課せ

られた࢖命です。そして、࢖命にチϟレンδしていくうえで大

੾なのは、人と会社、そして社会とのつながりͩと考えます。

当社は1�5�年の૑業Ҏ来、༹ 解アセチレンのトップメー

カーとして産業ガス業界をݗ引してきました。1�60年には

化成品事業を、さらにはITιリューシϣン事業にもྖҬを

拡大し、ৗに࣌代の要੥にԠ͡た事業を展開しています。

国内のアセチレン生産量は、ࢲの入社した1���年から૬

当量ݮ少しています。市場がॖ小しているとはいえ、ࢲたち

は「たとえ需要がシリンμー1本になったとしても、࠷後まで

੹೚を持って供څする」という強い֮ޛのもと、シリンμー

現中計の進ḿ状گですが、おおΉね計画どおりに進んで

います。2026年�݄期の決ࢉでは、ച上高1
020ԯԁ、Ӧ業

利ӹ6�ԯԁを見ࠐんでいます。アセチレンガスの需要ݮ少

や価֨సՇの೉しさといった課題があるものの、̓ ఆ供څ

に対するお客༷の理解をഎܠに、引き続きݎௐな業績が期

待できると൑断しています。

202�年度においては、֤ 事業について、଍ݩの地ಓなӦ

ガスϏδネスを展開しています。

ಉ࣌に、ݫしい状گをΉしΖ新たな成長機会とଊえ、アセ

チレンを原料としたカーボンナノチューブの生産や、ৗѹス

マートਁ炭技術の開発など、次代を見据えた技術ֵ新にऔ

り૊んでいます。

؀ࡁܦくרが代表にब೚してからの�年ؒ、当社をऔりࢲ

はίロナՒや地政ֶリスクの高まり、原材料価֨の高ಅڥ

など、大きなม動にさらされました。これらのࠔ೉を৐りӽ

え、̓ ఆした業績をҡ持できたのは、当社άループの従業員

一人ͻとりがม化に柔軟に対Ԡし、課題の解決策を໛ࡧし

てきたからに΄かなりません。

一方で、௚近の課題の一つは、新ଔ採用を中৺に人材の確

保がਂࠁであることです。また、当社が展開するシリンμーガ

スϏδネスでは、「作って、ஷめて、ӡͿ」において、いΘΏる

202�年໰題をഎܠに、ӡస手の確保をؚめて෺ྲྀ体制をど

うҡ持・強化していくかが大きな課題です。これについては、

重要なܦӦ課題の一つとしてଊえており、製造や෺ྲྀの現場

վળ、ॲ۰や෱利ް生などにਅ݋にऔり૊んでいく考えです。

業׆動やサプライチェーンをؚめたܦӦの合理化のਪ進に

より比ֱ的ྑい業績をऩめることができました。

これに対して、2025年度に向けては、現中計においてガ

ス事業、化成品事業で実ࢪしてきた工場新設などの先行投

資の状گを౿まえつつ、これらの投資が今後どのようにച

上や利ӹに݁ͼついていくのか、この఺をしっかり見極めな

がら業績の向上に౒めていきます。

ʦ新঎材の開ൃʧ ֎෦との࿈ܞとൃ૝స׵で੾Γ拓ٕ͘ज़開ൃの࣍なるεςーδ

当社は、201�年の౔Ӝ研究所の設置をܖ機に、新たな技術

を確ཱして世に出すという࢟੎を強く持つようになりました。

現中計においては、新たな商材としてカーボンナノチュー

ブやৗѹスマートਁ炭技術など新商材を世の中に提供でき
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ʦグϩーόϧల開の՝୊ʧ ஙߏ࠶とਓ材ҭ成で௅Ήグϩーόϧઓུのܞの࿈ؒۀࣄ

ʦ࣍ظのதܦظӦܭըに向けてʧ ਓとٕज़をݪಈྗにɺ未来に向けͨجۀࣄ൫をߏங

άローバル展開にؔしては、化成品事業がւ֎進出から

໿10年がܦաし、ようやく҆ఆ的に利ӹが出る体࣭にస͡

てきました。

ガス事業については.�Aから໿5年がܦつものの、ਖ਼௚

にਃし上げてۤઓが続いています。その要Ҽの一つとして、現

地の商श׳とのギϟップがあり、վめてリサーチにऔり૊み、

次期中計を策ఆしていくうえで重ࢹしているのは、資本ί

ストを意ࣝしたܦӦのਪ進によりגओ価஋の向上をめざす

のは当વとして、そのうえで社会的価஋の向上との྆ྠで企

業価஋を高めていくという఺です。これを実現していくうえ

での基൫として、「人材の価஋をどう高めていくか」という఺

を重ࢹしています。

現中計を進めるうえでは、「従業員を׆༂の෣୆の上にの

せる」ことを意ࣝしてきました。そのためにはܦӦ૚が「ฉく

力」を持つことがඞਢです。従業員の意見をਖ਼解かどうかの

Ҏલに、「まͣ発ݴしてもらう」「発信してもらう」こと自体を

大੾にしてきました。大੾なことは現場から多༷な意見が上

がってくることです。これを౿まえて、意見をબ୒し、実行す

るのはܦӦऀの੹೚です。ͩ からこそ、「一つでも多くの意見

が出るڥ؀をいかに整えるか」ということが重要であると考

えます。おかげさまで、現中計では「この事業は自分が੹೚

を持って成長させていく」という࢟੎のもとで業຿にਚ力す

る人材がண実に૿えていると͡ײます。

次期中計における新たな商材の開発については、アセチ

ઓུを࿅り௚すඞ要があるとೝࣝしています。

今後は、化成品とガスのそれͧれがւ֎事業において֞

ࠜをӽえて࿈携し、「チーム高ѹ」として૯合力を発揮してい

くことが重要ͩと考えます。そのなかで、ऩӹ体࣭が確ཱし

つつあるϕトナムの化成品事業とガス事業をԣ断的につな

げていく。そうした体制をૣ期に構ஙしていきます。

レンをى఺としたさらなる可能性の௥ٻです。アセチレン

（C2)2）は炭素とਫ素から成るガスです。これをى఺にすれ

͹、ྫ え͹カーボンナノチューブを生成するաఔで෭産෺と

してਫ素が生まれます。これを有効׆用しない手はありませ

ん。また、炭素についても、ڥ؀໰題を引きىこすやっかいな

ଘ在とଊえるのではなく、利׆用する方向に持っていきます。

アセチレンは、炭素とਫ素をバランスྑくؚんでいる。

ͩからこそ、「Cと)2がちΌんと入っている、ڥ؀にも໾ཱつ

ガス」というメッセーδ性のある新しい価஋をଧち出してい

きたいのです。

それと、今後の.�Aのあり方についてए干৮れますと、

ಉ業の販ച会社やメーカーとの౷合がे分にあり得ます。

「その会社に೚せきりにする」のではなく、ΉしΖ当社が積極

的にؔ与していくべきͩとࢥっています。ڞにಉ͡方向をาん

でいく当社άループの஥ؒとして、当社が的確にڭҭや

サϙートを行ないながら、強固な内෦౷制システムを構ங

し、άループの価஋を高めていく。これが、ࢲが考える次の

࣌代における高ѹガス工業άループのあり方です。

るஈ֊にまでࢸったことが大きな成果とଊえています。当社

のܦӦ理೦である「人と技術とڥ؀のௐ࿨」にԊった新商材

を世に送り出すことで、当社άループ全体の࢜気が高まって

います。現場からは「次はこういう商材でউෛしたい」「ࢲた

ちの技術をもっと13したい」という੠が続々と上がってお

り、ܦӦऀとして次の௅ઓのステーδをしっかりとつくって

いくඞ要があると考えます。

加えて、研究開発を通͡て௧ײするのは、「一社でできな

いことでも、ෳ਺の企業が力を合Θせれ͹実現できる」とい

うことです。ৗѹスマートਁ炭やカーボンナノチューブにつ

いても、当社の技術ͩけではその実現までに୧りணくことは

೉しかったと考えます。

従来の発૝にଊΘれͣ、さまざまな分野の大ֶや企業と

૊んで、お客༷に対して新しい価஋や解決策を提供してい

く。こうした発૝のస׵こそが、今後の事業展開の一つのݤ

になると考えます。
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ʦਓతࢿຊܦӦの͋Γํʧ　ֶͼとର࿩を௨͡てޓいに高ΈをΊ͟͢૊৫をங͘

ʦαεςナϏリςΟܦӦのਪਐʧ ҆શとม化΁のରԠྗをج൫にɺ৴པ͞ΕるۀاをΊ͟͢

「人を׆かす企業」をめざす当社にとって、人的資本ઓུは

ਃすまでもなく重要です。現在では特に、研म制度のॆ実に力

を注͗、ए手から管理৬までのリスΩリンάを進めています。

研मは、従業員ಉ࢜の׆動の見える化、ίϛュχέーシϣンの

。の機会です޷性化、そして提Ҋ力の向上に資するઈ׆

新年のあいさつの中で、ࢲは「໰題解決の能力も大੾ͩ

が、それҎ上に重要なのは໰題を発見する力です」と全社に

伝えました。ࢲ自਎をؚめて、さまざまな課題に対して気ͮ

く力をཆうとともに、࠷後までやり਱げる੹೚ײと実行力を

一ࡢ年からは全社をԣ断した҆全管理体制の構ஙを進め

ています。۩体的には、ガス事業本෦、化成品事業本෦、技術

本෦、管理本෦というॎのラインに対して、֤ ෦をԣ۲で通

した「҆全Ӵ生ਪ進ࣨ」を࡮新しました。֤ 事業෦からメン

バーをूめて、従来、事業෦୯Ґで݁׬していた׆動や৘ใ

をԣ断的にڞ有し、֤ ෦໳の࿮を௒えて࿈携を強化する体制

としました。管理本෦がॎ糸、̓ 全Ӵ生ਪ進ࣨはԣ糸となっ

て、૊৫全体で҆全҆৺の体制を強化していきます。このऔ

り૊みは、今後άループ֤社にも展開していく予ఆです。

๯಄でਃしたとおり、当社のܦӦ理೦は「人と技術とڥ؀

のௐ࿨。ແݶの可能性に௅Ή。」です。この理೦は実にバラン

スのऔれた考え方ͩと͡ײます。しかし、理೦はܝげるͩけ

では意味がありません。人が௅ઓしなけれ͹、技術もڥ؀も

動きません。そして、そこに「ແݶの可能性」というݴ༿を続

けるなら͹、「人の可能性」「技術の可能性」「ڥ؀の可能性」

高めたいと考えます。

そして今後、૊৫力を高めるうえでは、課題と課題、人と

人をつなぐଘ在が大੾ͩとࢲはࢥいます。子ҭてやհޢと

いったプライϕートな事৘にؔする೰みや׉౻について、一

人で๊えࠐΉのではなく、チームで考えるというࢹ఺にཱつ

と解決のಓےが見えてくるはͣです。ͩ からこそ、つな͗໾

になる人材をҭてていくことが、ࢲたちに課せられた࢖命の

一つです。人が人を支える。そうしたؔ܎性を大੾にできる

૊৫でありたいとئっています。

を௥ٻする会社にしていきたいです。

そのためには、ม化との向き合い方が大੾です。લ回の౷

合ใࠂॻでड़べたように、「ม化をڪれͣ、ม化をָしΉ」こ

とが大事ͩとࢥっています。ม化を上手にडけ入れ、進化し

ていくことで、世ؒから「この会社がඞ要ͩ」と評価されるଘ

在になっていくでしΐう。

お客༷は日々ม化しています。ͩ から、ࢲたちもมΘらなけ

れ͹なりません。一方で、会社がม化しても、ܦӦ理೦をは͡

めとする考え方の本࣭をมえることはない。こうした一貫した

࣠を持って、これからもお客༷と向き合っていきます。従業員

のօさんに対しては、世の中がม化していくなかで、ม化をָ

しみつつ、対Ԡして΄しいとئっています。そしてもう一఺、人

も会社も世ؒも݁ہはつながっていないとԿもできないとい

うことです。一人ではԿもできない。ͩ からこそ、支え合い、つ

ながりながらલに進んでいく。ࢲはいつもそう考えています。
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ࣾ長・෭ࣾ長ಛผରஊ

ΞηチϨンのՄೳੑにண໨͠ɺۀࣄのนを
ӽ͑て௅Έଓけて͖ͨྺ࢙͕͋Γ·͢

のݶのௐ࿨。ແڥ໦ɹ当社の企業理೦は「人と技術と؀ࠇ

可能性に௅Ή。」であり、そのલ提のもとで「アセチレンバウ

ム（アセチレンの樹）」という事業に対する考え方が続きます。

アセチレンは化ֶ的に多༷なม化をもたらすガスです。׆用

次ୈで多くのೋ次製品や༠導品が生まれてくることから、可

能性の大きなガスといえます。

ɹ当社において、新たな価஋を૑出していくうえでは、ৗにア

セチレンの原఺にཱちฦりつつ、新たな可能性を௥ٻしてき

たྺ࢙があります。アセチレンを࣠として、ガス事業をは͡め、

化成品事業、ITιリューシϣン事業がଘ在し、それͧれが࿈

携し合うことで、事業を展開しています。すなΘち、�つの事業

が手をऔり合い、֞ ࠜをӽえて࿈携していくという意味もؚ

めて、「アセチレンバウム（アセチレンの樹）」というݴ༿が、当

社の企業理೦を端的に表す৅徴としてܝげられています。

આా ݴが考える「アセチレンバウム」とは、「バウム」というࢲ

༿に৅徴されるとおり、バウムクーϔンのように年ྠのある໦

をイメーδしています。年ྠはຖ年少しͣつ૿えていくもので

あり、日当たりやڥ؀によってܗもҟなります。そうした自વの

成長のイメーδを重ねながら、֤ 事業について一年͝とにװを

ଠくし、ࢬや༿を৳͹しながら大໦へとҭっていくଘ在です。

ɹアセチレンは化ֶの基ૅにあたり、当社事業における発

૝の出発఺としてҐ置ͮけています。世の中はエチレン化ֶ

がओྲྀであるものの、実ࡍにはアセチレンから始まった෦分

が多くあります。そして、現在औり૊んでいる新しい技術も

アセチレンがあってこそ可能になっている໘があります。

かつてはアセチレンを૆業とする当社が、化成品、特に઀ண

剤を手がけるようになったことについて、֎෦の人からは不

Θれるようです。しかし、ॳ期の઀ண剤の原料はアࢥにٞࢥ

セチレンの༠導体であり、当社はアセチレン化ֶに基ͮいて、

઀ண剤の原料を作る技術を確ཱすることとなりました。その

୅දऔక໾ࣾ௕ ୅දऔక໾෭ࣾ௕

໵װ ໦ࠇ આా ࿨༸

͜Ε͔Β΋ΞηチϨンをݪ఺にɺۀࣄの֞ࠜをӽ͑てଟ༷な
Ձ஋をҭΈɺࣾ ձݙߩとۀاと͠てのൃలに௅Μでい͖·͢

ಛू 1

౰ࣾ͸ɺ૑業ҎདྷΞηνϨϯΛ原఺ʹଟ༷ͳ事業Λల։͖ͯ͠·ͨ͠ɻࡏݱɺガスɾԽ੒඼ɾ*5ιϦϡʔγϣϯͷࡾ事業

͕࿈ͯ͠ܞɺ৽ͨͳՁ஋ͷ૑ग़ʹ௅ΜͰ͍·͢ɻւ֎ల։΍ڥ؀ରԠɺएखਓࡐͷ੒௕΋ࢹ໺ʹೖΕͳ͕Βɺ͞ ΒͳΔا

業ͷਐԽΛΊ͟͢ࠓɺࠇ໦ࣾ௕ͱઆా෭ࣾ௕͕ɺ͜ Ε·ͰͷาΈͱ͜Ε͔ΒͷເΛޠΓ߹͍·ͨ͠ɻ

ʦΞηチϨンό΢ϜʯにࠐΊͨࢥいʧ
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ٕज़の௥ٻと市場の開拓の૬৐ޮ果でɺ
新ͨなՁ஋を૑ग़͠て͖·ͨ͠

આాɹガス事業と化成品事業は一見ҟなる分野に見えるも

のの、ガス事業が手がけるカーボンナノチューブや೉೩剤に

後は、原料生産について֎෦にҕୗするܗになっていったと

いうܦҢがあります。

ɹこうしたྲྀれをܦて、アセチレンを「大きなװ」としてҭて

ていくというਫ਼ਆが社内にࠜ付いています。また、アセチレン

にこͩΘるのではなく、新しい分野にも௅ઓする࢟੎も大੾

にしています。ྫ え͹、ITιリューシϣン事業෦はその一

ྫであり、ガスから化成品にҠ行した࣌఺で、アセチレン化

ֶͩけにとらΘれない発૝がժ生えました。

のܗたちにとってまさにՖࢲ໦ɹ入社当࣌、アセチレンはࠇ

ଘ在でした。造ધ業界を中৺に多ذにΘたってアセチレンを

販ചしており、ࢲもॆర作業を手伝ったهԱがあります。

ɹその後、アセチレンが他のガスに代ସされていく、いΘΏ

る「೩స」をܦ験するようになりました。

ɹアセチレンの販ച਺量がݮ少܏向にあるなかで、それを

どう৯いࢭめるかがӦ業としての࢖命となりました。多くの

お客༷にアセチレンの13׆動を行ない、どこでアセチレン

を࢒していけるかをਅ݋に考えていた࣌代でした。そうした

中で、Ӊ野ࢎ素ג式会社との業຿提携などもܦて、当社は

༹解アセチレンのメーカーとして市場の઒上にཹまるので

はなく、઒Լ、すなΘち需要先により近い販ച໢を確ཱしよ

うというࢥいがより強くなりました。

આాɹ当࣌、化成品ؔ܎の事業ではアセチレンの༠導体と

して生まれた઀ண剤分野で׆路を開こうとしていました。

ɹアセチレンはమなどのۚଐの༹઀・༹断を得意とします

が、ۚ ଐをバーナーで熱すると࿪みや๲ுがىこるといった

弱఺があります。一方で、઀ண剤は࿪みを生͡させることな

くۚଐを઀合できるため、༹ ઀ができないՕ所への代ସ手

ஈとして઀ண剤を提Ҋしました。ಉ͡業界内でアセチレンに

よる༹઀と઀ண剤による઀合というҟなる方๏を提供でき

ることは、新たな可能性を拓いたといえます。աڈにガスの

Ӧ業担当ऀから「઀ண剤での提Ҋができないか」といったґ

པが来るなど、྆ 事業がうまく࿈携してきた݁果、現在のൟ

ӫがあるといえます。

ʦΨεۀࣄと化成඼ۀࣄのίϥボϨーγϣンʧ
೔ຊとϕτナϜをى఺にɺੈ քをݟਾ͑ͨ
成長ઓུをඳいてい·͢

ʦւ֎ల開のݱঢ়とల๬ʧ

໦ɹւ֎展開の現状についてਃしますと、ガス事業についࠇ

ては、ϕトナム子会社を有していますが、౦ೆアδアで事業

展開を成ޭさせるには、化成品の力を׆用するࢹ఺のもと

でその子会社を੝りཱてていくඞ要があると考えています。

しても、アセチレンをى఺にした化ֶ品です。ガス事業と化

成品事業との૊合せにおいて、今までにない価஋を૑出し、

新たな事業෦をཱち上げることが目標です。

、໦ɹガス事業と化成品事業のίラボレーシϣンを通͡てࠇ

事業に޿がりが生まれてきたことにਂ֒ײいものがありま

す。ޓいにアセチレンをى఺とした研究を続け、྆ 方の࿈携

をはかっていくことで、さらなる発展があると信͡ています。

આాɹ事業ؒの࿈携というۤݎしい࿩ͩけではなく、当社は

々、従業員ಉ࢜のަྲྀが੝んという社෩が備Θっていますݩ

ね。ྫ え͹、ࢲたち2人はどちらもੲからؔ౦で࢓事をしてい

たので、ޓいをよく஌っていました。ある࣌、ࢲのお客༷がガ

スの工場を見ֶしたいとݴってきたࡍ、ਆಸ઒の事業所にい

たࠇ໦さんに電࿩をして、「ちΐっと行きたいんͩけど」と伝

えたとこΖ、「かまΘないよ」とշ୚してくれました。ٯに、ガ

ス事業のお客༷が化成品の工場を見たいというときは、ࢲが

Ҋ内するといった۩合で、日ৗ的にޓいにサϙートし合うؔ

を܎います。こうしたフラットなؔࢥができていたように܎

通͡て、事業ؒの֞ࠜを௒えたڠ働につながっていきました。

໦ɹ現状では人事ަྲྀがそこまで進んでいるΘけではなࠇ

いものの、今後は人材ަྲྀにもっと目を向けるඞ要がありま

す。「͡Όあ今度は化成品で௅ઓしてみるか」「化成品をやっ

ているけどガスもษ強したい」といった人材ަྲྀがىこるこ

とを๬んでいます。

આాɹ人のަྲྀについて、໌ 確なนがあるΘけではないも

のの、「このあたりがڥ界ͩな」という֮ײ的なものがଘ在し

ているとࢥいます。Ӧ業担当ಉ࢜のίラボレーシϣンは重要

ですが、やはり技術のίラボレーシϣンこそがݤになるはͣ

です。ガス事業と化成品事業の技術的な࿈携によって、さら

なる先のྖҬに౸ୡすることも不可能でないと考えていま

す。この఺について、զ々としてもԿとしてでもやりきるとい

う強いࢥいでྟみます。
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ࣾ長・෭ࣾ長ಛผରஊ

໦ɹ今後の事業展開については、原఺であるアセチレンࠇ

に再度ཱちฦり、その可能性を௥ٻしていきます。ྫ え͹、ア

セチレン（C2)2）を構成する炭素（C）やਫ素（)2）を׆用して

いく方๏として、アセチレンを原料とするカーボンナノチュー

ブそのものの用途開発や、その製造工ఔで෭生されるਫ素

の販路拡大などを構૝しています。また、炭素に対しては、

工場などからഉ出されるೋࢎ化炭素を回ऩし、リサイクルし

て׆用するऔり૊みを考えていきます。

આాɹ当社の化成品は༹剤を࢖Θないਫ性タイプのものを

औりѻっているため、ݩ々ڥ؀にやさしい製品です。ͩ から

こそ、ڥ؀に഑ྀした製品を世の中に出しているという自ෛ

があります。さらにその先を考えて、「もっとڥ؀にやさしい

ことを進めていくにはどうしたらいいのか」というࢹ఺をも

とに新たな価஋を૑出していきます。۩体的な一ྫとしては、

Իをٵऩしたりৼ動を཈えたりするようなシートを開発し

て、それを建෺や車などに࢖っていたͩく。こうした制ৼ材

は、ڥ؀性能の؍఺からも意ٛがあると考えます。

ɹもう一఺、当社が持っている樹脂を࢖って、通ৗ、ഇغさ

れてしまうようなものをผの製品に加工していく技術をຏ

いていきます。これはアップサイクルのऔり૊みです。製品の

性能を一ஈ引き上げたうえで、新しい価஋を持った製品とし

て世の中に出していく。これによって、アセチレンから始まっ

たࢲたちの会社が、ڥ؀にやさしい製品を通͡て、社会に対

してෛ荷をかけͣにݙߩしていくことができると考えます。

ɹ今後、ڥ؀に対する意ࣝが高まる中で、少なくともڥ؀に

഑ྀした商品ͩからこそબͼたいという人たちが確実に૿

えていくはͣです。こうした意ࣝのม化を先औりしてハーυ

ルの高い௅ઓを進めていきます。

೉は伴なうものの、௅ઓすࠔ、うとおりݴ໦ɹઆాさんのࠇ

るඞ要があるとࢲ自਎もࢥいますし、そう͡ײている従業員

も多いのでは。ここԿ年ؒか、新入社員の࢟を見ていて、「社

会ݙߩをしたい」「インフラに携Θる高ѹガス工業で働きた

い」っていう੠が੝んに出てきます。ࢲたちのような上の世

代は、एい人々のࢤ向にԠえていくことが࢖命ͩとࢥいます。

આాɹ今後、新たな価஋を生み出していくうえで、研究の方

向性をどうఆめるかが大事なϙイントです。自分たちが「こ

ಉ࣌に、ガス事業と化成品事業の྆ྠを回して、૬ޓにิ׬

し合う体制を構ஙしていきます。

આాɹϕトナムに଍をӡͿようになったのは、今から15年

લのことです。きっかけは、当社の化成品の製品が現地でよ

くചれていたことにあります。当࣌、そのگ׆な市場を見た

うえで「製造販ചを現地でもやるしかない」と൑断しました。

ϕトナムには׆気があり、かつての日本のような成長の֊ஈ

を一気にۦけ上がΖうとしている੎いを͡ײऔったのです。

ϕトナム事業については、日本とಉ༷にガス事業と化成品事

業を一つの会社で行なう事業Ϟデルを展開したいというࢥ

いを持っています。また、౦ೆアδア֤国にもஈ֊的に展開

していきたいと考えており、すでにछまきを開始しているஈ

֊です。さらに、当社の化成品の製品はถ国、Ϥーロッパ、ೆ

アメリカに出荷実績があるため、これらの地Ҭでの事業展開
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໦ɹそのためには、ւ֎展開を先導できるάローバル人ࠇ

材のҭ成が重要な課題ですね。

આాɹϕトナムを中৺にւ֎人材の採用・ҭ成を進めてい

るとこΖです。現在、ハノイ、μナン、ϗーチϛンなどの工Պ大

ֶの理ֶܥ生に੠をかけ、現地で会社આ໌会を実ࢪ中です。

ɹ採用後は、日本ޠのֶश支ԉ体制のもと、日本のจ化や

生׆にೃછめるようにフォローアップを行なっています。そ

してক来は工場・研究・Ӧ業といった֤分野で、ւ֎人材を
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をはかっています。

஍ڥ؀ٿ΁のݙߩをΊ͟͠つつɺ
新ٕज़の૑ग़に௅Έଓけ·͢

ʦ高෇ՃՁ஋化による͞Βなる成長に向けてʧ
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後に高ѹガス工業のະ来૾について考えをお伝え࠷໦ɹࠇ

します。アセチレンからスタートしてきた会社として、「アセ

チレンとシリンμーガスでナンバーϫンをめざす」という標

げています。どの事業෦であれ、どの商品であれ、そܝをޠ

れͧれがナンバーϫンをめざして΄しいという気持ちを持っ

て΄しいとئっています。ࢲ自਎、それをތりに͡ײながら

事業にऔり૊んできましたし、その気持ちを次の世代に引き

継いでいきたいとࢥっています。

ɹさらにݴえ͹、ࢲたちの事業はインフラを支えること、もの

ͮくりを支えること、そして命を支えることにؔΘっています。

社会的な࢖命にތりを持つことについても、これからの世代

にしっかりと伝えていかなけれ͹ならないと͡ײています。

આాɹࢲたちの原఺である「アセチレンバウム」の考え方に

基ͮいてݴえ͹、アセチレンというڞ通のװがあって、そこ

からࢬが৳ͼ、༿がついて、Ֆが࡙き、実がなる。その実がガ

௅ઓ͢るࢥいをޙԡ͠͠ɺ࣍ のੈ୅と
と΋に未来を੾Γ拓いてい͖·͢

ʦैۀһとと΋にເを๊いてʧ

れはす͝い技術ͩ」「画期的ͩ」とࢥっていても、社会にೝ஌

されなけれ͹意味がありません。
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が社会的にどう評価されるか、どれͩけ重要性があるかと
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࿈携していくことがඞ要です。
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1�5�年6݄૑業。高度ࡁܦ成長期のアセチレン需要の高
まりもあり、工場新設・૿資・合ซを܁りฦし急成長。૑業
�年目にアセチレンメーカーとして国内トップシェアになり
ました。૑業まもなく、ୈೋのபとして઀ண剤事業の展開
を構૝。工場及ͼ研究所を新設し、化成品事業として製造
販ച体制をஙきました。

アセチレンをؚΉ֤छ高ѹガスを製造・販ച・供څする事
業（シリンμーガスϏδネス）が本֨始動。さまざまな地Ҭの
ガスデΟーラーや༰ثメーカーとܦӦを౷合し、෺ྲྀ子会社の
販ച໢を࢖ۦしながら地Ҭີண型の事業スタイルを確ཱして
いきました。新たな事業分野として、ITιリューシϣン事業の
基ૅとなった-4Iカーυ事業にࢀ入。

άローバル化をめざし、化成品事業が先行するܗでϕトナ
ムに子会社を設ཱし、ガス事業がϕトナムの事業会社に資
本ࢀ加。౔Ӝ研究所をཱち上げ、ガスにؔ࿈する素材・用途
の開発や社会的課題の解決もめざした研究開発׆動を׆性
化。また、ృ料会社をࡿԼにऩめることで事業ྖҬを拡大。

中期ܦӦ計画に基ͮき、進化する企業として、5つの成長
ઓུをϕースにมֵと௅ઓを続け、طଘ事業のॆ実化に加
え、新商材の開発や新ن市場の開拓、事業の多֯的展開を
実行、さまざまな社会的課題に向き合い続けます。
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ITιリューγϣン

Ψεۀࣄ

化成඼ۀࣄ

静Ԭ市で中෦ガス産業ג
式会社	資本ۚ�00ສԁ

を設ཱ。

༹解アセチレンの製造を
開始するとともに、෺ྲྀ子
会社（߂༰通商᷂）を設ཱ。

೻ຏ工場においてアセチレン
༰ثの製造を開始。

小૔工場・大分工場にお
いてアセチレンҎ֎のガ
スのॆర（ࢎ素・஠素）を
開始。

高ѹガス༰ثの製造販ച
会社を子会社化。

Ӊ野ࢎ素᷂の設ཱをܖ機
にシリンμーガスϏδネス
が本֨始動。

化成品事業本෦名ݹ԰工
場をҠసし、ߕլ工場を
新設。生産能力の૿強に
より઀ண剤の生産体制を
強化。

਎近で見つからない「多༷
な場໘で׆用できる3'タ
ά」を見つけることができ
る৘ใ提供サイト（タάプ
ロ�.DoN）を開設。

-4Iカーυ内のه࿥デー
タの見える化が可能な電
子ϖーパーの開発を開始。

৘ใシステム事業本෦を
ITιリューシϣン事業本෦
にվশ。また、工場現場の
見える化ϖーパーレスを実
現するためのデΟスプレイ
タάの販ചを開始。

౔Ӝ研究所を開設。ਫ素஝
ѹثやカーボンナノチューブ
などの次世代を見据えた新
用途の研究開発が本֨化。

ϕトナムのガス事業会社
「VIETNA. 41ECIA-T: 

GA4E4 C0.
 -T%.（クリオガス）」
を子会社化。ガス事業とし
てॳめてのւ֎進出。

C02ഉ出量を΄΅θロに
する新ガスਁ炭๏（ৗѹス
マートਁ炭）を開発。

ਣࢎϏχルܥ઀ண剤の
製造販ചを開始。

Ϗࢎ૔工場を新設し、ਣࠤ
χルܥエマルδϣンh ϖガー
ル とɦॠؒ઀ண剤h シアノンʱ
の製造販ചを開始。

名ݹ԰工場にてh ϖガールʱ
の製造を開始。

����

ཽ野工場を新設し、ృ料
用エマルδϣンの製造販
ചを開始。ಉ࣌期にࠤ、 ૔
工場にてh ϖガロック のɦ
製造販ചを開始。

����

遮熱ృ料h クールトップʱ
を発ച。またࠤ、 ૔工場内
に౦ژ研究所を開設。

スζカフΝイン᷂に資本
加。ృ料分野に事業ྖҬࢀ
を拡大。

制ৼ・防Ի・଱ٱ性を有する
制ৼ材h サウンυプルーフʱ
の販ചを開始。

ϕトナム現地๏人
「,0AT46 GA4 ,0G:0 

VIETNA. C0.
 -T%.」を
設ཱし、hϖガール のɦ製造
販ചを開始。

新ن技術開発を担う企画
ࣨが௒電導磁気シールυ
薄ບの研究を開始。

さまざまなڥ؀Լで࢖用
可 能 な ແ ઀ ఺ の メϞリ
カーυであるh -4Iカーυʱ
の販ച事業にࢀ入。

企画ࣨが৘ใシステム事
業本෦と新素材開発ࣨに
分཭。৘ใシステム事業本
෦がガス・化成品に次ぐ
新たな事業෦として確ཱ。

-4Iカーυがమಓ事業ऀ
に採用。電車のӡస支ԉ
システムとして利用。

Ӵ ੕ 測 Ґ Ϟ δ ュ ー ル
41-100の販ചを開始。Ӵ
੕からのҐ置データ・࣌
データを基に౿੾などࠁ
の࣌ิࠁਖ਼用途で採用。

మಓ車྆搭載用としての
NT1サ ー バ ー 及 ͼ 有 ઢ
-AN対Ԡの-4Iカーυ用
ಡॻ装置の販ചを開始。

ظのల開ۀࣄ新・ۀࣄଘط
���� ʙ ����

成長につ͙成長の૑ظۀ
��5� ʙ ����

（ඦສԁ）

0

�0
000

60
000

�0
000

20
000

100
000

ച上高

202�202020152010200520001��51��01��51��5 1��01��01�651�601�5�

த෦Ψεࣜגۀ࢈ձࣾΛઃཱɻ
໦ོ͕ࣾ௕ʹब೚ɻಉ೥�݄ΑΓࡾ
੩Ԭࢢʹ͓͍ͯӦۀΛ։࢝ɻ

૑業 ����೥�݄

ຊࣾΛେࢢࡕ๺۠ʹҠస
����೥�݄

৔ࢢऔҾॴ݊ূژͼ౦ٴࡕେ͕ࣜג
ୈ̍෦ʹࢦఆ͞ΕΔ
�50
�ຊۚ�5ԯࢿ	ສԁ


����೥�݄
ߋͷ�݄຤ʹมߦݱΛ݄ࢉܾ
����೥

ϦʔϚϯɾγϣοΫ
ʹ൐ͳ͏ݮऩ

����೥
ϕτφϜʹԽ੒඼
ձࣾΛઃཱࢠͷۀࣄ

����೥ େڀݚࡕॴΛҵ৓ݝ
౔ӜࢢʹҠస͠ɺ
౔ӜڀݚॴΛ։ઃ

����೥݄̐

成長のي੻

�� ,OAT46 GA4 ,OG:O $O�
 -TD�

Ձ஋૑଄スτʔϦʔ



��5� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ������5�

มֵと௅ઓ
���� ʙ ����

αεςナブϧな未来΁
���� ʙ

1�5�年6݄૑業。高度ࡁܦ成長期のアセチレン需要の高
まりもあり、工場新設・૿資・合ซを܁りฦし急成長。૑業
�年目にアセチレンメーカーとして国内トップシェアになり
ました。૑業まもなく、ୈೋのபとして઀ண剤事業の展開
を構૝。工場及ͼ研究所を新設し、化成品事業として製造
販ച体制をஙきました。

アセチレンをؚΉ֤छ高ѹガスを製造・販ച・供څする事
業（シリンμーガスϏδネス）が本֨始動。さまざまな地Ҭの
ガスデΟーラーや༰ثメーカーとܦӦを౷合し、෺ྲྀ子会社の
販ച໢を࢖ۦしながら地Ҭີண型の事業スタイルを確ཱして
いきました。新たな事業分野として、ITιリューシϣン事業の
基ૅとなった-4Iカーυ事業にࢀ入。

άローバル化をめざし、化成品事業が先行するܗでϕトナ
ムに子会社を設ཱし、ガス事業がϕトナムの事業会社に資
本ࢀ加。౔Ӝ研究所をཱち上げ、ガスにؔ࿈する素材・用途
の開発や社会的課題の解決もめざした研究開発׆動を׆性
化。また、ృ料会社をࡿԼにऩめることで事業ྖҬを拡大。

中期ܦӦ計画に基ͮき、進化する企業として、5つの成長
ઓུをϕースにมֵと௅ઓを続け、طଘ事業のॆ実化に加
え、新商材の開発や新ن市場の開拓、事業の多֯的展開を
実行、さまざまな社会的課題に向き合い続けます。

���� ���� ���� ���� ���� ��������

���� ���� ���� ���� ���� ���5 ���� ���� ����
ITιリューγϣン

Ψεۀࣄ

化成඼ۀࣄ

静Ԭ市で中෦ガス産業ג
式会社	資本ۚ�00ສԁ

を設ཱ。

༹解アセチレンの製造を
開始するとともに、෺ྲྀ子
会社（߂༰通商᷂）を設ཱ。

೻ຏ工場においてアセチレン
༰ثの製造を開始。

小૔工場・大分工場にお
いてアセチレンҎ֎のガ
スのॆర（ࢎ素・஠素）を
開始。

高ѹガス༰ثの製造販ച
会社を子会社化。

Ӊ野ࢎ素᷂の設ཱをܖ機
にシリンμーガスϏδネス
が本֨始動。

化成品事業本෦名ݹ԰工
場をҠసし、ߕլ工場を
新設。生産能力の૿強に
より઀ண剤の生産体制を
強化。

਎近で見つからない「多༷
な場໘で׆用できる3'タ
ά」を見つけることができ
る৘ใ提供サイト（タάプ
ロ�.DoN）を開設。

-4Iカーυ内のه࿥デー
タの見える化が可能な電
子ϖーパーの開発を開始。

৘ใシステム事業本෦を
ITιリューシϣン事業本෦
にվশ。また、工場現場の
見える化ϖーパーレスを実
現するためのデΟスプレイ
タάの販ചを開始。

౔Ӝ研究所を開設。ਫ素஝
ѹثやカーボンナノチューブ
などの次世代を見据えた新
用途の研究開発が本֨化。

ϕトナムのガス事業会社
「VIETNA. 41ECIA-T: 

GA4E4 C0.
 -T%.（クリオガス）」
を子会社化。ガス事業とし
てॳめてのւ֎進出。

C02ഉ出量を΄΅θロに
する新ガスਁ炭๏（ৗѹス
マートਁ炭）を開発。

ਣࢎϏχルܥ઀ண剤の
製造販ചを開始。

Ϗࢎ૔工場を新設し、ਣࠤ
χルܥエマルδϣンh ϖガー
ル とɦॠؒ઀ண剤h シアノンʱ
の製造販ചを開始。

名ݹ԰工場にてh ϖガールʱ
の製造を開始。

����

ཽ野工場を新設し、ృ料
用エマルδϣンの製造販
ചを開始。ಉ࣌期にࠤ、 ૔
工場にてh ϖガロック のɦ
製造販ചを開始。

����

遮熱ృ料h クールトップʱ
を発ച。またࠤ、 ૔工場内
に౦ژ研究所を開設。

スζカフΝイン᷂に資本
加。ృ料分野に事業ྖҬࢀ
を拡大。

制ৼ・防Ի・଱ٱ性を有する
制ৼ材h サウンυプルーフʱ
の販ചを開始。

ϕトナム現地๏人
「,0AT46 GA4 ,0G:0 

VIETNA. C0.
 -T%.」を
設ཱし、hϖガール のɦ製造
販ചを開始。

新ن技術開発を担う企画
ࣨが௒電導磁気シールυ
薄ບの研究を開始。

さまざまなڥ؀Լで࢖用
可 能 な ແ ઀ ఺ の メϞリ
カーυであるh -4Iカーυʱ
の販ച事業にࢀ入。

企画ࣨが৘ใシステム事
業本෦と新素材開発ࣨに
分཭。৘ใシステム事業本
෦がガス・化成品に次ぐ
新たな事業෦として確ཱ。

-4Iカーυがమಓ事業ऀ
に採用。電車のӡస支ԉ
システムとして利用。

Ӵ ੕ 測 Ґ Ϟ δ ュ ー ル
41-100の販ചを開始。Ӵ
੕からのҐ置データ・࣌
データを基に౿੾などࠁ
の࣌ิࠁਖ਼用途で採用。

మಓ車྆搭載用としての
NT1サ ー バ ー 及 ͼ 有 ઢ
-AN対Ԡの-4Iカーυ用
ಡॻ装置の販ചを開始。

ظのల開ۀࣄ新・ۀࣄଘط
���� ʙ ����

成長につ͙成長の૑ظۀ
��5� ʙ ����

（ඦສԁ）

0

�0
000

60
000

�0
000

20
000

100
000

ച上高

202�202020152010200520001��51��01��51��5 1��01��01�651�601�5�

த෦Ψεࣜגۀ࢈ձࣾΛઃཱɻ
໦ོ͕ࣾ௕ʹब೚ɻಉ೥�݄ΑΓࡾ
੩Ԭࢢʹ͓͍ͯӦۀΛ։࢝ɻ

૑業 ����೥�݄

ຊࣾΛେࢢࡕ๺۠ʹҠస
����೥�݄

৔ࢢऔҾॴ݊ূژͼ౦ٴࡕେ͕ࣜג
ୈ̍෦ʹࢦఆ͞ΕΔ
�50
�ຊۚ�5ԯࢿ	ສԁ


����೥�݄
ߋͷ�݄຤ʹมߦݱΛ݄ࢉܾ
����೥

ϦʔϚϯɾγϣοΫ
ʹ൐ͳ͏ݮऩ

����೥
ϕτφϜʹԽ੒඼
ձࣾΛઃཱࢠͷۀࣄ

����೥ େڀݚࡕॴΛҵ৓ݝ
౔ӜࢢʹҠస͠ɺ
౔ӜڀݚॴΛ։ઃ

����೥݄̐

��INTEGRATED REPORT 2025

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



Ψεۀࣄ

化成඼ۀࣄ

৯඼ۀࣄ

ITιリューγϣンۀࣄ

ച্��5 ߴԯ��ඦສԁ

ηάϝϯτརӹ �5ԯ��ඦສԁ

ஙృݐ΍ࡎͷ઀ணܥ΍͍͞͠ਫʹڥ؀

ྉߴɺ ɺ੍ࡎೳ઀ணػ ৼࡐͳͲΛ੡଄

ൢച͍ͯ͠·͢ɻ

Ϣʔβʔχʔζʹత֬ʹ͓Ԡ͑͢Δͨ

Ίɺ޻業༻͔ΒՈఉ༻·Ͱͷ෯͍޿੡඼

ΛϥΠϯΞοϓ͍ͯ͠·͢ɻ

業քτοϓγΣΞͷΞηνϨϯΛ͸͡

Ίɺࢎૉガスɺ஠ૉガスͳͲ֤छ࢈業ガ

ス΍ҩྍ༻ガスɺͳΒͼʹؔ࿈ࡐػ౳

Λൢച͍ͯ͠·͢ɻ

શ֤ࠃ஍ʹ੡଄ɾൢചڌ఺Λ໢ཏͯ͠

͓ΓɺガスͷڅڙʹඞཁෆՄܽͳ༰ثɾ

τϥοΫɾλϯΫϩʔϦʔΛଟ਺所༗

͠ɺສશͳڅڙମ੍Λߏங͍ͯ͠·͢ɻ
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他事業」にؚまれるため、「その他事業」のセάメント৘ใをه載しています。
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グϧーϓձࣾશ体ʢ౰ ・ࣾグϧーϓձࣾʣ

఺ڌ����5�ࣾ
ॴۀࣄ

఺ڌ��
場޻

఺ڌ�5
研究ॴ

఺ڌ�

,(,αʔϏスࣜגձࣾ⁡

スζΧϑΝΠϯࣜגձࣾ⁤

⁠ձࣾࣜגѹত࿨Ϙϯϕߴ
΢ΤϧςοΫμΠαϯࣜגձࣾ⁢

⁦ձࣾスϛίΤΞʔࣜג

Ӊ໺ࢎૉࣜגձࣾ 

தࢎࠃૉࣜגձࣾ⁣

スζΧέϛʔࣜגձࣾ⁥

⁞ձࣾࣜג༰௨঎߂

グϧーϓձࣾのల開
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ͰɺαʔϏスͷఏڙΛߦͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜ ͷΑ͏ͳ஍Ҭʹີணͨ͠Ӧ業ମ੍ͷߏஙʹΑΓɺ٬ސχʔζʹର͢Δ͖Ίࡉ΍͔

ͳରԠ΍ɺ࣌֐ࡂʹ͓͚Δਝ଎ͳガスͷٸۓ഑ૹ౳͕ՄೳͱͳΓɺ̓ શɾ҆৺ͳαʔϏスͷఏڙʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ

。఺਺は、所在地͝とにカウントし、その合計਺を૯਺としていますڌ（˞）
఺਺としてڌআした਺をศٓ上の߇఺਺の内༁については、工場及ͼ研究所の合計਺を૯਺からڌ
。出していますࢉ
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άϧʔϓձࣾ

ԭೄݝ

ϕτφϜ
ࣾձओٛڞ࿨ࠃ

グϧーϓձࣾશ体ʢ౰ࣾ・グϧーϓձࣾʣ

఺ڌ����5�ࣾ
ॴۀࣄ

఺ڌ��
場޻

఺ڌ�5
研究ॴ

఺ڌ�

,(,αʔϏスࣜגձࣾ⁡

スζΧϑΝΠϯࣜגձࣾ⁤

⁠ձࣾࣜגѹত࿨Ϙϯϕߴ
΢ΤϧςοΫμΠαϯࣜגձࣾ⁢

⁦ձࣾスϛίΤΞʔࣜג

Ӊ໺ࢎૉࣜגձࣾ 

தࢎࠃૉࣜגձࣾ⁣

スζΧέϛʔࣜגձࣾ⁥

⁞ձࣾࣜג༰௨঎߂

ओ要なグϧーϓձࣾ

ձࣾࣜג༰௨঎߂�⁞  �Ӊ໺ࢎ素ࣜגձࣾ

⁠�高ѹত࿨ボンϕࣜגձࣾ

⁢�΢ΤϧςοΫμΠαンࣜגձࣾ

⁤�εζカϑΝΠンࣜגձࣾ

⁦ࣜג�ձࣾεϛίΤΞー

⁡�,G,αーϏεࣜגձࣾ

⁣�தࢎࠃ素ࣜגձࣾ

⁥�εζカέϛーࣜגձࣾ

Ψεのӡૹձࣾ
��5�೥��݄ઃཱ
全国֤地に഑送ڌ఺を有するガスの
ӡ送子会社。̓ ఆ供څにඞ要不可欠
である多਺のトラック・ローリー車、
験๛෋な഑送υライバーのଘ在がܦ
強み。

๺཮஍ํをத৺にల開͢るΨεのൢചձࣾ
����೥�݄ઃ ʢཱ����೥5݄૑ۀʣ
100年Ҏ上のྺ࢙を持ち、長年にΘ
たる地ҬにີணしたӦ業・഑送サー
Ϗスにより、๺཮地方において高い
シェア率をތる。アセチレンガス౳の
合ห会社・ガスのӡ送子会社を有し、
๛෋なܦӦ資ݯとサーϏス力を持つ。

高ѹΨε༰ثの੡଄ൢചձࣾ
����೥�݄ઃཱ
高ѹガス༰ثの製造工場であるُࢁ
工場（ࡾ重ࢁُݝ市）、౔Ӝ工場（ҵ
৓ݝ౔Ӝ市）を有し、シリンμーガス
Ϗδネスのࠜװを担う。

༹઀材ྉ・༹઀ثػのઐ໳঎ࣾ
����೥�݄ઃཱ
ガス༹઀に࢖用される༹઀๮・༹઀
機・ث۩工۩ྨを多਺औりѻうઐ໳
商社。๛෋な商品஌ࣝに基ͮく༹઀
作業の省力化・作業ڥ؀վળに向け
た提ҊӦ業が強み。

ங༻ృྉɺΤΞκーϧ੡඼の੡଄ൢചձࣾݐ
����೥�݄ઃ ʢཱ����೥�݄૑ۀʣ
૑業期から有機༹剤不࢖用のਫܥ
ృ料の製品開発にண手し、地ڥ؀ٿ
にやさしいృ料の๛෋なラインアッ
プを持つ。また、工業用品・化হ品・
৯品向けにスプレー式のエアκール
製品も展開。

Ψεۀࣄ・化成඼ۀࣄ・৯඼ۀࣄをߦな͏঎ࣾ
����೥��݄ઃཱ
৯品事業としては、ҟ性化౶౳の৯品添加෺、Դᥡ೑エΩス౳の݈߁৯
品౳の販ചをऔりѻう。大手৯品メーカーとのؔ܎構ஙが強みであり、
҆ఆしたऩӹݯを確保している。

ؔ౦஍ํをத৺にల開͢るΨεのൢചձࣾ
����೥��݄ઃ ʢཱ����೥�݄૑ۀʣ
ガスؔ࿈工事を行なうエンδχアリンά෦໳
を強みとし、ガスの供څにؔΘるトータルサ
ϙートにより、さまざまな顧客χーζに対Ԡ可
能。೶業用炭ࢎについても高い販ച力・提Ҋ
力を持つ。

தࠃ஍ํをத৺にల開͢るΨεのൢചձࣾ
���5೥�݄ઃཱ
�0年Ҏ上のྺ࢙を持ち、長年のサー
Ϗス提供によりഓΘれた顧客・औ引
先との信པؔ܎が強み。ガスॆర設
備や多਺の഑送車྆を有し、中国地
方において強いڝ૪力を持つ。

ங༻ృྉの੡଄ձࣾݐ
����೥��݄ઃཱ
ਫ性建ஙృ料のडୗ製造をઐ໳と
するスζカフΝインג式会社の子会
社ࠤ。 ૔工場（ઍ༿ࠤݝ૔市）、೻ຏ
工場（ฌݝݿたつの市）を持ち、長年
ഓってきたӷ体ࠞ合技術により、建
ஙృ料Ҏ֎のӷ体ࠞ合加工も展開。

˙ ガス事業

˙ Խ੒඼事業

˙ ͦͷଞ事業ʢ*5ιϦϡʔγϣϯ事業ɾ৯඼事業ʣ
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৯඼ۀࣄ

Ξ΢τカϜ

தܦظӦܭը
チΣンδˍチϟϨンδ�4UBHeᶘ

Ί࢟͟͢

࣋ଓՄೳな
ࣾձ࣮ݱ΁のݙߩ

ਓͱٕज़ͱ
ͷௐ࿨ڥ؀

事業ͷ੒Ռʢ����೥�݄ظʣ

˔ ஍ҬີணʹΑΔؔڧ܎Խ
˔ Ӧٕۀज़ྗʹΑΔ෇ՃՁ஋૑ग़
˔ ΨεΛ༻͍ͨ৽ٕज़ͷ։ൃ
˔ ւ֎ల։ʹΑΔࢢ৔։୓

˔ ӦۀɾڀݚҰମܕͷ੡඼։ൃྗʹΑΔଟ
༷ͳχʔζ΁ͷՁ஋ఏڙ

˔ ੜ࢈ೳྗΛ҆ͨ͠࢖ۦఆڅڙͷ࣮ݱ
˔ ւ֎ల։ʹΑΔࣗࣾϒϥϯυͷਁಁ

αεςφϏϦςΟྖҬʹ͍ͭͯɺϚςϦΞϦςΟ
ͷ͏ͪಛʹॏཁͱ͑ߟΔਓతࢿຊ΁ͷੵۃత
౤ࢿΛத௕ظͰల։தɻ
˔ ௕ظΩϟϦΞܗ੒Λݟਾ͑ͨڅ༩ਫ४ͷ

ଓతͳҾ্͛ܧ
˔ ਓࡐҭ੒ͷͨΊͷڭҭɾ੍ڀݚ౓ͷ֦ॆ
˔ ෱རްੜ੍౓ͷॆ࣮Խ

˔ σόΠεʹΑΔ৽ͨͳιϦϡʔγϣϯࢠి
ͷఏڙ

˔ ৯඼ٴͼ৯඼ఴՃ෺ͷఏڙʹΑΔ฻Β͠
ͷॆ࣮Խ΁ͷݙߩͱڥ؀ରࡦ

ച্ߴ ���ԯԁ
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事業
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੡଄ࢿຊ

ガス੡଄ڌ఺
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఺ڌ��

ਓతࢿຊ

˔ ঁੑͷ׆༂ਪਐ
˔ άϩʔόϧਓࡐͷ֦ॆ
˔ ৽ଔɾத్࠾༻ऀͷ֦ॆ

࿈݁ै業һ਺ɹ�
���໊

஌తࢿຊ

研究։ൃڌ఺ɹڌ�఺

ಛڐอ༗݅਺ɹ��݅

ࣾձؔࢿ܎ຊ

࿈݁ࢠձࣾ਺ɹ��ࣾ
˞2025年�݄�1日࣌఺の਺ࣈと
ɹなります。

ࣗવࢿຊ

ԹࣨޮՌガスഉग़ྔ   ��
���U

ΤωϧΪʔ࢖༻ྔ

�
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���L8I

ຊࢿ຿ࡒ

૯ֹ࢈ࢿɹ�
���ԯԁ

७ֹ࢈ࢿɹɹ  ���ԯԁ

˞上هは2025年�݄�1日࣌఺の
ɹ自社ڌ఺、άループ会社（ւ֎ؚΉ）
ɹの合計
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事
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஍Ҭにࠜͨ͟͠جۀࣄ൫ ௅ઓ͢るਓ材

グϧーϓձࣾとのۀڠ ൃ૝ྗとٕज़ྗ

Έڧ

Խɾڧ಺事業ͷࠃ
άϩʔόϧԽͷਪਐ

ਓࡐҭ੒ɾઃඋ౤ࢿɾ
研究։ൃͷڧԽ

事業Λ௨ͨࣾ͡ձత
՝୊ղܾ΁ͷऔΓ૊Έ

ϚςリΞリςΟ

ᶗ�҆શ・҆৺・̓ ఆڅڙを࣮͢ݱる
αϓϥΠチΣーンのڧ化
˔ ҆શɾ̓ ৺ͳαʔϏεఏڙ
˔ ҆ఆڅڙ

ᶙ�࣋ଓՄೳな஍Ҭࣾձの࣮ݱに
　�向けͨऔΓ૊Έ

˔ ΨόφϯεͷڧԽ
มಈ΁ͷରԠީؾ ˔
˔ $O2ഉग़ྔݮ࡟
˔ ॥ࣾܕ؀ձ΁ͷݙߩ
ݙߩ΁ͷݮෛՙ௿ڥ؀ ˔
˔ ஍Ҭࣾձ΁ͷݙߩ

ᶘ�ଟ༷なਓ材͕׆༂で͖る૊৫・
　�෩౔のৢ成

˔ ଟ༷ͳਓࡐͷ׆༂
˔ ਓࡐෆ଍ͷରԠ

Ձ஋૑଄ϓϩηε
業ཧ೦ͷ΋ͱɺʮ҆શɾ҆৺ʯΛ͢΂ͯاͷՄೳੑʹ௅Ήɻʯͷݶͷௐ࿨ɻແڥ業άϧʔϓ͸ɺʮਓͱٕज़ͱ؀޻ѹガスߴ

ͷج本࢟੎ͱ͠ɺࣾ ձ͔Βඞཁͱ͞Εɺ৴པ͞ΕΔا業άϧʔϓΛΊ͍͖ͯ͟͠·͢ɻ

͜Ε·Ͱங্͖͖͛ͯͨάϧʔϓͷܦӦࢿ本Λ׆༻͠ɺϚςϦΞϦςΟʹͮ͘جαスςφϏϦςΟͷ࣮͚ͨ޲ʹݱऔΓ

૊ΈΛਪਐ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ৽ͨͳا業Ձ஋Λ૑଄͍͖ͯ͠·͢ɻ
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グϧーϓձࣾとのۀڠ

�つのڧΈ�つのڧΈ

άϧʔϓձࣾͱͷڠ業事ྫ

ͷόοΫΞοϓମ੍事ྫ࣌֐ࡂ

シリンμーガス販ചナンバーϫンをめざす当社は、Ϣーβーへの҆全・҆৺なガス供څ設備の提Ҋ・設計やάループ会社と

の࿈携による自社഑送෺ྲྀネットϫークによる҆ఆ供څを基本とし、製造・販ച・෺ྲྀを一体とした事業Ϟデルを௥ٻしていま

す。また、ガス販ചにおいてඞ要不可欠な༰ث製造を自社、άループ会社で行なっており、お客༷のݸผχーζへのきめ細やか

な対Ԡを可能としています。化成品事業では、人々の生׆を๛かにする商材を࣠に、άローバルな供څ体制を整備しています。

˔ 近年は全国的に炭ࢎガスが不଍しているため、自社഑送

෺ྲྀネットϫークを׆かし、地Ҭをލいͩ体制をෑくこと

で҆ఆ供څを実現しています。
˔ 高ѹガス工業άループؒの࿈携により、顧客の要๬にԠ

͡て、全国֤地へのガス഑送が可能となっています。
˔ スζカフΝインとڥ؀഑ྀ型の高機能ృ料を開発しました。

2011年౦日本大਒࣌ࡂにはάループ໢を࢖ۦして۝

भ地۠をؚΉ֤地۠からඃࡂ地へのガス供څ及ͼ生׆

෺資の支ԉを行ないました。

202�年能ొ半ౡ地਒では、๺཮地۠を中৺にガス事

業を展開しているάループ会社のӉ野ࢎ素（ג）で、すぐ

に対策本෦が設置され、人命・҆全を࠷優先に産業・ҩ

ྍガスをۓ急出動し、ҩྍガスの供څに౒めました。

地Ҭにࠜざし、地Ҭ社会にݙߩする事業スタイルは૑業࣌から一貫しており、今後もඞ要とされる企業άループをめざしてい

ます。さらには#C1の؍఺から࿈携による供څ໢の整備によりສが一の֐ࡂに備えバックアップ体制を構ஙしています。

ʯʮൃ૝ྗͱٕज़ྗʯͷ�ͭࡐ൫ʯʮ௅ઓ͢Δਓج業ʯʮ஍Ҭʹࠜͨ͟͠事業ڠ業άϧʔϓ͸ʮάϧʔϓձࣾͱͷ޻ѹガスߴ

ΛڧΈͱͯ͠ೝ͍ࣝͯ͠·͢ɻ͜ ΕΒͷڧΈ͸ɺ௕೥ͷ事業׆ಈʹΑΓഓΘΕͨ౰ࣾάϧʔϓͷॏཁͳ࢈ࡒͰ͋Γɺ৽ͨͳ

Ձ஋Λ૑ग़͍ͯ͘͠ݯઘͱͳΓ·͢ɻ

1

஍Ҭにࠜͨ͟͠جۀࣄ൫2
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˔ շ適な生ڥ؀׆の提供を目的としたӍԻŋৼ動を低ݮさ
せるサウンυプルーフを開発。

˔ カーボンナノチューブ合成๏
における大ֶとのڞಉ研究。

˔ 大ֶ及ͼ౎ಓ෎ݝとのڞ
ಉ研究による、化ֶ工場౳
より分཭回ऩした炭ࢎガス
を用いた、೶業用炭ࢎガス
証及ͼ೶業ݕ用効果のࢪ
用炭ࢎガスࢪ用システムの
開発。

ൃ૝ྗとٕज़ྗ

௅ઓ͢るਓ材

研मɾ֨ࢿऔಘͷ事ྫ

ͷ事ྫܞ࿈ֶ׭࢈

˔ ガス事業においては高ѹガスの国Ո資֨をऔ得する
ことがඞ要不可欠であるため、資֨औ得の支ԉとして
新入社員向けに֤छテΩストを഑෍しています。また、
ガスの性࣭や഑管設備などのઐ໳஌ࣝのश得に向け
て、ए手社員向けに社内ษ強会を開࠵する΄か、社֎
。をଅ進していますߨश会へのडߨ

˔ ITιリューシϣン事業本෦では、実຿に௚݁するスΩ
ルश得に向けた支ԉを行なっており、ITઐ໳分野の資
֨をऔ得できるよう技術セϛナーへのࢀ加や技術ॻ
੶のߪ入をਪ঑しています。

（202�年度実績：エンϕデッυシステムスϖシϟリスト
1名、৘ใセΩュリテΟマネδメント1名、IoTシステム
技術ݕఆ<中2<ڃ名）

˔ ਫ素ステーシϣンやਫ素発
電向け大型஝ѹثの開発。

˔ ӡ送効率化に向けた軽量༰
。の開発ث

˔ ガスリサイクルシステムの構
ஙによる半導体分野でのر少ガス再生ଅ進。

˔ アセチレン製造࣌に発生するカーバイυスラリーと工
場からഉ出される炭ࢎガスを再利用したカーボンリサ
イクル材の製造技術開発。

˔ 顧客χーζに基ͮいた高付加価஋製品の研究開発を
行なっています。次世代の高機能品として̪̫シアノン、
̪̫ϖガロックを開発。

ίϛュχέーシϣンを通͡て自ओ性・自཯性を高め、社内֎の信པؔ܎を構ஙしていくことが重要と考え、社内研मに注力し

ています。ए手社員が׆༂できるڥ؀を整えるとともに、ݸ々のスΩルの向上のためઐ໳分野での研म、資֨औ得を঑ྭして

います。また、資֨औ得のࡍには社内イントラでάループの全従業員に対して発信することにより、資֨をऔ得した本人の౒力

がάループ全体でೝ஌されることとなり、άループ全体で資֨औ得に向けた意ཉ向上をはかっています。

多༷なχーζを的確にଊえ、お客༷の期待にԠえています。また、カーボンχュートラル社会の実現に向け、ڥ؀ෛ荷低ݮに

。与する新たな技術開発を行なっていますد

IoTの世界では、これまでҎ上に෯޿い஌ࣝや技能がٻめら

れ、よりྑい製品、࠷適な૊ࠐみシステムを開発するためには、

これらのश得は欠かせません。資֨のऔ得は、新たな஌ࣝを得

る໘でも໾にཱちますが、業຿を通して得た஌ࣝを体ܥ的にֶ

ͼ௚すことで、自分がѻう技術への理解をਂめることができま

した。202�年度からは資֨手当のൣғが޿がり、ITܥの代表的

な資֨であるI1Aエンϕデッυシステムス

ϖシϟリスト試験に合֨することで資֨手

当がつくようになり資֨औ得の後ԡしにも

なりました。

ITιϦϡʔγϣϯۀࣄຊ෦ͷ௅ઓ͢Δਓࡐ

ITιϦϡʔγϣϯۀࣄຊ෦
ٕज़෦

औ୩ ੒࣏۽

3

4

VOICE

カーボンナノチューブ（紡績）

ਫ素ステーシϣン用中ؒஈ஝ѹث

೶業用炭ࢎガスࢪ用システムの
制ޚ装置
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ᶗ�҆શ・̓ ৺・̓ ఆڅڙを࣮͢ݱるαϓϥΠチΣーンのڧ化
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

҆શ・҆৺な
αーϏεఏڙ

࿑ಇ҆શӴੜମ੍ͷڧԽ
҆全Ӵ生管理体制の強化と׆動の拡ॆ ҆全Ӵ生ਪ進ఆྫ会ٞの実ࢪ 12回開࠵（݄1回） 年12回開࠵（݄̍回）
リスクアセスメントの実ࢪ �日Ҏ上ٳ業がඞ要な࿑ࡂ事ނ あり なし

඼࣭؅ཧͷڧԽ
ఆ期的な品࣭管理ڭҭの実ࢪ

品࣭管理ڭҭの実ࢪ ̎回実ࢪ 年̎回実ࢪ
化成品国内ڌ఺I40�001のೝ証 ೝ証継続 ೝ証継続

品࣭管理体制の見௚し 製品不ྑ発生率（自社工場）
˞生産量ϕース

0.001ˋҎԼ（ガス）
0�

0.016 （̀化成品）

҆ఆڅڙ

෺ྲྀωοτϫʔΫͷڧԽ ഑送体制の࠷適化をؚΉ෺ྲྀ構造のվֵ ガス഑送の積載率 66� �5�

#$1ମ੍ͷڧԽ

インシデント発生࣌における従業員の҆全
確保及ͼ供څ体制のҡ持 ࢪ࿅の実܇ 一෦事業所で年1回 全事業所で年1回

継続的な#C.׆動による見௚しやվળの実ࢪ ఆྫ会ٞ開࠵ ー 年̍回
原料ௐୡの整備 化成品製品の原料のෳ਺社ߪ入 �0� 60ˋҎ上

ઃඋ૿ڧ 新工場の設ཱ、طଘ設備のリχューアルに
よる供څ体制の強化 年ؒ生産計画਺量のୡ成率（化成品製品） �0ˋఔ度 100�

ᶘ�ଟ༷なਓ材͕׆༂で͖る૊৫・෩౔のৢ成
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

ଟ༷なਓ材の׆༂

ਓΛا͔͢׆業΁

適材適所を実現する人事政策の実ࢪ 能力・適性を೺Ѳするためのఆ期໘ஊ実ࢪ 年̎回 年̎回
スΩルアップに向けた支ԉのॆ実化 資֨औ得支ԉ 資֨手当の拡ॆ 資֨手当の拡ॆ
֊૚ผ研म、管理৬マネδメント研मの
ॆ実化 ֊૚ผ・管理৬研मの実ࢪ ए年૚研म（年̍回）・

管理৬研म（年̎回）
ए年૚研म（年̍回）・
管理৬研म（年̎回）

ਓࡐɾ૊৫ͷଟ༷Խ
ঁ性の׆༂ਪ進に向けた৬場ͮくりの実現 ঁ性૯合৬ׂ合 �.�� 5�

άローバル化への対Ԡ άローバル人材の採用 ֎国人従業員採用11名
（૯਺21名 ˞内ఆऀؚΉ） ֎国人従業員૯਺25名

ै業һΤϯήʔδϝϯτͷ্޲

҆全で働きやすいڥ؀の確保 ίンプライアンス研मの実ࢪ 年̎回実ࢪ（άループ全体） 年2回

࣌ؒ֎࿑働のݮ࡟や有ٳڅՋऔ得のଅ進
�5I௒ա従業員比率 1.�ˋ 1.0ˋ
有ٳڅՋऔ得率 5�� �0�

Ωϟリアパスの໌確化 ఆ期໘ஊによる目標管理 年̎回 年̎回
人事評価のಁ໌化 評価研मの実ࢪ 管理৬研म（年̎回） 年̎回

ਓ材ෆ଍のରԠ
̙̭ͷਪਐ

柔軟な働き方への対Ԡ、働き方վֵの実現
に向けた社内インフラの整備 άループウェア導入率 �6� 100�

利ศ性の高いプラットフォームの構ங άループ会社ؒのऔ引データ入力のݮ࡟率 ʵ �0�
ITリテラシーڭҭの実ࢪ ITリテラシーڭҭडߨ率 ʵ	ڭҭ資料の回ཡを実ࢪ
 100�
෺ྲྀ効率化によるυライバーのෛ担軽ݮに
向けたIT化のਪ進

スマートデバイスを利用した
ίϛュχテΟπールの導入 ʵ 100�

Ӧܦ߁݈ 優ྑ๏人を目標にັ力ある企業をめざす߁݈ 優ྑ๏人߁݈ ਃ੥ݕ౼中、一෦事業所
にてۈ຿࣌ؒ内のېԎ ೝఆ（継続）

ᶙ�࣋ଓՄೳな஍Ҭࣾձ΁のݙߩ
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

Ψόナンεのڧ化 αスςφϏϦςΟਪਐମ੍ͷཱ֬ 代表औక໾社長をҕ員長とするサステナϏリテΟ
ਪ進ҕ員会によるࢪ策のཱҊとϞχタリンά サステナϏリテΟਪ進ҕ員会の開࠵回਺ 2回（ܦӦ会ٞとಉ࣌開࠵） 年2回Ҏ上

มಈ΁のରԠީؾ ΞηνϨϯͷඇ೩ম෼໺֦େ
C02ഉ出量を�0�Ҏ上ݮ࡟できる新ガス
ਁ炭๏「ৗѹスマートਁ炭」の事業化 販ച計画୆਺の進ḿ率 ʵ 20�0年度までに100�

カーボンナノチューブの量産化・事業化 生産計画਺量の進ḿ率 �0� 202�年度までに100�

ਫૉࣾձ࣮ݱ΁ͷݙߩ ਫ素஝ѹثの拡販、新用途の開発 ਫ素༰ث年ؒ販ച計画本਺のୡ成率 121� 100�

C0�ഉग़量ݮ࡟ Ϛωδϝϯτͷ࣮ફڥ؀

C02ഉ出量を20�0年度までに2020年度比
で�0ݮ࡟� 4DoQe1ݮ࡟率（2020年度比） 15ˋ૿加 ݮ࡟��0

エίカーの導入、エίυライブのਪ進
৐用車ハイブリッυ率 �0� 100�
エίυライブਪ進の৘ใ発信（管理৬） ̍回 年̍回

省エネルギー化に向けた設備投資の実ࢪ
（低炭素エネルギーへの೩స、ଠཅޫ発電） 4DoQe2ݮ࡟率（2020年度比） ݮ࡟ˋ� ݮ࡟��0

継続的なڭڥ؀ҭの実ࢪ 率ߨҭडڭڥ؀ ʵ 100�

॥ࣾܕ؀ձ΁のݙߩ
ϦαΠΫϧ঎ࡐ

ガスリサイクルシステムの開発 ϔリウムガス、ਫ素ガスのリサイクル率 60� �0�

リサイクル原料を࢖用した製品開発 アルϛυロスから回ऩしたਫ素の品࣭基४ ਫ素・アンϞχア分཭回ऩ及ͼ
ਫ਼製にて��.����ˋਫ素を回ऩ 'CV用途基४のୡ成

άϦʔϯௐୡ バイオマス原料౳の採用・స׵ 化成品製品原料のバイオマス率 ʵ 20�0年までに10ˋ

೶業༻୸ࢎガスͷ֦ॆ 工場から分཭したC02を産業や೶業分野へ׆用 炭ࢎマスター年ؒ販ച計画୆਺のୡ成率 ��� 100�

΁のݮෛՙ௿ڥ؀
ݙߩ

΍͍͞͠੡඼ͷॆ࣮ʹڥ؀

高଱ީ性ృ料、遮熱ృ料の拡販 年ؒ販ച計画਺量のୡ成率 ��� 100�

഑ྀ型製品の拡ॆڥ؀
（ਫܥ઀ண剤、アンϞχア、新ྫྷഔガスなど） 年ؒ販ച計画਺量のୡ成率 �5 （̀ガス）

�� （̀化成品） 100�

஍Ҭࣾձ΁のݙߩ ஍Ҭ΁ͷਁಁͱ՝୊ͷղܾ
地Ҭ防ࡂにؔするܒ໤׆動 地Ҭ防ؔࡂ࿈ڭҭґཔの引きडけ率

（ফ防ہ、ফඅ先など） 100� 100�

クリーン׆動などの地Ҭݙߩ 事業所पลのఆ期的なਗ਼૟׆動 一෦事業所で݄̍回Ҏ上 全事業所で݄̍回Ҏ上

ϚςリΞリςΟ

ϚςリΞリςΟಛఆϓϩηε

高ѹガス工業άループの事業׆動、企業׆動における

重要課題をೝࣝし、サステナϏリテΟ実現に向けたऔり૊み

。策・目標を策ఆしましたࢪ

՝୊のநग़
4%GT、TC'%、社内会ٞ、他社のマテリアリテΟ౳をࢀ考に課
題をந出しました。

՝୊のॏ要度൑ఆ

ଥ౰ੑධՁ

ϚςリΞリςΟのಛఆ

ॏ఺ςーϚ・ࢦඪ౳ઃఆ

ந出した課題から、当社の企業理೦、長期Ϗδϣン、中期ܦӦ
計画とؔ࿈性が高い߲目をߜりࠐみしました。

Ӧਞによりマテリアリܦ、Ӧ会ٞ・औక໾会の౼ٞによりܦ
テΟのଥ当性を評価しました。

�つのマテリアリテΟと、औり૊みテーマを特ఆしました。

重఺テーマを中৺に֤テーマで評価ࢦ標（,1I）を設ఆし、ఆ
期的に評価を行なうことで、1%CAを回していきます。

౰ࣾに͓けるॏ要߲໨
˔ ガバナンスの強化
˔ ҆全・̓ ৺なサーϏス提供
˔ ҆ఆ供څ
˔ 多༷な人材の׆༂
˔ 人材不଍の対Ԡ

ࣾ಺の؍఺
˔ 企業理೦
˔ 長期Ϗδϣン
˔ 中期ܦӦ計画

ࣾ֎の؍఺
˔ 4%GT
˔ TC'%
˔ G3Iに基ͮくE4G৘ใ

˔ サステナϏリテΟਪ進ҕ員会でのٞ࿦
˔ ֤෦໳へのώアリンά
˔ άループ会社へのώアリンά（業຿ใࠂ会）

˔ औక໾会にてঝೝ

˔ サステナϏリテΟਪ進ҕ員会でのٞ࿦
˔ ֤෦໳でのٞ࿦
˔ テーマผに੹೚ （ऀ໾員）を決ఆし、,1I・目標を設ఆ、Ϟχタリンά
Ӧ会ٞ及ͼऔక໾会のঝೝܦ ˔

εςーΫϗϧμーにと てͬのॏ要߲໨
˔ 気ީม動への対Ԡ
˔ ॥؀型社会へのݙߩ
ݙߩへのݮෛ荷低ڥ؀ ˔
˔ C02ഉ出量ݮ࡟
˔ 地Ҭ社会へのݙߩ

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

STEP 5
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ᶗ�҆શ・̓ ৺・̓ ఆڅڙを࣮͢ݱるαϓϥΠチΣーンのڧ化
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

҆શ・҆৺な
αーϏεఏڙ

࿑ಇ҆શӴੜମ੍ͷڧԽ
҆全Ӵ生管理体制の強化と׆動の拡ॆ ҆全Ӵ生ਪ進ఆྫ会ٞの実ࢪ 12回開࠵（݄1回） 年12回開࠵（݄̍回）
リスクアセスメントの実ࢪ �日Ҏ上ٳ業がඞ要な࿑ࡂ事ނ あり なし

඼࣭؅ཧͷڧԽ
ఆ期的な品࣭管理ڭҭの実ࢪ

品࣭管理ڭҭの実ࢪ ̎回実ࢪ 年̎回実ࢪ
化成品国内ڌ఺I40�001のೝ証 ೝ証継続 ೝ証継続

品࣭管理体制の見௚し 製品不ྑ発生率（自社工場）
˞生産量ϕース

0.001ˋҎԼ（ガス）
0�

0.016 （̀化成品）

҆ఆڅڙ

෺ྲྀωοτϫʔΫͷڧԽ ഑送体制の࠷適化をؚΉ෺ྲྀ構造のվֵ ガス഑送の積載率 66� �5�

#$1ମ੍ͷڧԽ

インシデント発生࣌における従業員の҆全
確保及ͼ供څ体制のҡ持 ࢪ࿅の実܇ 一෦事業所で年1回 全事業所で年1回

継続的な#C.׆動による見௚しやվળの実ࢪ ఆྫ会ٞ開࠵ ー 年̍回
原料ௐୡの整備 化成品製品の原料のෳ਺社ߪ入 �0� 60ˋҎ上

ઃඋ૿ڧ 新工場の設ཱ、طଘ設備のリχューアルに
よる供څ体制の強化 年ؒ生産計画਺量のୡ成率（化成品製品） �0ˋఔ度 100�

ᶘ�ଟ༷なਓ材͕׆༂で͖る૊৫・෩౔のৢ成
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

ଟ༷なਓ材の׆༂

ਓΛا͔͢׆業΁

適材適所を実現する人事政策の実ࢪ 能力・適性を೺Ѳするためのఆ期໘ஊ実ࢪ 年̎回 年̎回
スΩルアップに向けた支ԉのॆ実化 資֨औ得支ԉ 資֨手当の拡ॆ 資֨手当の拡ॆ
֊૚ผ研म、管理৬マネδメント研मの
ॆ実化 ֊૚ผ・管理৬研मの実ࢪ ए年૚研म（年̍回）・

管理৬研म（年̎回）
ए年૚研म（年̍回）・
管理৬研म（年̎回）

ਓࡐɾ૊৫ͷଟ༷Խ
ঁ性の׆༂ਪ進に向けた৬場ͮくりの実現 ঁ性૯合৬ׂ合 �.�� 5�

άローバル化への対Ԡ άローバル人材の採用 ֎国人従業員採用11名
（૯਺21名 ˞内ఆऀؚΉ） ֎国人従業員૯਺25名

ै業һΤϯήʔδϝϯτͷ্޲

҆全で働きやすいڥ؀の確保 ίンプライアンス研मの実ࢪ 年̎回実ࢪ（άループ全体） 年2回

࣌ؒ֎࿑働のݮ࡟や有ٳڅՋऔ得のଅ進
�5I௒ա従業員比率 1.�ˋ 1.0ˋ
有ٳڅՋऔ得率 5�� �0�

Ωϟリアパスの໌確化 ఆ期໘ஊによる目標管理 年̎回 年̎回
人事評価のಁ໌化 評価研मの実ࢪ 管理৬研म（年̎回） 年̎回

ਓ材ෆ଍のରԠ
̙̭ͷਪਐ

柔軟な働き方への対Ԡ、働き方վֵの実現
に向けた社内インフラの整備 άループウェア導入率 �6� 100�

利ศ性の高いプラットフォームの構ங άループ会社ؒのऔ引データ入力のݮ࡟率 ʵ �0�
ITリテラシーڭҭの実ࢪ ITリテラシーڭҭडߨ率 ʵ	ڭҭ資料の回ཡを実ࢪ
 100�
෺ྲྀ効率化によるυライバーのෛ担軽ݮに
向けたIT化のਪ進

スマートデバイスを利用した
ίϛュχテΟπールの導入 ʵ 100�

Ӧܦ߁݈ 優ྑ๏人を目標にັ力ある企業をめざす߁݈ 優ྑ๏人߁݈ ਃ੥ݕ౼中、一෦事業所
にてۈ຿࣌ؒ内のېԎ ೝఆ（継続）

ᶙ�࣋ଓՄೳな஍Ҭࣾձ΁のݙߩ
ϚςリΞリςΟ ςーϚ 策ࢪ ,1I ����೥度࣮੷ ໨ඪ 4%GT໨ඪ

Ψόナンεのڧ化 αスςφϏϦςΟਪਐମ੍ͷཱ֬ 代表औక໾社長をҕ員長とするサステナϏリテΟ
ਪ進ҕ員会によるࢪ策のཱҊとϞχタリンά サステナϏリテΟਪ進ҕ員会の開࠵回਺ 2回（ܦӦ会ٞとಉ࣌開࠵） 年2回Ҏ上

มಈ΁のରԠީؾ ΞηνϨϯͷඇ೩ম෼໺֦େ
C02ഉ出量を�0�Ҏ上ݮ࡟できる新ガス
ਁ炭๏「ৗѹスマートਁ炭」の事業化 販ച計画୆਺の進ḿ率 ʵ 20�0年度までに100�

カーボンナノチューブの量産化・事業化 生産計画਺量の進ḿ率 �0� 202�年度までに100�

ਫૉࣾձ࣮ݱ΁ͷݙߩ ਫ素஝ѹثの拡販、新用途の開発 ਫ素༰ث年ؒ販ച計画本਺のୡ成率 121� 100�

C0�ഉग़量ݮ࡟ Ϛωδϝϯτͷ࣮ફڥ؀

C02ഉ出量を20�0年度までに2020年度比
で�0ݮ࡟� 4DoQe1ݮ࡟率（2020年度比） 15ˋ૿加 ݮ࡟��0

エίカーの導入、エίυライブのਪ進
৐用車ハイブリッυ率 �0� 100�
エίυライブਪ進の৘ใ発信（管理৬） ̍回 年̍回

省エネルギー化に向けた設備投資の実ࢪ
（低炭素エネルギーへの೩స、ଠཅޫ発電） 4DoQe2ݮ࡟率（2020年度比） ݮ࡟ˋ� ݮ࡟��0

継続的なڭڥ؀ҭの実ࢪ 率ߨҭडڭڥ؀ ʵ 100�

॥ࣾܕ؀ձ΁のݙߩ
ϦαΠΫϧ঎ࡐ

ガスリサイクルシステムの開発 ϔリウムガス、ਫ素ガスのリサイクル率 60� �0�

リサイクル原料を࢖用した製品開発 アルϛυロスから回ऩしたਫ素の品࣭基४ ਫ素・アンϞχア分཭回ऩ及ͼ
ਫ਼製にて��.����ˋਫ素を回ऩ 'CV用途基४のୡ成

άϦʔϯௐୡ バイオマス原料౳の採用・స׵ 化成品製品原料のバイオマス率 ʵ 20�0年までに10ˋ

೶業༻୸ࢎガスͷ֦ॆ 工場から分཭したC02を産業や೶業分野へ׆用 炭ࢎマスター年ؒ販ച計画୆਺のୡ成率 ��� 100�

΁のݮෛՙ௿ڥ؀
ݙߩ

΍͍͞͠੡඼ͷॆ࣮ʹڥ؀

高଱ީ性ృ料、遮熱ృ料の拡販 年ؒ販ച計画਺量のୡ成率 ��� 100�

഑ྀ型製品の拡ॆڥ؀
（ਫܥ઀ண剤、アンϞχア、新ྫྷഔガスなど） 年ؒ販ച計画਺量のୡ成率 �5 （̀ガス）

�� （̀化成品） 100�

஍Ҭࣾձ΁のݙߩ ஍Ҭ΁ͷਁಁͱ՝୊ͷղܾ
地Ҭ防ࡂにؔするܒ໤׆動 地Ҭ防ؔࡂ࿈ڭҭґཔの引きडけ率

（ফ防ہ、ফඅ先など） 100� 100�

クリーン׆動などの地Ҭݙߩ 事業所पลのఆ期的なਗ਼૟׆動 一෦事業所で݄̍回Ҏ上 全事業所で݄̍回Ҏ上
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தܦظӦܭը　ー�チΣンδˍチϟϨンδ�4UBHeᶘ�ー

チΣンδˍチϟϨンδ`�� チΣンδˍチϟϨンδ�4UBHeᶘ ࣍୅΁のඈ༂

ച্高 ���ԯԁ
Ӧۀརӹ ��ԯԁ
Ӧۀརӹ཰ 5���

����೥౓ʢظ��ʣ ࣮੷ ����೥౓ʢظ��ʣ ໨ඪ

ച্高 �
���ԯԁ
Ӧۀརӹ ��ԯԁ
Ӧۀརӹ཰ ����
ઓུ౤ࢿ ���ԯԁ

����೥౓	ظ��
ʙ����೥౓ʢظ��ʣ ����೥౓ʢظ��ʣʙ����೥౓ʢظ��ʣ ����೥౓ʢظ��ʣʙ

  

化・グϩーόϧ化のਪਐڧのۀࣄ಺ࠃ���
���ਓ材ҭ成・ઃඋ౤ࢿ・研究開ൃのڧ化
を௨ͨࣾ͡ձత՝୊ղܾ΁のऔ૊ۀࣄ���

ਐ化͢るۀا�ʵグϩーόϧ化΁の௅ઓʵ
����೥౓ʢظ��ʣʙ ����೥౓ʢظ��ʣ

࣍୅のඈ༂に向けͨ成長Πϝーδ

新ల開をΊ͟͢ઓུߏ૝
ー�มֵと௅ઓ�ー

ਐ化͢るۀا
ー�グϩーόϧ化΁の௅ઓ�ー

άϧʔϓا業ཧ೦ʮਓͱٕज़ͱڥ؀ͷௐ࿨ʯͷ࣮͚ͭ̏ͯ޲ʹݱͷ௕ظϏδϣϯΛ͛ܝ·ͨ͠ɻ

ங͠ɺάϩʔόϧԽΛਐΊ͍͖ͯ·͢ɻߏ൫ΛجӦܦͳݻڧ

長ظϏδϣン

औక໾会にて進ḿ確ೝを実ࢪしています。中期ܦӦ計画

̐年目の業績はガス事業及ͼ化成品事業ともに販ച਺量は

、少しましたが、価֨సՇの効果などのӦ業౒力によってݮ

ա࠷ڈ高となるച上高���ԯԁ、Ӧ業利ӹ5�ԯԁをୡ成

しました。セάメントผの利ӹでは、ガス事業はॱௐにਪҠ

しましたが、化成品事業は202�年6݄に新設したߕլ工場

のॳ期投資のӨڹにより、利ӹは૝ఆをԼ回る݁果となり

ました。

投資については、化成品の新工場設ཱ、ガス設備リχュー

アル、研究開発投資、.�A、ւ֎事業投資などを実ࢪしまし

た。ઓུ投資は֓ね計画どおり進ḿしています。一方、当ॳ予

ఆしていました༰ث製造工場のվमは計画の見௚しに伴な

い、一෦設備の入ସにཹまりました。5年目は特घガス設備

૿強や研究開発設備の投資を予ఆしています。

研究開発については、「ৗѹスマートਁ炭」の研究開発は

֓ねྃ׬し、౔Ӝ研究所内に設置した試験࿍やϢーβーの

ਁ炭࿍を࢖用した実証試験のஈ֊まで進み、自動車や建ங

機械などのϢーβーから多くの引き合いをいたͩいている

状گです。アセチレンを用いた「カーボンナノチューブ」の量

産化研究はॱௐに進んでおり、生産਺量の૿加をはかって

います。

人材ҭ成については֊૚ผ・管理৬研मをॱ次開始して

います。ガスエンδχアリンά෦においては建設業にؔする

ษ強会を開࠵し、工事にඞ要な人材確保ができるよう、積

極的に資֨औ得のバックアップを行なった݁果、202�年度

は6名が管工事管理技࢜試験（̍ڃ・̎ 。に合֨しました（ڃ

தܦظӦܭըのਐḿ
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「事業拡大」「人材ҭ成」「機能整備」「ઓུ投資」「社会ௐ࿨」を実行することでさらなる企業価஋の向上をはかっていきます。

5つの成長ઓུはந৅的なものではなく۩体的な਺஋目標、औり૊みをܝげています。特に人材ҭ成は࠷重要課題であり、

֤々の能力を࠷大ݶ発揮できるよう人事制度の発展、システム整備を進めることでスΩルアップできるͮڥ؀くりをはかります。

5つの成長ઓུ

成長ઓུ ςーϚ রϖーδࢀ

1 拡大ۀࣄ ˔ ଘ事業ͷਂ۷ط ˔ ৽঎ࡐͷ։ൃ ˔ ৽ࢢن৔ͷ։୓ ˔ 事業ͷଟ֯తల։ 事業ઓུ
［1���ʙ��］

2 ਓ材ҭ成 ˔ มԽ͢Δࣾձڥ؀΁ͷରԠ ˔ ਓΛا͔͢׆業΁ ˔ ਓࡐɾ૊৫ͷଟ༷Խ ਓࡐઓུ
［1���ʙ��］

3 ೳ੔උػ ˔ γスςϜڥ؀ͷ੔උ ˔ ൢചମ੍ͷڧԽ ˔ ੜ؅࢈ཧͷڧԽ ˔ ؅ཧମ੍ͷڧԽ ˔ ࿑ಇڥ؀ͷվળ %9ઓུ
［1���］

4 ઓུ౤ࢿ ˔ 事業֦େʹ͚ͨ޲ઃඋ౤ࢿ ˔ ৽ن事業ͷ։ൃ ˔ ઓུత̢ˍ" ຿ઓུࡒ
［1���ʙ��］

5 ࣾձௐ࿨ ˔ Ϛωδϝϯτͷ࣮ફڥ؀ ˔ ๏ྩ९कͷపఈ ˔ ಈͷਪਐ׆$43 ˔ ৬৔ن཯ͷ্޲ αスςφϏϦςΟ
［1���ʙ��］

ΨεۀࣄのςーϚ

γϦϯμʔガス
Ϗδωスͷ௥ٻ

άループの強みであるh 地Ҭにࠜざした事業基൫ のɦਪ進として、Ӧ業エリアの拡ு、新ن顧客の獲得はもちΖん
のこと、新たな市場の開拓に向けたऔり૊み౳により、地Ҭにີணした企業ブランυを構ஙしていきます。

Ӧ業ٕज़ͷཱ֬ エンδχアリンά機能の強化に向けて、建設業にかかΘる資֨औ得のਪ進と、Ӧ業担当ऀの技術スΩルの向上に向
けた人材ڭҭの強化により、工事੥ෛ体制を強化していきます。

ઃඋɾ༰؅ثཧମ੍
ͷڧԽ

設備఺ݕの有ঈ化、設備管理のAI・IoTの導入、༰ث代の適ਖ਼化、༰ثにؔするӡ用・管理ルールの制ఆ౳により、
ऩӹ力を強化していきます。

৽঎ࡐͷ։ൃ 当社の౔Ӝ研究所にて開発中の、アセチレンガスਁ炭・カーボンナノチューブや೉೩剤౳の新商材について、量
産化に向けた設備の開発に注力していきます。

ւ֎ల։ʹΑΔ
৔։୓ࢢ

ϕトナムの高ѹガス事業会社であるクリオガスへの出資をى఺として、౦ೆアδア地Ҭへの販路を開拓し、ւ֎
での販ചを強化していきます。

化成඼ۀࣄのςーϚ

઀ணࡎɾృྉ
Ϗδωスͷ௥ٻ

当社の઀ண剤であるϖガール・シアノン・ϖガロックの拡販、制ৼ材であるh サウンυプルーフ のɦ販ച展開、当社
άループのスζカフΝインのృ料・エアκールの拡販などにより、多࠼なϢーβーχーζを見据えた事業展開を行なっ
ていきます。

৽঎ࡐͷ։ൃ
೉೩製品の開発、িܸٵऩ材のϖレット化の確ཱ、新製品の開発、スζカフΝインの֎นృ装多࢓࠼上工๏であ
るh 8#アート のɦ次世代品の開発౳、工業用からՈఉ用まで国内֎のさまざまな市場χーζにԠえる製品開発に
注力していきます。

େܕઃඋ౤ࢿ
ক来の市場χーζの拡大に備え、エマルδϣン設備やシアノン設備の新設・૿設を行ない、また、当社άループの
スζカフΝインでは、自動ௐ৭システムの導入、エアκール工場の૿設౳、άループ全体における֤छ製造設備
の૿強により、૿ 産の対Ԡや#C1の強化を行なっていきます。

౦ೆΞδΞ৽ࠃڵ΁
ͷల։

ϕトナム子会社で製造する઀ண剤を、ϕトナム国内のみならͣ、タイをは͡めとしたアδア地Ҭに販ചしていきます。
また、中国での高付加価஋品の販ചを強化するために、現地販ചڌ఺の設ཱをめざしていきます。

ͦのଞۀࣄのςーϚ

*5ιϦϡʔγϣϯ事業
ͷల։

電子ϖーパーؔ࿈事業、小ن໛෺品管理システム౳のシステムؔ࿈事業、-4Iカーυؔ࿈事業、3'タάؔ࿈事業、Ӵ
੕測Ґ装置ؔ࿈事業౳、当社のITιリューシϣン事業෦がऔりѻう֤छ事業の拡大をはかっていきます。

৯඼事業ͷల։ 機能性৯品素材、ڥ؀対Ԡ型৯品添加෺の販ചに注力し、当社άループのスϛίエアーがऔりѻう৯品事業の拡大
をはかっていきます。

2�INTEGRATED REPORT 2025

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



຿ઓུࡒ

����೥度をৼΓฦͬて

຿ઓུのํ向ੑについてࡒ

202�年度は、企業ऩӹやޏ用・所得ڥ؀౳のվળによ

り、ܠ気はΏるやかな回෮基ௐにあったものの、中国ࡁܦの

先行きݒ೦౳によるւ֎ܠ気のԼৼれや、エネルギー価֨

や原材料価֨の高ࢭまりなどにより、当社άループのサプラ

イチェーンにおいてもそのӨڹは少なくないと͡ײました。

また、当社άループにおいても、֤ 事業෦における地ಓな

Ӧ業׆動の実行により૿ऩをୡ成した一方で、化成品のߕ

լ工場の׬成によるݮ価ঈ٫අの発生や、લهのߪങ市

場・販ച市場における予測Ҏ上の需څのམちࠐみがみられ

たこともӨڹし、当ॳの業績予૝に対しては૿ऩ、ݮӹの݁

果になりました。

今後も֎෦ڥ؀のม化、とりΘけ地政ֶ的リスクの高ま

当社は、資本ίストやג式を意ࣝしたܦӦの実現に向け

たऔり૊みにؔする方針をެ表し、さらなる企業価஋向上

のために、1#3の向上を目標とする30E・1E3がվળされ

るようΩϟッシュアロέーシϣンの見௚しと政策保有ג式の

。をؚΉ資本構成の適ਖ਼化にऔり૊みますݮॖ

౤ ࢿ

ݩओؐג

ΩϟογϡΞϩέʔγϣϯ

事業༻࢈ࢿ
༗Ձূ݊౳
ച٫ऩೖ

Ӧ業Ωϟογϡ
ϑϩʔ

ݩओؐג

CBTI�JO CBTI�ouU

ࢿ৽౤ߋ

੒௕౤ࢿ

研究։ൃඅ

w ҆ఆత͔ͭܧଓతͳגओؐݩΛ࣮ࢪ
w 2025೥౓͸ɺ഑౰ੑ50�0޲�Λ໨҆DOE2�5�ΛԼݶͱͯ͠
ɹ഑౰Λ࣮ࢪ༧ఆ
w ࣍ظதܦظӦܭըʹ͓͍ͯ͸ɺརӹ੒௕ʹԠ֦ͯ͡ॆΛݕ౼

ʲߋ৽౤ࢿʳ
w 「҆全・̓ ৺」確保のための継続的設備投資

ʲઓུ౤ࢿʳ
w ৽نੜ࢈ઃඋͷಋೖˠ新ن需要を見ӽした積極的な設備投資
w ৽ۀࣄنͷ։ൃˠ新たな事業確ཱへ向けた研究開発
w ઓུత.ˍAˠ積極的・ઓུ的な.ˍA
ɹɹɹɹɹ ɹˠඈ༂のためのւ֎投資

ऩӹੑͱࢿ本ޮ཰ͷվળʹண໨ͨ͠
業Ձ஋ͷاఆ͠ɺࡦ຿ઓུΛࡒ
͢·ΛΊ্͟͠޲ଓతͳܧ

औక໾
ৗ຿ࣥߦ໾һ
؅ཧຊ෦௕

஑ా Ղ߂

りによる業績へのӨڹについては৻重に備えるඞ要がある

と͡ײます。

そのなかで、今後はこれらリスクを৻重に見極めたうえで

当社άループが有する資産を有効に׆用し、ऩӹ性向上に

適化をはかっ࠷与するためのΩϟッシュアロέーシϣンのد

ていく所ଘです。

2� ,OAT46 GA4 ,OG:O $O�
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ઓུ౤ࢿについて

についてݩओؐג

当社άループのઓུ投資に対する方針౳はҎԼのとおり

です。次期中期ܦӦ計画では、より۩体的な投資ઓུをࣔ

し、ऩӹ性向上のཪ付けとなるべき৘ใの開ࣔを行なって

いきます。

Ӧのܦをݩओのօ༷への利ӹؐג、についてはݩओؐג

重要課題とҐ置付け、̓ ఆ的かつ継続的な഑当を実ࢪする

という基本方針に基ͮき、事業年度͝とのܦӦ成績、ࡒ຿状

しています（2025年度ࢪҊした഑当を実צ౳を૯合的にگ

�݄期実績で഑当性向2�ˋ）。 

2026年�݄期事業年度からは、さらなるגओؐݩの強化

と࠷適資本構成の実現に向けて、「഑当性向50�を目҆に

%0E2.5�をԼݶ」とする年ؒ഑当を実ࢪしています。

10

（ԁ） （�）

20

�0

�0

50

0

10

20

�0

50

�0

0

�0

2026.�
	予૝ð

����
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2020

202�.�2022.� 202�.�

1616 1�1�

����21.�
25.2 2�.5
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2020

௚ۙ̏೥ؒͷਪҠ
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Γͷ഑౰ۚͨ͋ג�

［ํ਑］

［੒௕౤ࢿ］

［ࢿ৽౤ߋ］

˔業༰拡大に向け、̓ ఆऩӹ基൫を強化するためのطଘ設

備への継続投資や、新たな商材・事業のபとなる製品開

発のための設備投資及ͼ研究開発を拡大
˔ऩӹ性向上をめざし、製品の高技術化・高性能化に向け

た技術開発・研究開発を強化。設備の設計・導入、生産の

省力化・省エネ化・合理化を実現すべく、生産オϖレー

シϣンの見௚しを計画

˔生産能力向上・生産効率化に向けた設備投資の拡ॆ
˔新商材開発・製品の高付加価஋化のための研究開発の

拡大
˔成長のݯઘたる人的資本への投資の拡ॆ

「̝҆全・҆৺」確保のための継続的設備投資

資本ίストは、5ʙ��ఔ度（CA1.、࢒༨利ӹϞデルにて

試ࢉ）と൑断しています。現状の30Eはגओ資本ίストをԼ

回るਫ४にあり、גओ資本ίストを上回る30Eの実現が欠

かせません。

30Eの向上に向けては、ओ力事業拡大による利ӹ成長及

ͼ資本構成の適ਖ਼化にऔり૊みます。一方、1E3の向上に

向けて、成長投資をଅ進するとともに、ক来にΘたっての持

続的な成長性に対する資本市場からの信པを得るべくג

ओ・投資Ոの方々との対࿩をॆ実させていきます。

30Eについては、2026年�݄期の予૝として6.0�Ҏ上と

し、次期中期ܦӦ計画の࠷ऴ年度（20�1年�݄期）において

は�.0�Ҏ上を目標にܝげています。
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%9ઓུ

%9 ʹΑΔ業຿࠷దԽͱҙܾࢥఆࢧԉɺ
͓ͦͯ͠٬༷ͱͷ৴པߏஙΛΊͯ͟͠ɺ

ʮ業຿Λڧ ɾ͘൑அΛૣ ɾ͘৴པΛਂ͘ʯ

؅ཧຊ෦
γεςϜ؅ཧ෦௕

൘୩ ߶உ

%9ਪਐ体੍について

՝୊とޙࠓのల開について

%9化に向けてのࢪ策とྫࣄ

当社では、お客༷への҆全・҆ఆ供څを支える体制強化

の一؀として、ܦӦ௚׋の「IT ӡӦҕ員会」を中核に据え、

製造・෺ྲྀ・Ӧ業・システムの֤෦໳が一体となって%9ઓ

ུの策ఆと実行をਪ進しています。

業຿課題のந出からシステム導入、現場ఆணにࢸるまで、

1%CAサイクルによる一貫した管理体制を構ங。これによ

り、現場ओ導の実行力とܦӦ൑断のਝ速性をཱ྆し、ม化

に強い૊৫ӡӦを実現しています。

これまで当社の%9は、ओに社内業຿の効率化を中৺に

औり૊んできました。基װシステムの࡮新やデータの一ݩ管

理、業຿プロセスの見える化といったࢪ策により、業຿の࠷

適化と൑断スピーυの向上を実現。

あΘせて、ノンίア業຿のスリム化を進めることで、社員

がίア業຿によりઐ೦できるڥ؀の整備も進行中です。一

方で、顧客との઀఺におけるデδタル׆用は、今まさに展開

を޿げているஈ֊にあります。

今後は、こうした社内中৺の%9から一า進めて、顧客へ

の提供価஋を࠷大化するフェーζへҠ行していきます。۩体

的には、औ引状گや保҆৘ใをリアルタイムで確ೝできる

8ebϙータルや、利ศ性の高いECサイトを通͡たデδタル

ίϛュχテΟの構ஙを進めていきます。これにより、「҆৺」と

「利ศ性」をཱ྆したサーϏスの提供を実現し、お客༷との

持続的な信པؔ܎の構ஙをはかります。%9のओ࣠を「業຿

の࠷適化」から「顧客体験の向上」へとҠし、デδタルによる

新たな価஋૑出にऔり૊んでいきます。

生産計画、販ച、在ݿ、഑送、༰ث管理といった業຿৘ใ

を一ݩ的にѻう基װシステムを࡮新し、άループ全体での౷

合システムを構ஙしました。これにより、業຿実ଶにଈした

柔軟な設計と、現場でのਝ速なӡ用・վमが可能となり、従

来のシステムにおけるෳࡶ化やブラックボックス化の課題

D i g i t a l T r a n s f o r m a t i o n

P l a n n i n g & O p e r a t i o
n

D i g i t a l
Co r e

O r c h e s t r a t i o n

を解ফしています。さらに、άループ౷合システムの価஋・機能

性を࠷大ݶに׆用しつつ、業຿ൣғ全体をͻとつのシステム

としてデβイχンάするデδタルίアを基൫として、リアルタイ

ムなܦӦ൑断を支ԉしています。#I（#uTJneTT InteMMJHenDe）

πールの導入により、データυリブンܦӦをਪ進し、業຿効

率化及ͼऩӹ力強化にݙߩする࢓૊みを整備しました。こ

れにより、需څௐ整及ͼ意ࢥ決ఆのਝ速化を実現し、全体

。適化をはかっています࠷
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ਓ材ઓུ

ม化͢るࣾձڥ؀΁のରԠ

՝୊とޙࠓのల開について

ਓをۀا͔͢׆΁

ਓ材・૊৫のଟ༷化

ਓ材ઓུについて

当社では、ڥ؀ม化のܹしい࣌代の中で持続的な成長を

果たしていくためには、人的資本の価஋向上が重要なܦӦ

課題であるとೝࣝしています。年ྸ・性ผ・国੶にؔΘらͣ、

多༷な人材がおޓいの人֨・ݸ性・働き方をೝめ合い、これ

までのルールや考え方にとらΘれない働き方を通͡て成長

することができるための人材ҭ成と৺理的҆全性の高い৬

場ڥ؀の整備にऔり૊んでいます。

事業を支えるࠜװは人であり、ݸの力の݁ूが૊৫力とな

ります。人材不଍がਂࠁな社会課題となっているなか、いか

に人材をूめ、ҭてていくかが、事業成長のための重要なݤ

となります。事業ڥ؀が目まぐるしくม化するなか、対Ԡすべ

き課題はࢁ積していますが、ৗに進化し続けることを೦಄に

置きながら、長期Ωϟリアܗ成を見据えたڅ与ਫ४の継続的

な引上げや人事制度の見௚しによるメリハリある評価・ॲ۰

の実現、人材ҭ成のためのڭҭ・研म制度のさらなる拡ॆ、

෱利ް生制度のॆ実化など、人的資本への積極的な投資を

実ࢪしていきます。ܦӦઓུと人材ઓུを一体化させ、ए手

からϕテラン社員まで、一人ͻとりが働きがいを高め、能力

を࠷大ݶ発揮しながら、࢓事を通͡てl自分らしく׆༂する

ことができるz૊৫ͮくりをめざしていきます。

当社άループの成長を担うのは、社員一人ͻとりであり、

ক来にΘたり社会の発展にݙߩし続けられるかどうかは、働

く社員一人ͻとりのࢤと׆力にかかっています。ݸ性を׆か

し、ݸの成長を支ԉすることは人材ઓུの࠷大の目標です。

入社後、ૣ いஈ֊から෯޿い੹೚のある業຿を担当させ、業

຿上の課題を自ら解決するܦ験を多く積Ήことで能力の向

上をଅ進させるという考えを基に0+Tによるҭ成をओ体と

していますが、それと並行しながら、৬੹にԠ͡た今の業຿

にඞ要な要素をश得するためにඞ要なさまざまな研मを実

ֶ」、し、社員のΩϟリア開発をサϙートしています。さらにࢪ

ͼ」をश׳化し、ઐ໳஌ࣝ・能力のश得を支ԉするため、資

֨手当の支څや業຿上ඞ要なओ要資֨औ得のためのิ助

ۚ制度拡ॆ、通信ڭҭ制度の導入など、従業員の意ࣝと意

ཉ向上を支ԉし、ܦӦࢪ策をਪ進するためにඞ要なスΩル

を自ओ的にֶͼ続けられる機会提供にऔり૊んでいます。

当社がٻめる人材૾は、「自らの成長をもって会社の成長

にݙߩできる人材」となります。採用׆動では、多༷な人材

ࣾһҰਓͻͱΓ͕ಇ͖͕͍Λ͡ײͳ͕Βɺ
l ࣗ෼Β͘͠׆༂͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ z
૊৫ͮ͘ΓΛΊ͟͠·͢

໾һߦࣥ
؅ཧຊ෦
૯຿ਓࣄ෦௕

େ઒ ෢ਉ

採用の可能性を޿げるべく、年ྸや性ผ、国੶といった特ఆ

のଐ性で൑断することなくެฏ・ެਖ਼に向き合うことをపఈ

しており、෯޿い૚の社員が໘઀にࢀ加することで、Ԡืऀ

一人ͻとりにஸೡに向き合い、ޓいをよく஌ることに重఺を

置きながら׆動を進めています。近年、άローバル人材の採

用も強化しており、その一؀として、ϕトナムの大ֶで開࠵

された合ಉ企業આ໌会へのࢀ加や日本ߍֶޠを通͡たઆ໌

会を開࠵しています。それらの׆動もあり、これまでに1�名

（�名の入社予ఆऀؚΉ）のϕトナム人࿑働ऀの採用にいたっ

ています。また、োがいを持たれた方が৬場に適Ԡしఆணで

きるよう、োがいの状ଶに഑ྀしたޏ用৚݅や৬場ڥ؀の

整備、またݸ々の能力にԠ͡た࢓事・৬場の提供に౒めるな

ど、継続的なޏ用のଅ進にऔり૊んでいます。
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ਓ材ઓུ

ঁ性社員が׆༂できるڥ؀を整備し、全社員が生きがいと

りを持って働ける企業となるため、2021年�݄1日からތ

2026年�݄�1日までの期ؒで、ঁ 性૯合৬のׂ合を2�から

5�にするࢫの行動計画をఆめています。（202�年度�.�ˋ）

֤෦ॺにおいてঁ性が能力を発揮できるためのͮڥ؀く

りをਪ進し、新ଔ採用や中途採用ならͼに഑置స׵を通͡

༂・ਓ材のଟ༷ੑ΁のऔΓ૊Έ׆ੑঁ

ਓ材ҭ成のऔΓ૊Έ

当社及ͼ当社άループ֤社は、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重

し、あらΏる不当なࠩผやいやがらせをഉআし、ެ ਖ਼なॲ۰

がされる৬場ڥ؀をつくります。݈ 的で҆全・効率的な働߁

きやすい৬場ڥ؀をҡ持するとともに、૬ޓに率௚なίϛュ

χέーシϣンがとれる、自༝でᮣୡな企業෩౔のৢ成に౒

めています。また、能力開発支ԉ౳により、社員が࢓事にތ

りと੹೚を持ち、ݸ性と自ओ性を発揮して業຿にऔり૊み、

ΏとりとΏたかさを実現していく׆力ある企業をめざしてい

きます。ঁ 性の׆༂ਪ進にؔしても適੾な৬場ڥ؀を整備

ঁੑͷ৬業ੜ׆ʹ͓͚Δ׆༂ͷਪਐʹ͍ͭͯ

ঁੑͷ׆༂ਪਐʹߦ͚ͨ޲ಈܭըʹ͍ͭͯ

ਓࡐͷ֬อɾҭ੒ʹ͍ͭͯ

ਓࡐҭ੒ϓϩάϥϜʹ͍ͭͯ

ࣾһΤϯήʔδϝϯτͷ্޲ͷऔΓ૊Έ

人材はサステナブルܦӦのݯઘであり、その確保・ҭ成は

重要マターの一つとೝࣝしています。採用໘で࠷Ӧ上のܦ

は従来型の新ଔ採用手続きを一新し、ม化する動向に合Θ

せて֤छπールの導入をؚめ、中途採用においてもಉ༷の

ਪ進を行なっています。ҭ成໘では、入社࣌研मのॆ実に加

え、入社5年まで֤年の֊૚ผ研मや管理৬研मの導入、

஌ࣝऔ得・スΩルアップのための資֨औ得支ԉとしての通信

成にܗ自਎がめざすΩϟリア、ݮෛ担軽ऀߨҭ制度のडڭ

向けてのఆ期的な評価や໘ஊ制度のॆ実౳のࢪ策により、

社員エンήーδメントの向上にऔり૊んでいます。

当社の企業理೦の一つである「人と技術とڥ؀のௐ࿨。ແ

の可能性に௅Ή。」を体現するために、社員の自ཱ性や自ݶ

ओ性、Ϟチϕーシϣンを高めるための人材ҭ成プロάラムを

実ࢪしています。

ए年૚向けの研मは新入社員研मを始め、入社5年目ま

でຖ年̍回のू合研मを行なっています。ૣ 期に社会人とし

ての基ૅをண実に固めることを目的に、ओ体性やڠௐ性の

向上、働いてܦ験した内༰を׆かすܦ験ֶशの理解౳、֤

当社では社員エンήーδメントの向上に向けて֤छࢪ策

にऔり૊んでいます。

入社5年目までの社員にはू合研म࣌に自਎が所ଐする

֤本෦の੹೚ऀからΩϟリアパスをࣔしています。自਎の現

状のスΩルやܦ験のୡ成度合いを೺Ѳし、今後औり૊Ή内

༰やめざすべき方向性をೝࣝすることで、日々の࢓事に対し

て意味や価஋を͡ײ、やりがいを持ってऔり૊めるようにし

ています。

、し࠵続ຬ10年とຬ25年をܴえた社員にはॕլ会を開ۈ

社員ؒのԁ׈なίϛュχέーシϣンやྑ޷な人ؒؔ܎の構

ஙにつなげています。また、ۈ຿地が全国にΘたるため、స

省のؼ、౳により自਎の実Ոから཭れることがありますがۈ

に発生するަ通අを年ؒ一ఆ回਺ิ助することで社員のࡍ

省による৺਎のリフレッシュؼ、につなげݮ的ෛ担の軽ࡁܦ

をਪ進しています。今後もさらなるࢪ策にऔり૊み社員エン

ήーδメントの向上にऔり૊んでいきます。

һ਺ۀै �6�名（લ期比102.�ˋ）

ੑผൺ உ性�6.�ˋɹɹঁ性2�.1ˋ

ฏۈۉଓ೥਺ 1�.2年

ਓ਺ࠃ֎ �名

؅ཧ৬ऀੑผ உ性��.5ˋɹɹঁ性5.5ˋ

ै業һ਺ͷׂ߹ʢ����೥�݄��೔ࡏݱʣ

ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

ଟ༷なਓ材の׆༂ ਓ材ෆ଍のରԠ

छマインυセットを行なうことで自ら成長サイクルを回すこ

とができるように支ԉしています。

管理৬૚にはຖ年テーマを設けてू合研मを実ࢪしてい

ます。૊৫の׆性化や生産性向上を目的に、社員一人ͻとり

のݸ性や能力をे分に発揮できるように支ԉしϏδϣンୡ

成に向けて導けるリーμーシップスΩルの強化を支ԉして

います。また、ίンプライアンスやハラスメントに対する意ࣝ

を向上させるための研मも適ٓ実ࢪしています。今後は目

的やଐ性にԠ͡たબൈ型の研मを展開し、さらなるҭ成に

औり૊んでいきます。

し、ঁ 性のΩϟリアアップを支ԉするため、次のように行動

計画を策ఆしています。
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Ӧܦ߁݈

ঁੑͷ׆༂ਪਐʹؔ͢Δ৘ใެදʢ����೥�݄຤ࡏݱʣ

࿑ಇऀʹ઎ΊΔ
ঁੑ࿑ಇऀͷׂ߹

ਖ਼社員 2�.6�（உঁ計�66人）

৤ୗ社員 1�.2 （̀உঁ計��人）

パート社員 100�（計5人）

༗ٳڅՋऔಘ཰ 5�.2�

உঁͷ௞ۚͷࠩҟ

ਖ਼社員࿑働ऀ ��.5ˋ

ඇਖ਼ن࿑働ऀ 6�.�ˋ

パート社員 ��.6ˋ

ਪਐ༺ޏ੶ࣾһͷࠃ֎

உੑͷҭٳࣇ業औಘ཰ΛߴΊΔऔΓ૊Έ
μΠόʔγςΟܦӦશൠ

当社άループのάローバル化のਪ進やক来的な૊৫体制

のҡ持から֎国੶社員の採用をਪ進しています。

新ଔ及ͼ中途採用において、ླཱྀ ֶ生౳を対৅とした国内

での採用׆動に加え、リクルート会社と提携しւ֎での会

社આ໌会や໘઀を実ࢪしています。

現在の֎国人入社ऀは、ओにւ֎औ引業຿、研究業຿、

技術製造業຿・管理業຿に携Θっています。

今後はさらにڥ؀整備をਪし進め、෯޿い分野で׆༂で

きるよう׆動をਪ進し、ҭ成に౒めていきます。

当社は社会ڥ؀に対ԠしたܦӦの継続をはかるため、中途

採用社員の採用を積極的に進めています。当社の現࣌఺のਖ਼社

員における中途採用社員਺は全社員の໿半਺であり、今後さら

に重要な人材として期待され、Ґ置付けられると考えています。

また、োがいऀのޏ用にؔしては、োがいのある社員が働

くことを通͡て成長できるよう、ࢪ設をؚめた৬場ڥ؀の整

備は໪࿦のこと、適性と能力をे分に考ྀし引続きब業؀

。の支ԉを行なっていきますڥ

対৅期ؒ：202�年度（202�年�݄1日から2025年�݄�1日まで）
パート࿑働ऀはਖ਼ن࿑働ऀの࿑働࣌ؒと比ֱした人員਺ࢉ׵を行なっています。

2022年のҭࣇ・հٳޢ業๏վਖ਼により、உ性のҭٳࣇ業

のऔ得ଅ進を目的としたより柔軟な社会ڥ؀の整備が進み

ҭࢀࣇ画への意ࣝが高まっています。

当社では、ҭٳࣇ業のऔ得をر๬する社員がر๬通りऔ

得できるようなڥ؀整備を進めています。管理৬に対しては

ҭٳࣇ業制度の目的と内༰、また、৬場での対Ԡ事ྫを研

मを通͡てڞ有し、ҭٳࣇ業をऔ得しやすい෩౔を高めて

います。また、社内ใで「パパのҭٳ体験ه」をܝ載すること

で当社άループ全体に「࢓事とҭࣇのཱ྆」をڞ有しさらな

当社άループでは、ఆ期݈߁਍断・特ఆ製造従事ऀݕ਍

ٛ຿付け及ͼೋ次ݕ਍ऀのड਍ק঑をపఈしています。

メンタルϔルス対策としては、ストレスチェックは๏ఆ対৅

に加え೚意に一ఆن໛の事業所でも実ࢪし৬場ڥ؀整備を

多༷なΩϟリアܗ成を支ԉしています。

また、出産・ҭ࣌ࣇのब業整備として、従来の制度ӡ用に

加えஉ性ҭٳ制度を導入し制度׆用のਪ঑とともに、より

働きやすい৬場の実現をਪし進めていきます。

μΠόーγςΟਪਐによΓɺΠノϕーγϣンをੜΈग़͠ɺՁ஋૑଄につなげͨい
当社のμイバーシテΟਪ進の現状を͝঺հいたします。ঁ 性׆༂ਪ進では、աڈにঁ性社員は΄΅事຿৬

という状ଶにありましたが、本औり૊みを通͡て、৬छస׵や採用を積極的に行なった݁果、いまではӦ業、
技術Ӧ業、研究、製造、社内4E、管理ܥ事຿৬と׆༂の෯はண実に޿がりをみせています。

োがいऀޏ用では、当社の事業׆動のなかで໾ׂを担ってڞに働いています。ڥ؀を整備し一ॹに働くな
かで、それͧれの特性によるあらたなࢹ఺や気ͮきを得ています。

֎国੶社員のޏ用ਪ進では、特にϕトナム人材の採用に注力しています。当社άループ会社がϕトナムに展開
していることも理༝の一つですが、ক来のΩϟリアをܝげ高いब業意ࣝをもって日々働いている方もいるので、
今後、リーμーとして׆༂されることを期待しています。

μイバーシテΟਪ進により、多༷な人材が׆༂できるڥ؀を整えつつありますが、課題としてۈ຿地や৬छ
にまͩภりがあることはೝࣝしています。課題は他にもありますが、それは「৳ͼしΖ」があるとଊえ、今後も
さらなる׆動をਪ進していきます。

؅ཧຊ෦
૯຿ਓࣄ෦

੉ ཅ྄ࢳ

VOICE

進めるとともに、֎෦カウンセリンά૭口を設置しています。

છ予防໘ではインフルエンβ予防઀छにؔして社員のײ

ැཆՈ଒までඅ用ෛ担しଅ進を行ない、࣬ ප予防໘でもݕ

਍・਍ྍのิ助を拡ॆし、社員の݈߁保持に౒めています。

るऔ得ଅ進をめざしています。உ性のҭٳࣇ業औ得率は年々

૿加しており、今後もऔ得をر๬する社員がر๬通りऔ得

できるようにڥ؀整備を進めていきます。
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দҪ ᠳଠ

ஊձ࠲һۀै

̦ɽࡏݱのۀ຿಺༰とɺ高ѹΨεۀ޻にର
͢るೖࣾલ・ೖࣾޙのΠϝーδについて
て͑͘ڭ ͩ͞いɻ

場での௅ઓとֶͼを௨͡てɺ஥ؒとと΋に成長͠ଓけるݱ
૊৫をΊ͟͠·͢

ಛू 2

Խ੒඼研究
ʢ౦ژ研究所ʣ

浦߳ࡓ ٢

Խ੒඼Ӧ業
ʢ本ࣾʣ

দҪ ᠳଠ

ガスӦ業
ʢӋాӦ業所ʣ

੢浦 ༏ف

ガス੡଄
ʢ๺۝भガスηϯλʔग़޲ʣ

উ໵ ޾

ཧʢ本ࣾʣܦ຿ࡒ

)PBOH 5IJ 
1IVPOH 5IBP

ɹ2020年の入社です。ガス事業本෦の製造෦໳に所ଐし޾

ており、ओにۭ気をӷ化分཭して製造するセパレートガスの

ॆరを担当しています。入社લは「ガスʹݥة෺」というҹ৅

から、৬場はピリピリとしたงғ気で、ාい先ഐ方のഎ中を

見てֶͿ世界なのかなと少し਎構えていました。しかし実ࡍ

は、上࢘や先ഐたちが「ࠔったことはないʁ」と੠をかけてくͩ

さる࿨やかな৬場であり、̓ ৺して࢓事に向き合えています。

੢Ӝɹࢲは2021年入社です。ガス事業本෦のӋాӦ業所

に所ଐしています。当社は # to # のϏδネスですので、ࢲ

のお客༷はガス販ച代理ళです。Ӧ業というと「ノルマを

௥う࢓事」と૝૾していましたが、実ࡍは਺ͩࣈけでなく、

お客༷との信པؔ܎をஙくことの΄うが大事ͩと日々͡ײ

ています。

Ӝ٢ɹಉ͡く2021年入社です。化成品事業本෦の౦ژ研

究所でॠؒ઀ண剤の研究をしています。৬場では、ए手の意

見をしっかりडけ入れてもらえるงғ気があり、業຿にલ向

きにऔり૊んでいます。研究員として、成果を出さなけれ͹

というプレッシϟーはあるものの、自分で考えて研究を進め

る力が自વと਎についていると͡ײます。

দҪɹ202�年に入社

し、化成品事業本෦で

઀ண剤のӦ業をしてい

ます。入社લは「Ӧ業は

Ϟノをചるのが࢓事」と

、っていたのに対してࢥ

現在は「Ӧ業とは考え

る࢓事」ͩ と͡ײていま

す。઀ண剤はछྨが多
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)PBOH TIJ PIVPOH TIBP

̦ɽ৬場のັྗ΍ۀا෩౔についてͲのよ͏
に͡ײてい·͢ ʁ͔·ͨɺଞ෦໳とのަྲྀ
͸い͔͕で͠ΐ͏͔ɻ

Ӝ٢ɹ౦ژ研究所はए手が多く、׆気にあ;れています。研

究テーマについてもए手が積極的に手をڍげていて、もし

かすると先ഐ社員や上࢘よりも発ݴ力を持っているのかも

しれません	স
。そのഎܠとして、上੮の方が中ݎ社員に

業຿を೚せ、その中ݎがさらにए手に研मを行なう体制が

整っているからͩとࢥいます。

দҪɹࢲは઀ண剤の販ചを担当しています。これが可能な

のは、Ӝ٢さんのような研究所の方や、工場のօさんの支

えがあるからです。ͩ からこそ、社内のؔͮ܎くりはとても

大事ͩとࢥっています。もっとも、他෦໳の方々とは、まͩ

あまり઀఺がありません。今後、ಉ͡会社の一員として、ࡶ

ஊや৯事などを通͡て他෦ॺともަྲྀをਂめたいとࢥって

います。

の৬場は製造の現場ということから、従業員ಉ࢜のࢲɹ޾

助け合いの෩౔がࠜ付いています。一人ͻとりがपғを見

ながらॆర量や࣌ؒをௐ整したり、手伝ったり、新しい࢓事

をڭえ合ったりしています。ガスボンϕのస౗防ࢭやย付け

なども人೚せにせͣ、全員が自ओ性を重ん͡ながら動いてい

ます。他෦ॺとのަྲྀは࢒೦ながらあまりないものの、入社

後の研मで工場見ֶをしたࡍ、他の࢓事を目の当たりにで

きたのはྑいܦ験でした。今後、ಉ༷の機会があるとうれし

いです。

੢ӜɹӋాӦ業所では、人ؒؔ܎がྑ޷で、どんなことでも

上࢘や先ഐに૬ஊしやすいงғ気があります。それͩけに、

上࢘や先ഐからݴΘれたことを素௚にٵऩしようとがん͹っ

ています。今どきめͣらしいのかもしれませんが、ࢲは上࢘

と信པؔ܎をਂめたいとࢥっています。͝ ൧に༠Θれるとう

れしいですし、野؍ٿઓにも一ॹに行きました。

TIBoɹࡒ຿ܦ理෦で

は、෦ॺのօさんがࢲ

のことを理解したうえ

で、業຿にऔり૊みや

すいように഑ྀしてくͩ

さいます。෦長からは

຿にؔするઐࡒ理やܦ

໳ॻをڭえてもらい、

ษ強にྭんでいるとこ

Ζです。

ɹ෦ॺؒのަྲྀについては、ϕトナム子会社との࿈携が多

いです。国はҧってもܦ理の஌ࣝや࢓૊みはおおΉねಉ͡

で、ܦӦの਺ࣈとはまさにڞ通ޠݴ。国ڥを௒えたίϛュχ

έーシϣンはڵ味ਂく、ࢲとしては得意ྖҬの一つにしたい

です。

Ӝ٢ɹ研究所ではए手やঁ性従業員も૿えています。みん

なで৯事の機会を持つなど、ίϛュχέーシϣンをָしんで

います。օさんの࿩をฉいていると、どの৬場もงғ気のྑ

さや人ؒؔ܎のྑさがڞ通しているなと͡ײます。ちなみに、

タオさんは࢓事上でのίϛュχέーシϣンでࠔっていること

などはありませんかʁ

TIBoɹおかげさまで、෦ॺ内でのίϛュχέーシϣンはྑ

です。入社してೋ年目にあたり、上࢘からはΩϟリアアップ޷

に向けたࢦ導をडけています。ྫ え͹上࢘からܦ理上の਺

をࣔされて、「これをどう評価するか、またվળがඞ要ならࣈ

͹どのように対策を͡ߨるか」といった࣭໰をされることが

あります。こうしたやりऔりを通͡て、ܦ理とは୯に計ࢉす

るͩけではなく、਺஋からਪ測や൑断をする「考える࢓事」ͩ

と͡ײています。ࢲは஌ࣝがまͩઙいので、Θからないこと

いため、対৅෺や用途にԠ͡てどの製品を提Ҋするか、͡ っ

くり考えるඞ要があります。

ɹ৬場のงғ気としては、自༝で׆気があります。本社ۈ຿

ということで、エレϕーター内で社長や෭社長と一ॹになる

こともありますが、おೋ人とも気さくに੠をかけてくͩさる

఺が当社らしいと͡ײています。

TIBoɹࢲはϕトナム出਎で、202�年に入社しました。管理

本෦のࡒ຿ܦ理෦で࢓༁入力や݄次決ࢉの΄か、຋༁やϕ

トナム子会社の૯຿、人事の࢓事を担当しています。日本は

ϕトナムとಉ͡アδアݍということもあって、とても฻らしや

すいです。また、入社લは「日本の会社ͩから࢒業が多いの

では」と৺഑していましたが、実ࡍは΄΅ຖ日ఆ࣌にୀ社で

きている状گです。
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Ӝ߳ࡓ ٢

উ໵ ޾

ஊձ࠲һۀै

TIBoɹ今後、高ѹガス工業では֎国੶の人材がどんどん૿

えていくとࢥいます。そのとき、日本国੶のօさんが、一ॹに

働くことをどうଊえるかが課題になるのではないでしΐうか。

自਎、日本で฻らすようになってから、日本人ͩけでなくࢲ

Ϥーロッパなどさまざまな国の༑ୡができました。その国の

。していますײやจ化をֶͼ、国੶の多༷性のྑさを実ޠݴ

こうした؍఺は大੾ͩと考えます。

দҪɹঁ性従業員や、タオさんのような֎国੶の方が૿え、

事をする࣌代がもう始まっています。その一方で、化࢓にڞ

成品事業本෦にはまͩঁ性の国内Ӧ業৬がいません。これ

からঁ性Ӧ業৬の方が入社され、৬場の多༷性がもっと޿

がっていくことを期待しています。

੢Ӝɹਖ਼௚なとこΖ、世代の多༷性という఺で課題がある

とࢥいます。ࢲはӦ業৬として全国సۈの可能性があるた

め、݁ ࠗがしにくいと͡ײる場໘があります。ྫ え͹、世代

が上の方の中には、෉がసۈになれ͹࠺がΩϟリアをあき

らめ、Ո଒で引っӽすのが当たりલͩと考えている人がいる

は積極的に࣭໰するようにしている一方、上࢘や先ഐは๩し

いなかでஸೡに対Ԡしてくͩさいます。

੢Ӝɹ当社では、従業員の੠をܦӦに൓өする「ܦӦٞڠ

会」をຖ年開࠵しています。ࢲは今年度の支෦のऔりまとめ

໾を担当しています。څ与や෱利ް生など、多༷な意見もू

まっており、意見が全て採用されるΘけではないものの、ࢪ

策に確実に൓өされており、こうした発表の場があるという

のはありがたいことͩなとࢥっています。これについて、օ

さんはどうࢥΘれますかʁ

ڠӦܦ」、ɹオフΟスカδュアルの෰装が導入されたのは޾

ٞ会」がきっかけですよね。この΄か、本社をٱしͿりに๚れ

ると、オフΟスのレイアウトがมΘり、ަ ྲྀスϖースが૿えて

いたのにはڻきました。ࢲが入社した当࣌はデスクがͣらり

と並ͼ、もっとݎいงғ気でした。会社が従業員の੠をฉい

て、働きやすくվળしてくれたのですね。自らのことについて

は、資֨試験のඅ用も会社ෛ担ですし、ؼ省手当も支څさ

れるようになりました。

Ӝ٢ɹؼ省手当のおかげで、࿈ٳなどはՈ଒とٳみを合Θ

せて地ݩにؼっています。そのͿん、࢓事ではがん͹Ζうと

いう気持ちになります。

TIBoɹࢲも年2回、ϕトナムにؼ省しています。ܦ理のཱ場

からすると、ؼ省手当は会社にとって大きなෛ担ではありま

すが、それͩけにࢲも働く意ཉがアップします。

দҪɹؼ省手当のॆ実はまさに人への投資の一؀ですよね。

こうしたऔり૊みなどは一従業員としてうれしい制度ͩとײ

͡ます。先ഐからは「高ѹガス工業はੲに比べてͣいͿんม

Θった」とよくฉきますし、上࢘からはࢲたちए手への期待

が強く伝Θってきます。

ɹ製造の現場につい޾

てݴえ͹、「ࣦഊしても

いいからए手にやらせ

てみよう」という࢟੎が

ఆணしています。そのഎ

には、上࢘の強力なܠ

バックアップ体制があり

ます。ࢲ自਎、入社当

ॳからガスボンϕのѻ

い方からマンπーマン

̦ɽࣾ ಺に͓けるਓ材のଟ༷ੑ΍ಇ͖΍͢͞
についてɺͲのよ͏に͑ߟてい·͢ ʁ͔

でஸೡにڭΘったܦ験があり、「高ѹガス工業はए手をしっ

かりҭてる会社」ͩ と͡ײています。

Ӝ٢ɹࢲの৬場でも、

ए手の研究を上࢘が

しっかりフォローして

います。もちΖん෦Լ

としては「 ใ࿈૬ 」を

कっている΄か、実験

で高価な試ༀを࢖うと

きは理༝をઆ໌してਃ

੥するルールなどを९

कしています。Ҏલ、研

究所の所長にฉいた࿩では、現在の社長や෭社長もए手

࣌代に上࢘からྭまされて௅ઓを続けてきたそうです。高

ѹガス工業のྑい社෩が຺々とडけ継がれているのͩとײ

͡ています。
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੢Ӝ ༏ف

দҪɹ今後、企業としての成長をめざすなかでは、研究、製

造、Ӧ業の֤෦ॺが୯ಠで動くのではなく、෦ॺを௒えたڠ

力体制が今Ҏ上にඞ要と考えます。ࢲ自਎も研究所や工場

と一ॹになって新たな価஋を生み出したいと考えます。その

ためにも໾ཱつスΩルを਎につけていきたいです。

TIBoɹࢲは、日本とϕトナムのՍけڮになりたいというࢥ

いで入社しましたので、྆ 国をサϙートできる࢓事にबけた

ことをとてもうれしくࢥっています。今後はઐ໳஌ࣝと֎国

̦ɽޙࠓのΩϟリΞΞοϓに向けͨࢥいを
てͩ͘͞いɻ͑ڭ

のは事実です。しかし、これからの࣌代において、こうした価

஋؍は通用しないのではないでしΐうか。これからの高ѹガ

ス工業の発展のためにも、従業員一人ͻとりが世代ؒギϟッ

プを意ࣝしつつ、ޓいの価஋؍のҧいに対して理解し合うべ

きではないかとࢥいます。

Ӝ٢ɹࢲについてݴえ͹、入社した当࣌、「ঁ性ͩから重い

ものをӡͿのはແ理ͩΖう」と決めつけられてչしいࢥいを

したことがあります。一方、ಉ͡ෑ地内にある౦ژ研究所と

のもとで業຿をڥ૔工場において、研究所ではྋしい؀ࠤ

行なっているのに対して、工場ではॵ熱対策がे分ではない

という課題を๊えています。ಉ͡従業員として可能なݶりྑ

への「会ٞڠӦܦ」、での業຿を実現すべきでありڥな؀޷

提ݴなどを通͡てվળすべき課題と考えます。

দҪɹ人それͧれに考え方のҧいがあるとして、一つの૊

৫の஥ؒというࢹ఺は大੾にすべきですね。ࢲは、他人に対

して先入؍や固ఆ؍೦をなるべく持たないように৺がけて

います。一人ͻとりの価஋؍をଚ重していくことで、૊৫内

の人ؒؔ܎がよりスムーζになるとࢥいます。

、の多༷性は当વ重ん͡るべきことです。一方で؍ɹ価஋޾

製造の現場では҆全に対する意ࣝが大લ提であり、ݥةが

伴なう࢓事はルールݫकであるべきです。この఺、ࢲの現場

は҆全管理をపఈしています。もっとも、ੲからのルールを

すべて९कすべきかどうかはٞ࿦の༨地があります。こうし

た఺について、新入社員のようにࢥ考が柔軟な࣌期に自分

なりに考え、発ݴし、新しいやり方を試し、ඞ要にԠ͡てվ

ળしていくことも大੾ͩとࢥいます。

のษ強に力を入れ、まͣは日本の会計、次にϕトナムの会ޠ

計、さらに੫制度をֶͼ、࠷ऴ的には国ࡍ会計までम得する

のが目標です。資֨のऔ得にもチϟレンδしていきます。

ɹ年̎回のఆ࣌໘ஊとはผに、工場長からΩϟリアアップ޾

に向けてऔり૊Ήべきことやஈऔりについて助ݴをいたͩ

いています。この໘ஊは、自分の࢓事や৬場ڥ؀について考

えるྑい機会です。今後はڭΘるཱ場からڭえるཱ場となっ

ていくことで、ة機管理や製造にඞ要な機材の管理・म理方

๏などをֶんで、現場でٻめられたࡍにすぐ౴えを出せる人

材をめざしています。目Լ、高ѹガス製造保҆੹೚ऀのߕछ

資֨のऔ得に向けてษ強中です。

੢Ӝɹお客༷とのؔ܎

構ஙにより一૚力を入

れるとともに、ಟ෺ܶ

෺औѻ੹೚ऀ の 資֨

औ得もࢹ野に入れてい

ま す。業界 の 動向 や

マーέテΟンάにも目

を向け、お客༷に対し

て積極的に提Ҋできる

Ӧ業担当へと成長して

いきたいです。

Ӝ٢ɹࢲは、ࡁܦ成長のஶしいインυや౦ೆアδア向けの

઀ண剤を開発できたらと考えています。研究のஈ֊で特ڐ

をऔ得し、高ѹガス工業の஌ࡒઓུにもݙߩできたらうれ

しいです。今回の࠲ஊ会を通͡て、֤ ෦ॺのメンバーがڞ通

したࢥいを持って業຿にྭんでいることがΘかりました。

これから先、֤ 自の࢓事場で成長を௥ٻし、いͣれまた再会

できることをָしみにしています。
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˔ ҝସม動や地政ֶリスクなどに
よる急ܹな価֨ม動

˔ 大ن໛な自વ֐ࡂ౳によるサプ
ライチェーンのࠞཚや生産能力
の大෯な低Լ

˔ 工場管理ऀや഑送担当ऀなど
૊৫体制ҡ持にඞ要な人材の
不଍

˔ 脱炭素社会に向けたιリューシϣンの提供（ৗ
ѹスマートਁ炭の普及、ਫ素やアンϞχアなど
のクリーンエネルギーの拡大）

˔ 半導体、電子産業の成長に伴なう需要拡大（高
७度ガス、特घガス）

˔ ౦ೆアδアを中৺とした新ڵ国の産業発展に伴
なう、ւ֎市場の需要૿加（クリオガス）

˔ 先端材料（CNT）の需要拡大に伴なうऩӹ機会
の拡大（CNT、アセチレン）

˔ アセチレンガスのメーカー及ͼその他産業ガスのԷച事業ऀ
として、全国֤地の販ചళとのີ઀なऔ引ؔ܎を有すること

˔ άループ販ച会社を通͡た大手から小口までの多業छのエン
υϢーβーとのऔ引ؔ܎を有すること

˔ 一ൠ的に࢖用される༰ثの製造を行なう会社をάループ内に
有し、その൚用༰ثのシェアをա半਺઎めていること

˔ ガスの供څにඞ要なトラック・タンクローリーのӡ搬を行な
う会社をάループに有し、̓ 全・҆৺・҆ఆ供څをお客༷に
担保できること

˔ ΞηνϨϯΨε
˔ ͦͷଞۀ࢈༻Ψε

˔ ҩྍ༻Ψε
˔ ಛघΨε

˔ Ψε༰ث
ࡐػɾ۩ث ˔

˔ Ψεઃඋࣄ޻
˔ Ψεڅڙઃඋ఺ۀݕ຿

ച্ߏߴ੒ൺ

����ˋ

Ψεۀࣄ

ച্ߏ੒ൺ཰

ച্ߴ

��5ԯ��ඦສԁ
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����೥度のگ֓ۀࣄ
ガス事業をऔりרくڥ؀は、మ߯、自動車、建設などの࢓

向け先において、需要回෮がಷく、さらに原材料価֨の高ಅ

が続くݫしい状گでਪҠしました。このような事業ڥ؀のな

か、当事業では長年の事業׆動によりഓΘれた強みを生か

し、シリンμーガスϏδネスの持続的な成長やऩӹのվળ

をめざし、地ҬにີணしたӦ業に౒めてきました。

ʰ༹解アセチレン はɦ、自動車、造ધ及ͼ建設・౔໦向けに

需要がݮ少し、ച上高はલ期をԼ回りました。

ʰその他工業ガス౳ はɦ、ࢎ素はಔ製࿉向けの需要૿加、

஠素は৯品向けの需要૿加、アルゴンは、ॅ ୐設備向けが

૿加しました。̡ Ｎ̜、アンϞχア及ͼフルオロカーボンは、

新ن獲得により૿加し、ച上高はલ期を上回りました。

ʰ༹઀༹断ؔ࿈機ث はɦ、設備工事の獲得や工作機械౳の

ड注が回෮し、ച上高はલ期を上回りました。

ʰ༰ث はɦ、ਫ素用長ई༰ثの新ن獲得やফՐ設備装置向

け༰ثの需要が૿加し、ച上高はલ期を上回りました。

Ψεۀࣄ

੹೚ ʢऀ໾һʣϝοηーδ
ΨεۀࣄͰ͸ۀ࢈༻ɾҩྍ༻ͷ֤छΨεΛऔΓѻͬͯ ͓Γɺ஍Ҭʹࠜ͟͠

ͨϏδωεϞσϧΛߏங͢Δ͜ͱͰɺ஍ҬࣾձͷൃలΛΊ͍ͯ͟͠·͢ɻΨ
εΛऔΓѻ͏͏͑Ͱ҆৺ɾ̓ શͷ࢟੎͸౰વͷ͜ͱɺ̓ ఆڅڙʹ౒ΊΔ͜ͱ
͸౰ࣾͷ໋࢖ͱ͓ͯ͑ߟΓɺ஍਒ͳͲͷ࣌֐ࡂʹ͓͍ͯ΋೔ຊશࠃʹΨε
ΛڅڙͰ͖Δ෺ྲྀωοτϫʔΫΛߏங͍ͯ͠·͢ɻࡏݱɺΧʔϘϯχϡʔτ
ϥϧࣾձͷ࣮͚ͨ޲ʹݱऔΓ૊Έ͕ٻΊΒΕΔͳ͔ɺ౰ࣾ͸ΞηνϨϯΨ
ε༻్ͷ৽ن։ൃɺ$O2Λ࢖༻ͨ͠೶ࢪۀ༻ɺڥ؀ෛՙͷ௿͍ਫૉɺΞϯϞ
χΞɺ৽ྫྷഔൢചͰڥ؀ෛՙͷ௿ݮʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻޙࠓ΋ٕज़ֵ৽ͱਓ
ΛΊ͟͠·͢ɻݱҭ੒Λਪਐ͢Δ͜ͱͰɺαεςφϏϦςΟͷ࣮ࡐ

औక໾
ઐ຿ࣥߦ໾һ
Ψεۀࣄຊ෦௕

৿本ɹ޹

事業෼໺

Έڧ ϦスΫ ձػ
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தܦظӦܭըのਐḿ

のల開・ํ਑についてޙࠓ

中期ܦӦ計画「チェンδˍチϟレンδ4taHeᶘ」も2025年

�݄期で�年がܦաしました。世界ࡁܦの見通しが೉しく、市

೦ݒもڹまりする原材料価֨動向のӨࢭのม化や高ڥ؀گ

されるなか、当社άループの持つ強みを生かし、目標ୡ成に

向けてऔり૊んできました。特にシリンμーガスϏδネスを

௥ٻする当社にとって、地Ҭにີணした事業展開はඞ要不

可欠なものとなっています。άループ会社をؚめたӦ業ڌ఺

や෺ྲྀの見௚し、.�Aによる販ച໢の拡ॆなど積極的な投

資を行なっており、202�年度は੢日本高ѹガスג式会社や

੢日本アセチレンג式会社、ג式会社δϣーサンが当社࿈

製造工ఔの合理化や原価の低ݮなど生産体制の再構ங

や製造設備・供څ設備の૿強、新設のための積極的な投資

を行ない、ऩӹ性・効率性の高い事業基൫を構ஙしていき

ます。また、地ҬにີணしたӦ業展開を行ない、さまざまな

産業分野͝とに࠷適なガス供څ設備の提Ҋやガスローリー

導入によるӡ送効率化など、֤ 地Ҭのજ在的なお客༷の

χーζにおԠえすることでガスの拡販を行なっていきます。

特に、ڥ؀ෛ荷の低いਫ素ガスやӷ化アンϞχア、新ྫྷഔガ

スなどクリーンエネルギーの供څ໢整備を進め、お客༷の

χーζにԠ͡たιリューシϣンの提供を行ないます。研究開

発分野につきましては、アセチレンを原料としたカーボンナ

ノチューブの量産体制の構ங、ೋࢎ化炭素のഉ出量を大෯

にݮ࡟できるৗѹスマートਁ炭の普及ଅ進など、より付加

価஋の高い製品の上市や技術開発を進めており、さまざま

なステークϗルμーのօ༷の͝理解をいたͩけるようऔり

૊んでいきます。特घガス分野につきましては、202�年݄̕

に࣎լ高ѹガスྲྀ通センターが標४ガスの国ࢦࡍ標ೝఆ事

業ऀのೝఆをऔ得してҎ߱、販ച਺量が૿加しています。さ

らなる需要の獲得を見ࠐみ、生産能力向上をࢹ野に製造設

備の૿強を行なっています。保҆強化のため、ガス供څ設備

の఺ݕと༰ثのૣ期回ऩを目的とした長期଺ཹ༰ثの有ঈ

化を引き続き行なっていきます。ւ֎展開につきましては、

事業の一૚の発展のための重要な成長課題であると考えて

います。ϕトナムにガスの製造販ചを行なう子会社を有して

おり、日本市場で஝積したノウハウを生かし、ີۓな࿈携を

はかるとともに、現地子会社をڌ఺として、౦ೆアδア地Ҭ

への販路の開拓を引き続きݕ౼していきます。

ଟ༷なχーζにԠ͑るιリューγϣンܕӦۀ

.�Aؔ࿈ʢ����೥度ʣ

ʓ੢೔本ߴѹガスࣜגձ ʢࣾ本ࣾɿ෱Ԭݝ෱Ԭࢢʣ
෱Ԭ市内に本社をおき、๺۝भや長࡚、大分、大ໂాに事業所

を構えています。高ѹガスの販ചを中৺に、ؔ ࿈機ثの提供や

保҆管理業຿を行なっています。

ʓ੢೔本ΞηνϨϯࣜגձ ʢࣾ本ࣾɿ෱Ԭݝ๺۝भࢢʣ
๺۝भ市にアセチレン製造工場を構えており、۝भ地Ҭにࠜざ

したアセチレンメーカーとしての一翼を担っています。

ʓࣜגձࣾδϣʔαϯʢຊࣾɿ৽্ׁݝӽࢢʣ
上ӽ市に産業ガスのॆర工場を保有しており、高ѹガスઐ໳商

社として地ҬにີணしたӦ

業展開を行なっています。

ガス供څ先は多ذに౉り、さまざまなχーζにԠえられる提Ҋ力がඞ要になります。またお客༷

との信པؔ܎構ஙもඞ要不可欠であります。信པؔ܎を構ஙするうえでࢲが意ࣝしていることは、

「ചる」ことよりもお客༷の課題を「解決する」ということです。その݁果継続औ引につながったり、新

、ͼはͻとしおです。当社はガスをメインに販ചしていますのでتのࡍҊ݅を೚せていたͩけたن

お客༷に対してはചるͩけではなくそれに付ਵして҆৺・҆全もお届けできるよう注力しています。

高ѹガス工業に೚せてྑかったとࢥっていたͩけるよう、今後もお客༷のχーζにԠえていきます。

݁子会社に加Θりました。

また、ここ਺年は「҆全・҆৺」を೦಄に設備・༰ث管理体

制の強化を進めており、設備఺ݕ・༰࢖ث用の有ঈ化を実

の適ਖ਼利ثしています。こうしたऔり૊みにより設備・༰ࢪ

用が進Ήͩけではなく、投資の࠷適化もはかれることから、

ऩӹ力強化にもつながっています。中期ܦӦ計画でܝげた

5つの成長ઓུを中৺に、2026年�݄期の目標਺ࣈୡ成に

向け引き続き付加価஋の高い製品やサーϏスの提供、サプ

ライチェーンの࠷適化などのऔり૊みを行なっていきます。

Ψεۀࣄຊ෦
দࢁӦۀॴ௕ ࣰ࡚ Ҹ඙
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化成඼ۀࣄ
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˔ ϖΨʔϧʢ߹੒थࢷΤϚϧδϣϯʣ
˔ γΞϊϯʢॠؒ઀ணࡎʣ

˔ ϖΨϩοΫʢػߴೳ઀ணࡎʣ
˔ α΢ϯυϓϧʔϑʢ੍ৼࡐɾিܸٵऩࡐʣ

ஙృྉݐ ˔
˔ ΤΞκʔϧ੡඼

����೥度のگ֓ۀࣄ
化成品事業をऔりרくڥ؀は、ԁ҆Өڹやナフサ価֨の上

ঢによる原材料価֨の高ಅが続くݫしい状گでਪҠしました。

このような事業ڥ؀のなか、当事業ではさらなる生産体

制の૿強のためにߕլ工場を新設し、࢓向け先への製品の

҆ఆ供څに౒めるとともに、新しい技術開発により、ڥ؀഑

ྀ型ਫ性઀ண剤や高଱ީ性ృ料などڥ؀にやさしい製品や

付加価஋の高い製品ͮくりに౒めてきました。

ʰ઀ண剤 はɦ、ϖガールはࢴ工用・ృ料用が૿加、ϕトナム

で໦工用が૿加しました。シアノンはίンシューマー用がೆ

ถ向けがݮ少しましたが、ؖ 国向けの需要が૿加、また、工

業用がυイπで需要が૿加しました。ϖガロックはԤถ向

けの需要が૿加しました。ച上高は、઀ண剤全ൠの原材料

価֨の高ಅに伴なう価֨վఆもあり、લ期を上回りました。

ʰృ料 はɦ、建ங用ృ料のށ建ృସえ需要の低໎が続くな

か、֎装用高機能品の「Ϗーζίートシリーζ」౳の高機能

製品は৳長したものの、一ൠ建ஙృ料・防ਫ用ృ料・工業

用ృ料がݮ少しました。また、エアκール製品はృ料・৯

品・防ਫスプレーが৳長しましたが、ച上高はલ期をԼ回

りました。

事業෼໺

੹೚ ʢऀ໾һʣϝοηーδ
Խ੒඼ۀࣄ͸ɺ202�೥�݄ʹߕլ޻৔Λ্ཱͪ͛ͯɺ͞ ΒͳΔੜ࢈ମ੍

ͷ૿ڧΛߦͳ͍·ͨ͠ɻࠃ಺̏޻৔ʢߕլ޻৔ɾࠤ૔޻৔ɾཽ໺޻৔ʣ͔ Β
ͷग़ՙମ੍ͷڧԽͱ੔උʹΑΓɺ͓ ٬༷΁ͷ҆ఆڅڙʹ೔ʑ౒Ί͍ͯ·͢ɻ
·ͨɺϕτφϜ޻৔Λڌ఺ͱ͠ ͨւ֎ࢢ৔Ͱͷల։΋޷ௐʹਪҠͯ͠ ͍·͢ɻ
΍͍͞͠੡඼ͮʹڥ؀ Γ͕͘Խ੒඼ۀࣄͷڧΈͰ͸͋Γ·͕͢ɺ೥ʑͱڥ؀
ෛՙ෺࣭ରࡦͷཁٻϨϕϧ͕ߴ·Δͳ͔Ͱɺ౦ڀݚژॴͰ͸ɺڥ؀഑ྀܕ
ͷࡐݪྉΛੵۃతʹऔΓೖΕͯɺదԠͨ͠੡඼վྑΛߦͳͬͯ ͍·͢ɻ·ͨɺ
͓٬༷ͷχʔζʹ߹ͬͨ৽༻్Ͱͷߴ෇ՃՁ஋඼ͷ੡඼։ൃʹ΋஫ྗ͠
͓ͯΓɺޙࠓ΋઀ணࡎɾృྉͷՄೳੑΛଟ࠼ʹ௥͖͍ͯ͠ٻ·͢ɻ

໾һߦࣥ
Խ੒඼ۀࣄຊ෦௕୅ཧ

໺ᐘ ୡ໵

˔ ҝସ૬場のม動
˔ ナフサ価֨のม動
˔ 事業全体での人材不଍
˔ 原料メーカーの事業ఫୀ
˔ ෺ྲྀඅの高ಅ

˔ ϕトナム工場をى఺としたւ֎市場のϏδネス拡大
˔ 化ֶ෺࣭のن制強化の高まりによる、ڥ؀഑ྀ型製品

の需要૿加
˔ άループ会社を通͡てのシナδー効果

˔ にやさしい製品開発ڥ؀
˔ お客༷のχーζに合ったカスタマイζ製品
˔ 国内�工場での製造・出荷体制
˔ ϕトナム子会社によるアδア地Ҭへの展開

Έڧ ϦスΫ ձػ
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தܦظӦܭըのਐḿ

のల開・ํ਑についてޙࠓ

中期ܦӦ計画に対しては、ࢴ工・ృ料分野で新製品の採

用が進んͩことと原材料高ಅなどによる販ച価֨のվఆが

与し、ച上高は計画Ҏ上にਪҠしています。Ӧ業利ӹにつد

いては、ߕլ工場の新設にؔΘるܦඅなど事業ҡ持・ӡӦ

අ用がਹみ、計画目標に対しては、ະୡになっています。ここ

਺年で大෯な原材料の高ಅやҝସม動など、計画策ఆ࣌と

઀ண剤市場においては、ڥ؀഑ྀ型の原材料を積極的に

औり入れ、生׆にີணしたࢴ工、໦工、ృ料分野にڥ؀にや

さしい製品を拡販するとともに、高付加価஋製品として自動

車向けのڥ؀഑ྀ型の೉೩性઀ண剤、弱電向けの֎෦エネ

ルギーをඞ要としない൓Ԡ型઀ண剤・低Թߗ化型઀ண剤・

次世代型のࢵ֎ઢߗ化型઀ண剤、ϔルスέア分野向けの低

性のൽෘ๓合用高機能઀ண剤などの新たな用途の製ܹࢗ

品の開発を行なっていきます。

また、ӍԻ・ৼ動を低ݮさせる効果のある制ৼ材h サウン

υプルーフ はɦշ適な生ڥ؀׆の提供を目的とし、ެ 設ࢪڞ

をは͡め、遮Ի性がٻめられる建෺向けに拡販していきま

す。ృ料市場においては、ଠཅޫを高൓ࣹする遮熱ృ料

ʰクールトップシリーζ 、ɦ建෺の長ण命化にݙߩする௒高଱

ީ性のh ウォールバリアシリーζ 、ɦ௒Ꭲਫ性のh Ϗーζίー

トシリーζ なɦどの֎装用高機能ృ料を拡販していきます。

エアκール市場においては、生産能力の拡ॆにより、多छ多

༷な用途展開を行なっていきます。ւ֎市場においては、

ϕトナム子会社をڌ఺として、当社άループ会社とのڠ業で

ϕトナムをは͡め、アδア全Ҭへの઀ண剤・ృ料のさらなる

開拓を進めていきます。

͋ΒΏる৘ใをڧΈに͠てɺ͓ ٬༷にٻΊΒΕるϝーカーӦۀをΊ͟͠·͢ɻ

高機能性֎装用上ృృ料ウォールバリアNTシリーζを2025年�݄1�日発ചしました。

ʰ΢ΥʔϧόϦΞਫੑແ5/ػ ɹɦແ機有機ハイブリットృ料

ʰ΢ΥʔϧόϦΞਫੑແ0*#�5/ػ ɹɦ防カϏ性・防૶性をプラス
˔ ಠ自のトリプルߗ化システムにより強ਟなృບをܗ成し、さらに高性能ޫ҆ఆ剤の഑合により、

ൈ܈の଱ީ性・଱ٱ性を実現。
˔ ృບ表໘のタックが少なく、࣭ߗなృບをܗ成するため、Ԛれが付ணしにくく、長期にΘたりඒ؍をҡ持する。
˔ 防カϏ性・防૶性をプラスしたh #I0 もɦラインアップし、建෺֎นを長期にΘたり微生෺Ԛછからकり、ඒ؍をҡ持する。

当社化成品事業෦がऔ引しているお客༷は໦工、ࢴ、ృ料、ゴム、電子෦品、ۚ ଐۚ෺など業界・用途

にΘたっています。そのため、お客༷への提Ҋは一ׅりにはできͣ、作業工ఔや設備をؚめたذに多ڞ

Ӧ業力・提Ҋ力が໰Θれます。また、ಉ業छの৘ใͩけでなく、全体の市گなどの৘ใもٻめられていま

す。お客༷との信པؔ܎の構ஙは不可欠であり、そのために社内の研究所・工場との࿈携もٻめられま

すが、年 ଘ品ではどうط。ですڥまれた؀ܙなく、自分から積極的に発信していきやすい܎験にؔܦྸ・

してもお客༷の製造ラインに合Θͣվྑがඞ要となったࡍは、ଈ࠲に研究員と࿈携をऔってվྑ品を׬

成させました。さらにその製品をお客༷のւ֎工場でも採用いたͩけたことはҹ৅に࢒っています。

日ࠒから自分の଍で動き、自社製品がどの༷な工ఔで࢖用されているのか現場を஌ることを意ࣝして

動いています。そうして得た自分ͩけの৘ใを強みにして、お客༷にٻめられるӦ業をめざしていきます。

は事業ڥ؀が大きくม化している状گのなか、化成品事業

としてはŊ計画の上৐せがඞ要であり、次回の新たな中期ܦ

Ӧ計画をݕ౼中です。ߕլ工場のཱち上げによりڝ合他社

にউる国内・ϕトナムڞに製造と販ച体制が整いましたの

で、今後さらなる製品拡販と利ӹ௥ٻを行ない、事業拡大に

౒めていきます。

Խ੒඼ۀࣄຊ෦
Խ੒඼Ӧۀ෦

തੜ ࢁؙ

VOICE

εζカϑΝΠン新੡඼ϥΠンΞοϓの拡ॆTOPICS
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தܦظӦܭըのਐḿ

のల開・ํ਑についてޙࠓ

਺஋目標については、計画をԼ回っている状گではありま

すが、202�年度Լ期より3'タάؔ࿈、電子ϖーパーؔ࿈

の製品܈をܝ載したサーϏスサイト	タάプロʴ.DoN
を

開設し、ネットࠂ޿などを׆用することで新ن顧客獲得をは

かり、਺஋目標ୡ成をめざしていきます。

˔ -4IカーυとӴ੕測Ґ事業については、後継機छやվഇ

の対Ԡを行ない、̓ ఆऩӹを確保します。
˔ Ӧ業及ͼ技術の効率化をはかるため、૊৫体制の見௚し

を行ないます。
˔ 新たに工場 %9 及ͼIoTに特化した事業をཱ上げ、製造

ιリューシϣン事業としてച上向上をめざします。

ͦのଞۀࣄʢITιリューγϣンۀࣄ・৯඼ۀࣄʣ

ച্ߏ੒ൺ཰

˔ -4IΧʔυʢແ઀఺ϝϞϦʔΧʔυʣ
ϖʔύʔԠ༻੡඼ࢠి ˔

˔ R'IDʢI$λάඇ઀৮௨৴૷ஔʣ
˔ GN44ʢӴ੕ଌҐγεςϜʣ

˔ ৯඼ఴՃ෺ʢҟੑԽ౶౳ʣ

����೥度のگ֓ۀࣄ
-4Iカーυؔ܎は、మಓ事業ऀの需要૿でલ期を上回る

ച上となりました。また、電子ϖーパーԠ用製品の内デΟス

プレイタάと、3'I% い製造業やҩྍ業޿の販ചは、෯܎ؔ

界に採用が決まり、લ期を大෯に上回るച上となりました。

Ӵ੕測Ґؔ܎は、一෦طଘのお客༷の上期ച上がなく、લ

期をԼ回るച上となりました。

システム及ͼその他ؔ܎は、ւ֎プラントؔ܎のιフトվ

मやফ໣品ߪ入や෦品販ചがあり、લ期を上回るച上とな

りました。

事業෼໺

ITιϦϡʔγϣϯۀࣄຊ෦௕

໦ଜ ल੒

˔ ແ઀఺̡̨ カ̞ーυから生まれた発૝能力のある技術の提供
˔ メンテナンスの少ない製品の提Ҋ
˔ మಓؔ࿈औ引でഓった信པ性の高い技術の提供、及ͼ長期供څ体制の

確ཱ
˔ ๛෋な製品ラインアップによるお客༷の多༷なχーζへの対Ԡ
˔ お客༷の要๬にԊったハーυウェア及ͼιフトウェアのカスタム対Ԡ

Έڧ

੹೚ऀϝοηーδ

ITιϦϡʔγϣϯۀࣄ͸ɺ౰ࣾɺΨεۀࣄɾԽ੒඼ۀࣄʹ͙࣍

ୈࡾͷபͱͯ͠ ൃ଍͠·ͨ͠ɻ౰͕ࣾ͛ܝΔ҆શɾ҆৺Λ࣠ʹ͓

٬༷ͷࠔΓ͝ͱΛஸೡʹฉ͖ɺࠓ·Ͱͷݧܦͱ஌ࣝΛ͔͠׆ɺൃ

૝ྗɾ૝૾ྗΛͯ͠࢖ۦɺϞϊ΍ώτʹ৘ใΛඥ͚ͮɺ৘ใͷݟ

͑ΔԽɺ෼ੳɺ׆༻͢Δ͜ͱͰɺݱ৔໨ઢʹཱͬͨ՝୊ղܾͷ࢓

૊ΈΛఏ͠ڙɺࣾ ձʹ͖͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻ

ITιリューγϣンۀࣄ ৯඼ۀࣄ

ITιリューγϣンۀࣄ
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தܦظӦܭըのਐḿ

のల開・ํ਑についてޙࠓ

̐年目で5年目ച上目標をલ౗しでୡ成しました。࠷ऴ年

度の5年目はさらなるऔ引拡大をめざします。

20�0年に�5ԯ人にୡした世界の人口は2050年に100

ԯ人になるとݴΘれています。৯品のऩ֭量૿加やඇ可৯

品からの可৯品製造に௅ઓしています。また、แ装༰ثのリ

サイクル率向上、生分解機能の強化などのऔり૊みも行なっ

ています。

スマートフォンで࢖用できるアプリέーシϣンの開発を開

始しました。まͣ、製造現場でのϖーパーレス化に໾ཱつ電

子ϖーパーを搭載した3'タάlデΟスプレイタάzの表ࣔ

ॻき׵えアプリέーシϣンを開発し、2025年度にて販ചを

開始します。
lどこでもリライトzの画໘デΟスプレイタά

����೥度のگ֓ۀࣄ
؁味や҆ఆ性付与、ೕ化、૿ ೪、品࣭վྑ౳を目的とする

ఽค及ͼఽค加工品、౶化品や৯品添加෺ެఆॻにऩ載

された৯品添加෺の販ചでച上目標をୡ成しました。

ઐ຿ࣥߦ໾һ
ʢࣜגձࣾεϛίΤΞʔ

୅දऔక໾ࣾ௕ʣ

৿ా ࿨ത

˔ άループ会社の᷂スϛίエアーが商社として展開する事業であり、確
ཱされたྲྀ通ネットϫークにより҆ఆしたΩϟッシュ・フローが見ࠐ
まれること

˔ ਅ᎜なӦ業׆動の஝積により、औ引先との確かな信པؔ܎がৢ成さ
れていること

˔ 信པؔ܎を基Ҽとして、औ引先から事業ৡ౉の対৅先としてબ͹れる
機会が高いこと

Έڧ

εϚーτϑΥンでσΟεϓϨΠλグのදࣔॻ͖͕͑׵で͖る
ΞϓリέーγϣンlͲ͜で΋リϥΠτz

TOPICS

੹೚ ʢऀ໾һʣϝοηーδ
શۀࣄʹ௨͡Δ҆৺ɾ҆શΛ৯ʹ΋͓ಧ͚͍ͯ͠·͢ɻ

ʮୄ΋Ұਓ͸͏·͔Βͣʯɻօ༷ͱ͝Ұॹʹ݈΍͔ʹ͋Γ

Ͱɺ৽ͨͳՁ஋Λ૑଄͍͖ͯ͠·͢ɻ͍ࢥ͍ͨ

৯඼ۀࣄ

ᶃίʔϯスλʔν
トウϞロίシ༝来のఽค・౶ྨを৯品業界・製ࢴ業界向けに販ച拡ॆをめざしています。

ᶄ৽ͨͳधཁͷ૑ग़
国内顧客χーζにԠえられるւ֎の৯品素材・添加෺を発۷し、新たな需要の૑出を
めざしています。

ᶅαスςφϒϧϑʔυ
ক来の備えとしてඇ可৯資ݯから持続可能な৯品原料の開発をめざしています。

ίーンスターチ

৯඼ۀࣄの͞Βなる拡大に向けてTOPICS
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研究開ൃ

ओな研究ࢪઃ

ΞηチϨンΨεのඇ೩ম෼໺での需要
˔ ΞηνϨϯガスਁ୸ʢৗѹスϚʔτਁ୸ʣ

౔Ӝ研究所内に整備した実証ガスਁ炭࿍を用いた顧客
サンプルテストを開始ʗ顧客が所有するガスਁ炭࿍を
用いた実証テストもスタート

˔ ΧʔϘϯφϊνϡʔϒʢ$/5ʣ
࿈続合成࿍を用いた量産化のݕ証ʗ半導体向け・஝電
池向け౳のχーζにԠ͡たCNTアプリέーシϣンの開発

新༰ث開ൃ
˔ ਫૉスςʔγϣϯɾਫૉൃి͚޲ਫૉ஝ѹث

大型化、メンテナンス性向上・ίスト低ݮに向けた開発
˔ ൒ಋମ༻େ༹ܕ઀༰ث

半導体業界向けの、ガスの大量ফඅ・大量༌送に適し
た大型༰ثの開発

年 と々化ֶ෺࣭ن制が強化されるなか、バイオマス原材料や再生可能

エネルギーを積極的にऔり入れてさらなるڥ؀഑ྀ型の製品開発に注

力していきます。

また、高付加価஋製品として自動車・電子材料向けのڥ؀഑ྀ型の

೉೩性઀ண剤、弱電向けの熱ݯの省エネルギー化にݙߩする൓Ԡ型઀

ண剤や低Թߗ化型઀ண剤、ॅ ୐向けのృりସえ回਺のݮ࡟ができる高

଱ީ性ృ料ならͼにϔルスέア分野向けの低ܹࢗ性のൽෘ๓合用高機

能性઀ண剤౳の新用途での製品開発を行なっていきます。

業界に先ۦけてڥ؀に഑ྀしたਫܥృ料にண目し、人と地ٿにやさし

い建ங用ృ料の研究開発に日々औり૊んでいます。

遮熱ృ料「クールトップシリーζ」や多࢓࠼上げ工๏「8#アートシリー

ζ」、長Ꭲਫつやফしృ料「Ϗーζίートシリーζ」౳の高機能製品を市場

に展開しており、今後もృ料を通͡てշ適な生ͮڥ؀׆くりにݙߩして

いきます。

Ψεのར༻ٴͼ༻్ɺஷଂにؔ͢る研究開ൃ

઀ணࡎの研究開ൃ

ృྉの研究開ൃ

カーボンχューτϥϧࣾձの࣮ݱに向けͨऔΓ૊Έ
˔ ೶業༻୸ࢎガス

分཭回ऩC02による、作෺の࠷適なޫ合成ଅ進を目的
としたC02ࢪ用システムの開発

˔ ϔϦ΢Ϝճऩ૷ஔ
テスト装置・デϞ機を用いた回ऩテストを開始

ଓܧಉʹΑΔ研究ςʔϚͷڞֶ׭࢈ ˔

౔Ӝ研究ॴ

౦ژ研究ॴ

εζカϑΝΠンʢגʣ研究開ൃຊ෦

�5 ,OAT46 GA4 ,OG:O $O�
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当研究所では、カーボンナノチューブ（Carbon Nanotube：

CNT）の研究開発に注力しています。CNTは、炭素原子のみ

で構成されたチューブ状のナノ材料であり、電気伝導性・熱伝

導性・機械的強度・軽量性を兼ね備えた次世代の先端素材で

す。当社はアセチレンを原料

とした新素材となるCNTを

事業の核となる意味をこめて

「Core-Tube®」と命名し、製

品展開を開始しました。

カーボンナノチューブ『Core-Tube®』　［ガス事業本部 土浦研究所］

次世代通信方式である5Gの普及に向けてCNTシートの

開発を行なっています。当社のCNTは紡績性を有しており、

ウエハから引き出すことで糸やシート状に加工可能です。

CNTシートは機械的強度・電気伝導性・熱伝導性に優れ、

とても薄く、柔軟に折り曲げることができます。また電磁波

を遮断する効果を持つため、通信基地やIoTデバイスの電

波干渉を防ぐ素材として期待されてい

ます。軽量で熱伝導性に優れることから

小型 IoTデバイスの放熱シートへの展

開が期待されており、現在は用途開拓と

販路拡大を並行して進行中です。

CNTの商業化を見据え、現在はパイロットプラント（実証工

場）の建設を進行中です。パイロットプラントでは、研究員が手

作業で行なっていた実験・製造作業を自動化・機械化を進め

ることで省人化・大量生産を実現する体制を整えています。

新型のCNT合成装置や自動搬送装置の導入も計画して

おり、2026年度中の稼働を目標としています。加えて、大口

顧客との提携・獲得により需要確保と市場展開を加速させ

る方針です。

AIやデータセンターの発展に伴ない、大手半導体メーカー

による半導体工場の投資が急ピッチで進められています。半

導体は微細な電気回路を持つことから僅かな静電気に対し

ても脆弱なため、その製造には静電気対策が不可欠になって

おり備品の多くに静電気を逃がすことができる導電性樹脂

が用いられています。当社ＣＮＴは従来の導電性樹脂に用い

られていたカーボンブラックなどの導電助剤より少量で樹脂

に導電性を付与し、また発塵性も低いことから、樹脂本来の

5G・IoT市場での新規開拓

量産化に向けて

AI・半導体市場での需要増

電池市場の拡大とEV・グリーン政策による需要増

高純度・高結晶・長いCNTで素材の未来をつなげる
世界のCNT 市場は、EV・AI・再生可能エネルギーといった成長分野に支

えられ、今後も継続的な拡大が予測されています。当社のCNT 技術は今後の

社会課題解決に向けた一翼を担うと考えています。アセチレンガスの国内シェ

アNo.1企業として、原料であるアセチレンの製造からCNT の出荷まで一貫

体制で管理し、CNTの可能性を社会へ届けるため、日々研究を進めています。

Ψεۀࣄຊ෦
౔Ӝڀݚॴ

小原 崇

VOICE

近年、脱炭素社会の実現に向けて、軽量・高効率な電池

材料の開発が極めて重要なテーマとなっています。CNTは

その優れた導電性からリチウムイオン電池の導電助剤とし

ての利用が進んでおり、電極の性能向上を目的として利用さ

れています。さらに大手自動車メーカーが次世代電池（全固

体電池）を搭載したEV車の市場投入を発表しており、世界

的なEV普及政策に伴ない今後さらなる電池市場の拡大が

予測されています。当社のＣＮＴは他社と比べて長いという

特徴を持ち、少量の添加で高導電性が発現します。今後電

池材料の採用をめざして積極的にアプローチしています。

性能を発揮させつつ半導体工場に適した静電気対策を行な

えます。すでに半導体工場での樹脂製品としてサンプル提供・

評価試作も進行しています。

研究成果

スマートフォンなどの
IoTデバイス

カーボンナノチューブ（フレーク）

Core-Tube®のロゴ
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研究開ൃ

2021年6 「݄2050年カーボンχュートラルに伴なうάリー

ン成長ઓུ」がએݴされ、近年、エネルギー・産業෦໳の構

造స׵や大୾な投資によるイノϕーシϣン૑出のためのऔ

り૊みが֤企業で׆発になっています。C02ݮ࡟の目標と

して、20�0年度国内のԹࣨ効果ガスഉ出量を201�年度比

で�6� 2050年度で実࣭θロをめざすものとされて、ݮ࡟

おり、当社が手ֻける熱ॲ理分野においても製造プロセス

のมֵがඞ要です。そこで当社ではアセチレンガスを࢖用

した新たなガスਁ炭๏である「ৗѹスマートਁ炭」を開発し

ました。

ৗѹスマートਁ炭は自動車෦品などのۚଐ熱ॲ理加工で

発生するC02を大෯にݮ࡟することができる新技術です。

特චすべき఺は࿍自体のऔସえが不要なことであり、طଘ

のガスਁ炭࿍にアセチレン഑管と分ੳ計の௥加設置のみで

利用できるため、ॳ期投資を཈えることができます。また、

2�࣌ؒ稼働が૝ఆされるม成࿍を用いないため電気代や

ҡ持管理ίストをಉ࣌に཈えることが可能になります。ৗѹ

スマートਁ炭は、ڥ؀ෛ荷低ݮとඅ用ॖݮのཱ྆が可能な

ιリューシϣンとして注目をूめています。

ΞηチϨンΨεを࢖༻ͨ͠Ψεਁ୸๏の開ൃ

ৗѹεϚーτਁ୸のಛ長

ৗѹεϚーτਁ୸の֓要
ਁ炭とは߯材表໘に炭素（C）をਁ入させてߗ化させる熱

ॲ理の一つでありओに自動車෦品、オートバイや建機෦品

などの଱ຎ໣性や଱ർ࿑強度をٻめる෦品に෯޿く࢖用さ

れています。しかし、従来のガスਁ炭๏ではプロパンなどを

原料として生成されたม成ガス（C0、)2など）を用いること

で多量のC02がഉ出されるという課題がありました。

当社は現状のガスਁ炭の課題（C02ഉ出）の解決๏の一つ

ΞηチϨンΨεਁ୸『ৗѹεϚーτਁ୸』　［ガス事業本部 土浦研究所］

$0�ഉग़ྔ	U�೥
 ैདྷガスਁ୸ ৗѹスϚʔτਁ୸

೩ম࣌ �5.5 0.2

ม成࿍の࢖用電力 �1.5 0

原料ガス生産 51.� 11.�

合計C02ഉ出量 12�.� 12.0

ैདྷガスਁ୸ͱৗѹスϚʔτਁ୸ͷ$0�ഉग़ྔ	U�೥
ͷൺֱ

当社試験࿍（౔Ӝ研究所） ۚଐ෦品

ϓϩύン
ؾۭ

෼ੳܭ

ै来のΨεਁ୸๏ʢϓϩύンの場߹ʣ

C�)��ʴ�ʢ���ʣʢ0��ʴ������N�
�ˠ �C0�ʴ��)��ʴ�5����N�

ਁ୸൓Ԡɿ�C0�ˠ�ʦCʧ�ʴ�C0�
೩ম൓ԠɿC0�ʴ����0��ˠ�C0�

ʢ原ྉガスʣ ʢۭؾʣ ʢੜ੒͞Εͨม੒ガスʣ

ਁ୸࿍

部ࡐ

༉૧

ث߹ࠞ

［Ұൠతͳガスਁ୸ʢओྲྀʣ］

ม੒ΨεʢҰࢎԽ୸ૉɾਫૉ


ม
੒
࿍

ΞηチϨン
஠素

෼ੳܭ

ৗѹεϚーτਁ୸๏

$2)2ͷ౤ೖͱಉ࣌ʹ$2)�ɺ$)�ɺ)2͕ੜ੒͞ΕΔ
෼ղ൓Ԡɿ C�)��ʴ�)� ˠ�C�)�
� C�)��ˠ�<C>�ʴ�C)�
� C�)��ˠ��C�ʴ�)�
ਁ୸൓Ԡɿ C�)��ˠ��<C>�ʴ�)�
೩ম൓Ԡɿ C)��ʴ��0��ˠ�C0��ʴ��)�0
� C�)��ʴ��0��ˠ��C0��ʴ��)�0
� C�)��ʴ�5��0��ˠ��C0��ʴ�)�0

ਁ୸࿍

部ࡐ

༉૧

［ΞηνϨϯਁ୸ʢ本ٕज़ʣ］

ΩϟϦΞΨε

研究成果

として、ม成࿍や高ֹなਅۭਁ炭࿍を用いることなくطଘの

ਁ炭࿍に導入するガスछをม成ガスではなく、アセチレンガ

ス及ͼ஠素ガスを採用することにより�0�Ҏ上のC02ഉ出

量ݮ࡟を実現しました。
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カーボンχューτϥϧをܝげͨਁ୸ٕज़の拡ࢄ΁
長年、ਁ 炭ॲ理のงғ気はม成ガスがओྲྀとなり現在も࢖用され続けて

います。ここに当社はג式会社日本テクノとڠ働で全く新しい、「ৗѹスマー
トਁ炭」の研究開発を行なったことで、全国のਁ炭熱ॲ理Ϣーβーに対し
て提Ҋ型の普及׆動が実ࢪできるまでになりました。

今後も本技術が෯޿く適用されることを見据え、データの஝積・分ੳを
進め、より۩体的な提Ҋができるように、引き続き研究開発を実ࢪしてい
きます。

Ψεۀࣄຊ෦
౔Ӝڀݚॴ

রࢁ ༑ొ

VOICE

またৗѹスマートਁ炭でॲ理を行なったサンプル品にؔ

しても、従来のਁ炭で得られる品࣭とଝ৭のない݁果がࣔ

されています。

加えてਁ炭࣌のॲ理৚݅をมߋすることで品࣭を҆ఆ的

に制ޚできることが໌らかになりました。従って、一ఆҎ上

の品࣭を保ちつつ、顧客の要๬に合Θせたਁ炭ॲ理のݕ౼

も可能となっています。

2015年度から現在にࢸるまで、多छ多༷な製品に対Ԡす

るための技術・ノウハウを஝積してきました。本技術を用い

て、実ࡍに顧客で࢖用されているਁ炭࿍への適用試験もス

タートしています。今後はৗѹスマートਁ炭を用いてॲ理さ

れた量産෦品の଱ٱ・性能試験をܦて、さまざまな産業分

野での採用を見ࠐんでいます。

また、国内には໿6
000୆のガスਁ炭࿍があるとされてお

り、本技術の導入により熱ॲ理分野で大෯なC02ݮ࡟にߩ

できるものと考えています。今後もこれまで஝積した研究ݙ

成果や実証࿍による஌見を基൫に、「ৗѹスマートਁ炭」で

脱炭素化にݙߩしていきます。

のల๬ৗѹεϚーτਁ୸の඼࣭ධՁޙࠓ
ม成ガスを࢖用しない「ৗѹスマートਁ炭」は、従来のガ

スਁ炭๏と比ֱしてもྑ޷な݁果がࣔされています。

課題であったਁ炭࿍に導入するアセチレンガスྲྀ量は、ガ

スの分ੳ計及ͼ自動制ޚ装置を用いることで࿍内のアセチ

レンೱ度をϞχタリンάしながらアセチレンྲྀ量をリアルタ

イムでίントロールする自動制ޚを実現しています。

ਁ炭用アセチレンボンϕ
ਁ୸ॲཧલޙͷαϯϓϧ඼

ॲ理લ

分ੳ計

ॲ理後

自動制ޚ装置
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研究開ൃ

ΨεをஷΊてӡͿثʢ͏つΘʣのແݶのՄೳੑに௅Ή
౔Ӝ研究所の設ཱҎ来、新しい高ѹガス༰ثや஝ѹثの設計・開発に携Θってき

ました。本݅は༰ثの内༰積、଱ѹ性ならͼにਗ਼ড়度を兼ね備えた೉度の高い開発

Ҋ݅であり、໿5年の݄ࡀをܦて׬成したҳ品を世に出すことができ、ୡ成ײにຬち

Ҳれています。

また、この新نに開発した༹઀プロセスは当֘༰ثのみならͣ、当社製の多くの

与できる֖વ性が高いことから、継続的に研دの༹઀工ఔの୹ॖにもثଘ༹઀༰ط

究開発を行なっていきます。

Ψεۀࣄຊ෦
౔Ӝڀݚॴ

େ੢ ୢ࿠

VOICE

近年の成長産業である半導体市場に向けた௒高७度特घ

ガスの需要が高まっています。これらのガスをஷめてӡͿ高

ѹガス༰ثについても、半導体用途のׂ合が૿加しており、

ガスの大ن໛ফඅ・大量༌送に適した大型༰ثが産業ガス

業界内でٻめられています。

当社はこの需要にԠえるべく、新型の大༰積༹઀༰ث（߯

൘を༹઀で઀合し製作する高ѹガス༰ث）の開発を行なっ

てきました。

これまでの༹઀༰ثはओにӷ化ガス（プロパンガスやアン

Ϟχアガス）などの比ֱ的ѹ力の低いガスのॆṇに用いら

れ、半導体エッチンάガス౳ѹ力の高いガスのॆṇには��-

サイζの継目なし༰ثを࢖用することがओྲྀでした。新型の

大型༹઀༰ثは20NN Ҏ上のް೑の߯൘を材料として࢖

用することで଱ѹ性を高めていますが、この߯൘の઀合には

多大な༹઀工਺・ࠪݕ工਺

を要し、製作ίストが高いこ

とが໰題఺でした。

また、൓Ԡ性の高いガスの

ॆṇに用いられるため、༰ث

内໘のਗ਼ড়度を確保するこ

とも課題の一つでした。

当社が開発した大型༹઀༰ثには、ガスをॆṇ・放出す

るためのバルブや҆全ખҎ֎に、製作࣌に༰ث内໘にアク

セスするためのフランδが備Θっており、֎໘からのみなら

ͣ内໘を༹઀することが可能です。この構造によりガスが৮

れる༰ث内໘の継目もඃ෴することができます。さらにこの

フランδの֖をऔり֎し、研ຏ剤を投入することで༰ث内໘

の研ຏが可能となります。

このように、༰ث内໘のਗ਼ড়度を製作ஈ֊から向上させ

ることが半導体製造用ガスのॆṇ༰ثとして重要なϙイン

トであり、༰ث製作や༰ث再ࠪݕの௚後からॆṇガスの७

度確保が༰қとなることが、当社が開発した大型༹઀༰ث

の大きな特長の一つです。

高ѹྗのΨεにରԠͨ͠大༹ܕ઀༰ثの開ൃ

༰ث಺໘のਗ਼ড়度の֬อ

新規༹઀ϓϩηεのূݕ
新型の൘ް20NNクラスの大型༹઀༰ثを従来の༹઀

プロセスで༹઀する場合、1૚あたりの༹ணۚଐのްさが薄

く、׬全な੝付けには合計�૚もの༹઀૚਺がඞ要となり、

また֎໘༹઀1૚目にガウδンάとݺ͹れる手作業のԼ地

ॲ理が欠かせͣ、ඇৗに手ؒのかかる工ఔでした。

この課題を解決すべく、当社はް೑߯൘の༹઀に適した新

テストを2020年から継続してݮ࡟の༹઀工๏による工਺ن

実ࢪし、合計༹઀૚਺を�૚までݮ࡟することに成ޭしました。

また、༹ ઀࣌の߯൘への入熱をίントロールすることで、༹

઀ׂれのない༰ثを҆ఆし

て製作することも可能となり、

当༰ثの༹઀工਺を໿2��

低ݮすることをୡ成し、市場

性の向上にد与しました。

半導体༻大༹ܕ઀༰ث　［ガス事業本部 土浦研究所］

半導体用大型༹઀༰ث

フランδ付き༰ثの構造

新༹ن઀機によるް൘༹઀

༰ث内໘の状ଶ

研究成果
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作෺はਫとC02とޫを利用してޫ合成を行なうことで成

長することができるため、C02は作෺にとって不可欠です。

近年、Թࣨ内で࠿ഓされる作෺のޫ合成ଅ進によるऩ量及

ͼ品࣭の向上を目的とし、作෺にC02を与える、C02ࢪ用

技術が普及しつつあります。C02を与える技術は大きく分け

て̎つあり、一つは化ੴ೩料౳をԹࣨ内で೩মしC02を発

生させる「೩ম式」、もう一つは当社がऔり૊Ή、ボンϕ・タ

ンク౳によりC02を与える「生ガス式」です。国内のC02ࢪ

用のओྲྀは、ランχンάίストが比ֱ的低いことから「೩ম

式」となっていますが、೶ྛਫ産省みどりの৯料システムઓ

ུにおいて2050年までにԹࣨにおける化ੴ೩料࢖用をθ

ロとする目標がܝげられている

ことから、今後はC02ࢪ用手ஈ

のస׵が૝ఆされます。当社が

औり૊Ή「生ガス式」は化ֶ工場

౳から放出されるC02を利用し

ているため、「೩ম式」よりも持続

可能なࢪ用手ஈとされています。

࣋ଓՄೳな೶ݱ࣮ۀ΁ɻ市場拡大͕ࠐݟ·ΕるੜΨεࣜC0ࢪ�༻
೶ྛਫ産省「Ԃܳ用ࢪ設の設置౳の状گ	3�
」によるとզが国の全Թࣨ

に઎めるC02ࢪ用装置ありのԹࣨのׂ合は5.��であり、その΄とんどが
೩ম式のࢪ用を行なっていることから、生ガス式の市場拡大༨地はඇৗに
高く、೶業用炭ࢎガスは有๬な投資先の対৅です。今後はѪ஌ݝとのڞಉ
研究により開発した技術を޿く普及させ、生産性向上とԹࣨ効果ガスݮ࡟
のཱ྆を実現するため、ᬏ進します。

Ψεۀࣄຊ෦
౔Ӝڀݚॴ

本 ᕣथਓࢁ

VOICE

作෺へC02を効率的に与えるには、作෺近๣のC02ೱ度

を制ޚするඞ要があります。当社はC02ೱ度をҡ持するため

の制ޚ機ثである「炭ࢎマスター」を開

発しました。「炭ࢎマスター」の開発で

は、国内の೶業ܗଶに合Θせて機能を

બผすることで、リーζナブルさと高性

能のཱ྆を実現することができました。

2022年の上市後ॱௐに設置୆਺を৳

͹しており、今後も継続的な需要拡大

が予૝されます。

当社は2022年度において、あいち೶業イノϕーシϣンプ

ロδェクトへԠืし、先ۦ的研究課題として採୒（Ԡื݅਺

1��݅中、先ۦ的研究課題採୒6݅）され、現在引き続きѪ

஌ݝとڞಉでプロδェクトをਪ進しています。本プロδェク

トでは、࠷先端のC02可ࢹ化カメラを用いたࢪ用C02動ଶ

の೺Ѳや、ޫ 合成測ఆثによる作෺のC02ٵऩ量測ఆ౳に

より、஌見のਂ化及ͼノウハウの஝積を行ないました。その

݁果、202�年度にはC02ࢪ用をより効率的に行なうことが

可能な新技術開発に成ޭし、Ѫ஌ݝとڞಉでの特ڐ出ئを

行ないました。本技術は国内における持続可能なC02ࢪ用

技術のスタンμーυとなる可能性をൿめており、2026年度

の上市をめざしѪ஌ݝとともに実証試験を進めています。

当社のシステムは、現在ओྲྀの೩ম式C02ࢪ用と比ֱして、作

෺へのٵऩ効率が高い、ࢪ用に伴なう化ੴ೩料೩মがないなど

の優れた఺があります。今後も引き続き、生ガス式普及に資する

৘ใ発信と、より効率的なC02ࢪ用にؔする研究開発をਪ進し

ていきます。また、持続可能な೶業の実現は、国Ո的な課題です。

生ガス༝来のC02を作෺へٵऩさせることでカーボンクレδッ

ト化されるなどの࢓૊みが整備されることを期待しています。

国内トップクラスのࢪ設Ԃܳ研究ڌ఺であるѪඤ大ֶと

のڞಉ研究により、当社システムでC02を与えた場合に、

C02を与えなかった場合と比ֱしてトマトの݄ฏۉऩ量が

2��高くなることがΘかりました。本݁果から、೶業事業体

にとって、ऩ量૿加のリターンがC02のίストを大きく上回

ることが確ೝされました。またこの他にも多くの大ֶ、企業、

地方ެڞ機ؔとのڞಉ

研究実績を有しており、

今後も産ֶ׭࿈携をਪ

進し、イノϕーシϣンの

૑出にऔり૊みます。

༺るC0�ར͢ݮෛՙを௿ڥ؀ C0�੍ޚ૷ஔʮ୸ࢎϚελーʯの開ൃ・্市

͋いͪ೶ۀΠノϕーγϣンϓϩδΣΫτ΁の࠾୒

のల開ޙࠓ

ઌ୺త研究ؔػとのڞಉ研究

೶ۀ༻୸ࢎΨε　［ガス事業本部 土浦研究所］

炭ࢎマスター

いち͝೶Ԃ

ऩྔάϥϑ

研究成果

50INTEGRATED REPORT 2025

価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

価
値
創
造
の
戦
略

価
値
創
造
の
基
盤

デ
ー
タ



ʮӦۀ・研究開ൃ・੡଄ʯݱ場࠲ஊձ

ҐҰ体によるऔΓ૊Έで͓٬༷の՝୊にରԠࡾ

Ӌੜɹ当社の化成品事業におけるӦ業・研究開発・製造の

࿈携について঺հします。ઍ༿ࠤݝ૔市にҐ置するࠤ૔工場

では、֤ छ઀ண剤の研究開発及ͼ製造を行なっています。工

場内には౦ژ研究所がซ設されており、研究開発の؍఺から

は、お客༷の要๬にଈした製品の研究開発を行ない、製造෦

໳とີۓに࿈携して試作から量産までスピーデΟにҠ行でき

る఺が強みです。加えて、ࢲは化成品のӦ業৬として౦ژ事

຿所でۈ຿していますが、お客༷から課題が上がってきたと

きなどは、ຖिのようにࠤ૔工場を๚れて、研究開発や製造

のスタッフとҊ݅について৘ใަ׵やٞڠを行なっています。

Ӧ業׆動においてお客༷から新نҊ݅やطଘ製品のվྑに

ؔするґཔをडけたࡍには、まͣは౦ژ研究所の研究開発メ

ンバーに૬ஊします。そのお客༷からの課題や要๬などを研究

所メンバーに伝え、それを基に製作した試作品やվྑ品をお客

༷に提Ҋした後、評価がྑけれ͹、スέールアップに向けて研

究開発෦໳、製造෦໳と量産に向けてௐ整を行なっています。

また、ఆ期開࠵されている「研究Ӧ業会ٞ」では、研究開発

とӦ業をަえた会ٞを開࠵しています。この場では、新製品

の研究開発Ҋ݅や製品վྑについての進ḿ状گの確ೝや課

題のڞ有をしています。会ٞにはࠤ૔工場長もࢀ加し、製造

サイυからの研究開発に向けての助ݴを行なっています。

ɹこのように、Ӧ業・研究開発・製造がࡾҐ一体となって、

お客༷の期待にԠえる׆動を展開しています。

ఱ໺ɹࢲは౦ژ研究所で઀ண剤の研究開発を手がけていま

す。Ӌ生さんからのお࿩にもあったように、お客༷の多ذに

Θたる要๬はӦ業担当を通͡て研究所メンバーにڞ有され

ることになります。そのࡍは研究開発担当としてできるݶり

໖ີにӦ業担当ऀと事実確ೝを行ない、ඞ要にԠ͡てお客

༷に௥加の確ೝをしていたͩくようおئいしています。࠷ॳ

のスタート࣌に対Ԡをؒҧえると、お客༷にݕ౼はͣれの

ものを評価いたͩく事ଶになりかねͣ、ॳ期ஈ֊でのೝࣝ

のすり合Θせを重ࢹしています。

ҏ౻ɹࢲはࠤ૔工場にて઀ண剤の製造を担当しています。

通ৗの製造業຿に加え、研究所から製造方๏や工ఔのࣔࢦ

をडけたࡍには、工場の設備で対Ԡ可能かどうかをすぐさ

ま製造෦໳として൑断し、೉しい෦分があれ͹その౎度、研

究所メンバーとӦ業෦໳に૬ஊして対Ԡを行なっています。

化ֶ൓Ԡを伴なう製品では、研究所内の試作スέールと実

஋とのࡍの製造現場での量産スέールでは、理࿦஋と実ࡍ

ؒにおけるࠩޡが出ることが多々あります。そういった఺に

ついて、ૣ いஈ֊から研究開発やӦ業の෦໳と࿩し合いな

がら対Ԡすることで、スピーデΟかつ効率的なものͮくりを

可能にしています。

ఱ໺ɹӦ業・研究開発・製造のऀࡾがうまく࿈携できてい

ることが、現在の҆ఆ製造とૣ期製品化のཱ྆につながっ

ているのͩと͡ײますね。ࢲ自਎としても、աڈにお客༷か

化成඼の研究開ൃ
ʢ౦ژ研究ॴʣ

化成඼の੡଄
ʢࠤ૔޻場ʣ

化成඼のӦۀ
ʢ౦ࣄژ຿ॴʣ

ఱ໺ ༞ีҏ౻ ߂ଠ Ӌੜ ത޾

෦໳ؒの࿈ܞをڧΈと͠てɺ高ѹΨεۀ޻Β͠͞をൃͨ͠ش
΋のͮ͘Γを௥ٻ

ಛू 3

ɺ͓ͯ͠ܞ部໳͕࿈ࡾ業ͷԽ੒඼事業Ͱ͸ɺӦ業ɾ研究։ൃɾ੡଄ͷ޻ѹガスߴ ٬༷ͷ՝୊ղܾʹॊೈʹରԠ͍ͯ͠·͢ɻ

ʹ研究所ʣژ৔ʢซઃɺ౦޻૔ࠤͷݝճɺઍ༿ࠓ ֤業຿Λ୲͏�໊͕ू͍ɺ࿈ܞͷऔΓ૊Έ΍޻෉ɺޙࠓͷ௅ઓʹ͍ͭͯޠΓ·ͨ͠ɻ
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ӋੜɹӦ業としては、ٻめられる特性について研究開発෦

໳と૬ஊを重ねることで、お客༷のχーζにԊったطଘ品の

提Ҋや、社会からٻめられているڥ؀対Ԡ型製品の提Ҋに

ついてもスピーデΟに行なえることが強みと考えています。

ਫܥの樹脂を製造・販ചしているなかで、༹ 剤ܥからの੾り

ସえ、いΘΏる脱༹剤の動きがあります。また、൓Ԡ型の઀

ண剤をѻっていることから、加熱࿍の工ఔを省きたいという

ような͝要๬に対して、Ӧ業・研究開発・製造が࿈携して提

Ҋを進めているとこΖです。

ఱ໺ɹڥ؀対Ԡ型製品としてਫܥへの੾りସえが޷ましい

一方で、༹ 剤ܥの方がס૩性に෋んでいるなど、઀ண剤の特

性はそれͧれҟなります。どちらをબ୒すべきかといったݕ

౼を行なううえでも、Ӧ業・研究開発・製造のऀࡾがٞ࿦す

ることが欠かせません。

ҏ౻ɹڥ؀໰題への対Ԡとともに、̓ 全性の໘から原料に

ؚまれる発がん性෺࣭などを཈えるऔり૊みも見逃せませ

ん。製品として࢓上げるաఔで、有֐෺࣭のؚ有量をݮらす

対Ԡがٻめられています。この఺、研究所の方で事લにௐࠪ

して、どのఔ度の਺஋であれ͹҆全なのかといった見極めを

行なったうえで、基४にԠ͡て原材料のมߋなどを൑断す

るといったऔり૊みが進んでいます。製造担当として҆৺し

てものͮくりにऔり૊めます。

Ӌੜɹ今後、脱༹剤の動きなど、ڥ؀対Ԡへのχーζがます

ます૿えていきます。お客༷の৘ใをいちૣくΩϟッチし、

らいたͩいたテーマに基ͮき研究開発を進めるࡍ、当ॳは

新製品として開発していたものの、そのաఔで特性がطଘ

品にࣅてきたことから、Ӧ業・研究開発・製造のऀࡾで໖ີ

にٞڠを重ねた݁果、طଘ品の࠷ऴ工ఔをมߋすることで、

୹期ؒでお客༷の要๬にԠえることができたといった事ྫ

もありました。Կでも新製品を開発するのがよいΘけではな

く、製造෦໳やӦ業෦໳の方との࿈携によって、お客༷の多

༷なχーζに合った製品をスピーデΟに提供することができ

るのがࠤ૔工場の強みです。

ҏ౻ɹ製造෦໳としても、おおよそのϕースができているط

ଘ品をվྑするܗであれ͹、׳れた工ఔで対ॲすることが

できます。それでいて、お客༷のχーζに合った性能や特徴

が備Θっていれ͹、ཱ ೿な新نの研究開発です。こうした技

を܁り出せるのは研究開発と製造がྡ઀していて人的なަ

ྲྀが੝んͩからです。

研究開発や製造とڞ有することで、新たなϏδネスにつな

げていきたいですね。また、ڝ૪がܹしいなかで、大手メー

カーでは対Ԡが೉しいようなҊ݅に小回りを利かせて柔軟

にԠえていくことが大事ͩと考えます。Ӧ業・研究開発・製

造のऀࡾの࿈携をさらに強化して、お客༷にஸೡに提Ҋし

ていきたいです。

ҏ౻ɹࠤ૔工場や౦ژ研究所はएい世代の従業員が૿え

て、׆気のある৬場となっています。今後、૊৫ؒのつなが

りをさらに意ࣝしながら、品࣭の高い製品ͮくりに注力して

いきます。また、生産効率の向上に向けて、新しい設備の導

入や工ఔのվળ、業຿のマχュアル化にऔり૊んでいきたい

と考えています。

ఱ໺ɹ日本国内の市場が成ख़しているなかで、従来のお客

༷の現在のχーζに対する製品開発や製品վྑͩけでは事

業の成長を๬みにくい状گにあります。今後もお客༷の੠

にԠえる製品開発は大੾である一方、さらなる成長につな

げていくには、౦ژ研究所として新たなテーマに基ͮく基ૅ

研究にண手することもඞ要ではないかと͡ײています。こう

した新たなऔり૊みが始まったࡍは、現在とಉ༷にӦ業・研

究開発・製造が課題をڞ有しながら、化成品事業として今ま

でにない新製品を生み出していきたいです。

Ӌੜɹఱ野さんのݴうとおり、新たな価஋の૑出に向けて、

Ӧ業としてもਚ力していきます。当社の強みは小回りの利く

対Ԡ。Ϗδネスチϟンスを見つけて、柔軟に対Ԡしていくこ

とが大੾ͩとࢥっています。これまで、研究開発とӦ業が一

ॹにお客༷のもとへ଍をӡͼ、現場の੠をฉきながら製品

開発につなげてきた఺も当社の化成品事業らしさͩと͡ײ

ています。こうした特長を׆かして、Ӧ業・研究開発・製造

のऀࡾが力を合Θせて、௅ઓしていきたいです。

ҏ౻ɹ製造の現場としては、これまでお客༷の目ઢに合Θ

せたものͮくりを௥ٻしてきました。ྫ え͹、化成品の荷࢟

にؔして、お客༷の用途にԠ͡て、υラム؈やϖール؈、一

など多༷な荷࢟での出荷に対Ԡしてきました。また、在؈ే

きないようにৗに意ࣝした製造を৺がけているى੾れがݿ

のはもちΖんのこと、そのために、原材料の確保の࢓方につ

いてӦ業担当とٞڠしながら対Ԡしています。ࢲとしても、

新たなものͮくりに向けて研究開発、Ӧ業のメンバーととも

にڠ力ଶ੎をさらに強化していきます。

ର策なͲࣾձ՝୊にԠ͑る΋のͮڥ؀ Γ͘を௥ٻ

࣌୅のม化をଊ͑ɺ新ͨなՁ஋の૑ग़΁
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Ձ஋Λ૑଄͠ଓ͚Δا業άϧʔϓ΁

αεςナϏリςΟ

ࣾձత՝୊のղܾ
ݮෛՙͷ௿ڥ؀ ˔
˔ ҆શɾ̓ ৺ͳࣾձͷߏங
˔ ੜڥ؀׆ͷվળ

൫جӦܦ・ಈ׆ۀࣄ
˔ ஍Ҭʹີணͨ͠׆ۀࣄಈͷਪਐ
ͳαϓϥΠνΣʔϯݻڧ ˔
༺഑ྀͨ͠৽ʹڥ؀ ˔ ɾ్
   ঎඼ͷల։
˔ ଟ༷ͳਓ׆͕ࡐ༂Ͱ͖Δ૊৫ɾ
   ෩౔

Ձ஋の向্ۀا
ຊの拡ॆࢿӦܦ

˔ ࣋ଓՄೳͳࣾձΛ࣮͢ݱΔ
   Πϯϑϥͮ͘Γ
഑ྀͨ͠੡඼։ʹڥ؀ ˔ ɾൃ
   ੜ࢈ମ੍ͷਪਐ
˔ ଟ༷ͳਓࡐͷޏ༻ମ੍ͷ࣮ݱ

ਓとٕज़とڥ؀のௐ࿨

αεςナϏリςΟ΁のऔΓ૊Έ

�ͭͷςʔϚh Ϛωδϝϯτͷ࣮ફڥ؀ ɺɦh ๏ྩ९कͷపఈ ɺɦh $4R׆ಈͷਪਐ ɺɦh ৬৔ن཯ͷ্޲ Λɦ͍ͯ͛ܝ·͢ɻ
͜ΕΒ͸ɺ౰ࣾάϧʔϓ͕ɺࣾ һɾגओɾऔҾઌΛଚॏ͠ɺ஍Ҭࣾձͱͷௐ࿨ɺڥ؀ͷվળΛਪਐ͢Δ͜ͱʹΑΓɺا
ͱີ઀ʹ͔͔ΘΓΛ࣋ͭεςʔΫϗϧμʔͷօ༷ͱɺ݈ۀ શͰྑ޷ͳؔ܎Λங͍͍ͯͨ͘ΊͷऔΓ૊ΈͱͳΓ·͢ɻ
·ͨɺ౰ࣾάϧʔϓ͸ɺh ௕ظϏδϣϯʱʹ ࣔ͢ͱ͓Γɺ࣋ ଓՄೳͳࣾձͷ࣮͚ͯ޲ʹݱɺۀࣄΛ௨ͯࣾ͡ձతͳ՝୊ͷ
ղܾʹऔΓ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ

ࣾձௐ࿨

Ϛωδϝϯτͷ࣮ફڥ؀ $43 ಈͷਪਐ׆

৬৔ن཯ͷ্޲

๏ྩ९कͷపఈ

に向けたऔり૊みとして、工場におけるड電ݮෛ荷低ڥ؀

設備のߋ新、C02ഉ出܎਺の低いエネルギーへのస׵、省

エネ化・省力化に資する製造設備のߋ新౳を進めています。

また、省エネ化・省資ݯ化の実現に向けたトップμウンによ

る৘ใ発信により、άループ全社の意ࣝ向上に౒めています。

当社άループは、持続的なޏ用の確保及ͼ҆ఆしたೲ੫

により、社会に価஋をもたらす企業としての社会的੹೚を果

たしていきます。

さらに、産業の発展及ͼ地ڥ؀ٿの保全にد与する製品

開発・サーϏス提供の実現に向け、企業資本を׆用した積極

的な投資により、持続的な企業成長と社会とのڞଘ・ڞӫを

めざしていきます。

҆全で働きやすいڥ؀の確保と、社内نఆの整備やप஌・

、産でありࡒҭを行なっていきます。社員は、会社の大੾なڭ

企業άループをऔりרくؔ܎๏ྩについては、適࣌適੾

な৘ใऩू及ͼ৘ใ発信ならͼにάループ全社の໾৬員に

対する継続的かつ൓෮的なίンプライアンス研म、ษ強会

౳を通͡て、その体制強化に౒めています。

当社άループは、社会的課題への積極的な対ԠがܦӦ上の重要課題とೝࣝし、全社的なサステナϏリテΟの

औり૊みをਪ進することにより、中長期的な企業価஋向上につなげていきます。
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αεςナϏリςΟの࣮ݱに向けͨऔΓ૊Έ

औక໾ձ

αスςφϏϦςΟਪਐҕһձ

෦໳ɾάϧʔϓձࣾۀࣄ֤

ҕһ௕ɹ୅දऔక໾ࣾ௕

Ӧձٞܦ

多༷化する社会課題に対Ԡする体制として、サステナϏリ

テΟਪ進ҕ員会を設置しました。

サステナϏリテΟਪ進ҕ員会は、代表औక໾社長をҕ員

長とする૊৫ԣ断的な体制とし、当社の持続可能性にؔΘ

るリスク・機会の分ੳやऔり૊みのཱҊ・ਪ進、サステナϏ

リテΟにؔ࿈した事業ઓུの進ḿ管理、行動ࢦ針౳のӡ用

状گと有効性のϞχタリンάを行ない、ҕ員会でऔりѻう

テーマをܦӦ会ٞにて৹ٞしऔక໾会にใࠂします。

当社及ͼ当社άループに発生することが૝ఆされるリス

クのࢹ؂及ͼ౷ׅは、औక໾会及ͼࣥ行໾員を中৺に構成

するܦӦ会ٞが行なうものとし、サステナϏリテΟਪ進ҕ員

会はඞ要な࿈携を行ないます。

Ψόナンε体੍・リεΫ؅ཧ体੍

当社άループは、当社の企業理೦である「人と技術とڥ؀

のௐ࿨」の実現をܝげ、社会的課題への積極的なऔり૊みが

̓・Ӧ上の重要課題とೝࣝし、「҆全ܦ ৺」を೦಄に置いた全

社的なサステナϏリテΟへの持続的なऔり૊みをਪ進するこ

とにより、中長期的な企業価஋向上につなげていきます。

Ψόナンε・リεΫ؅ཧ体੍の拡ॆ
代表औక໾社長をҕ員長とする「サステナϏリテΟਪ進ҕ

員会」を設置し、4%GT・気ީม動౳にؔする対策をཱҊ、ਪ進
มಈ΁のऔΓ૊Έީؾ
˔ θロカーボン世界のためのਫ素஝ѹثの開発と拡販
˔ ガスのඇ೩ম分野への௅ઓ（アセチレンガスਁ炭、カーボ

ンナノチューブ、೉೩剤౳）
˔ 低炭素ܥガスの供څ体制構ங（アンϞχア、次世代ྫྷഔガス౳）

ಈ࣮੷׆
˔ ϚςϦΞϦςΟͷಛఆٴͼ؅ཧ
˔ T$'Dͷݱঢ়෼ੳɾධՁ
˔ G)Gഉग़ྔͷϞχλϦϯά
˔ Ոͱͷର࿩ͷଅਐࢿओɾ౤ג

˔ 全社的な省電力へのऔり૊み（ଠཅޫ発電設備の導入、事
業場の-E%化౳）

˔ ෺ྲྀ・車྆の対Ԡ（エίυライブのਪ進、ハイブリッυ車へ
のస׵、EV化のݕ౼）

˔ 製造設備のߋ新（省電力化設備の導入ݕ౼）
に΍͞͠い੡඼΁のऔΓ૊Έڥ؀
഑ྀ型製品の開発・拡販（ਫ性化製品、遮熱ృ料、高ڥ؀ ˔

଱ީ性ృ料、制ৼ性製品౳）
஍Ҭࣾձ΁のऔΓ૊Έ
˔ 地Ҭີண企業として、֤ 地の防ٞڠࡂ会にて׆動
ਓ材΁のऔΓ૊Έ
与ਫ४の引上げڅ ˔ ҭ・研म制度の拡ॆڭ、 、෱利ް生制

度のॆ実化 、スΩルアップに向けた支ԉの拡ॆ

会社の持続的な成長に欠かせないଘ在となります。そのよう

な社員の҆全・݈߁の確保、෱ࢱの向上に向けて、働き方վ

ֵをは͡めとする࿑働ڥ؀のվળ、̓ 全性やن཯の確保、๏

վਖ਼への対Ԡをؚめたڥ؀整備のపఈを行なっていきます。

また、࿑働ؔ܎๏ྩやब業نଇをは͡め、人事・ޏ用にؔす

る社内نఔやن཯の९कに向けた、ίンプライアンスڭҭ

のపఈにより、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重し、̓ 全でշ適な、

働きやすい৬場ڥ؀をつくりあげ、社員のΏとりとΏたか

さを実現していく、׆力のある企業άループをめざしてい

きます。
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ڥ؀

Ϛωδϝンτのਪਐڥ؀

มಈ΁のରԠީؾ

ͷมԽ͕౰ࣾάϧʔڥ؀ٿมಈΛ͸͡Ίͱ͢Δ஍ީؾ

ϓͷ׆ۀࣄಈʹ༩͑͏ΔӨڹʹ͍ͭͯ͸ɺԹஆԽʹ൐ͳ

͏෺ཧతӨٴڹͼࣾձ੓ࡦͷస׵Մೳੑʹ͍ͭͯͷ౰ࣾ

༧ଌʹ͖ͮجɺϦεΫɾػձͷ྆໘͔Βݕ౼Λߦͳ͓ͬͯ

Γɺ͜ ΕΒʹରͯ͠͸ܧۀاଓͷલఏͱͳΔऩӹج൫ͷ

֬อͷͨΊద੾ʹରॲ͍͖ͯ͠·͢ɻ

気ީม動については、当社の代表औక໾社長をҕ員長と

するܦӦ会ٞメンバーで構成されるサステナϏリテΟਪ進

ҕ員会において、֤ ҕ員のઐ໳ྖҬ・担当ྖҬにؔする஌

見を݁ूし、気ީม動による事業׆動にかかるリスクの評

価、ࢪ策のཱҊ・実行により、άループ全社におけるリスク

マネδメントの૯੹೚෦໳として機能しています。

Թஆ化の進行に伴なう熱中঱リスク、෩ਫ֐その他の自

વ֐ࡂによるૢ業ఀࢭ౳リスクに対しては、#C1や҆全Ӵ

生対策の継続的な見௚し・վળにより、ສ全な事業体制を

整備していきます。

また、脱炭素社会の౸来・進展に伴なうੴ化༝来原料の

ௐୡίストの૿加リスク、ੴ化༝来製品にかかる販ചチϟネ

ルのॖ小リスクに対しては、࢖用原料・ௐୡ方๏の見௚し౳

によりサプライチェーンの࠷適化を進めていきます。

当社άループのガス事業、化成品事業がऔりѻう商材は、

工業・建ங・ҩྍ・೶業౳のさまざまな産業分野において

、分野にؔする顧客需要に対してもڥ؀。用されています࢖

製品の技術力、研究開発力を࢖ۦすることにより、さまざま

な֯度からのιリューシϣンを提供し、産業界のཪ方として

地ڥ؀ٿの保全にݙߩしていきます。

C02ഉ出量については、20�0年度までに2020年度比で

�0ˋఔ度ݮ࡟することを目標に、௚઀ഉ出ݮ࡟に向けたऔ

り૊みとして製造工ఔでの低炭素೩料へのస׵、製造設備

のߋ新、フォークリフトの電動化、社用車のハイブリッυ化

౳を計画・ਪ進し、ؒ ઀ഉ出ݮ࡟に向けたऔり૊みとして事

業場の-E%化や機ؔ製造ڌ఺へのଠཅޫパネルの設置౳

を計画・ਪ進しています。

ʮਓͱٕज़ͱڥ؀ͷௐ࿨ʯͷ࣮͚ͯ޲ʹݱ

ガόφϯス

ϦスΫ

ઓུ

ඪɾ໨ඪࢦ

当社άループは、産業用・ҩྍ用ガスや生׆用品に࢖用

される઀ண剤ならͼにమಓ事業ऀ向けのӡ行支ԉπールの

提供など、社会インフラとの਌࿨性やެڞ性が高い事業を

展開しています。

また、άループ会社をؚめ全国֤地に工場・Ӧ業所があ

り、֤ 地Ҭのお客༷に向けた҆ఆ的かつ柔軟なサーϏスを

提供する体制が整っているため、ࢲたちは地Ҭ社会とີ઀

なؔ܎性をஙいています。

生ڥ؀׆の҆全性や҆৺して฻らせる社会の実現に向け

て、ڥ؀全ൠへのऔり૊みを通͡て社会の持続可能性にߩ

。できるものと考えていますݙ

気ީม動への対策としては、C02ഉ出量を20�0年度まで

に2020年度比で�0�ఔ度ݮ࡟することを目標に、௚઀ഉ出

へのऔり૊みとして製造工ఔでの低炭素೩料へのసݮ࡟

新・フォークリフトの電動化・社用車のハߋ製造設備の・׵

イブリッυ化・഑送トラックのEV化ݕ౼・遮熱ృ料やॅ୐

ృりସえ回਺をݮ࡟できる高଱ީ性ృ料の開発౳を計画、

ؒ઀ഉ出ݮ࡟である省電力化へのऔり૊みとして事業場の

-E%化や基װ製造ڌ఺へのଠཅޫパネル設備設置を計画

しています。

また、低炭素社会への機会の開発として、アセチレンを原料

とするඇ೩ম分野製品の研究開発（新ガスਁ炭๏、カーボン

ナノチューブ、೉೩剤他）、及ͼ、生ڥ؀׆の҆全性に対して

は઀ண剤・ృ料製品のਫ性化のଅ進をはかっています。

౰ࣾάϧʔϓͷۀࣄ͸஍Ҭࣾձͱͱ΋ʹ੒௕͠ɺ·ͨɺ

஍ҬࣾձʹҭΜͰ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻީؾมಈΛ͸͡Ίͱ

͢Δڥ؀໰୊Λ౰ࣾάϧʔϓͷॏཁ՝୊ͱͯ͠औΓ૊Μ

Ͱ͍͖·͢ɻ

ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

มಈ΁のରԠީؾ C0�ഉग़量ݮ࡟ ॥ࣾܕ؀ձ΁のݙߩ Eݙߩ΁のݮෛՙ௿ڥ؀
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ক来の気ީม動が当社事業にもたらすӨڹについて、

TC'%（気ީؔ࿈ࡒ຿৘ใ開ࣔタスクフォース）が提এする

フレームϫークにଇりシナリオ分ੳを実ࢪしました。本社ؔ

γφϦΦ෼ੳͷલఏ

γφϦΦ෼ੳ֓ཁ

߲໨ ಺༰

෼ੳର৅ൣғ ᶃガス事業ᶄ化成品事業の2つの事業についてシナリオ分ੳを実ࢪ

リεΫ߲໨のಛఆ
気ީม動リスクをҠ行リスクと෺理リスクの2つに分ྨし、当社事業とؔ࿈がਂいओ要リスク߲

目を特ఆ

γナリΦ܈

��5ˆγナリΦ
	3C1����


［੓ࡦɾ๏੍ن］ 脱炭素ن制の強化により、炭素੫、ഉ出ݖऔ引制度౳の「カーボンプラ

イシンά」の導入・拡大が行なΘれる。

［ΤωϧΪʔϛοΫス］ ඇ化ੴ೩料༝来のエネルギー需要が高まり、再生エネルギーへのస׵

が進Ήことが૝ఆされる。次世代のクリーンエネルギーとして、ਫ素需要

が拡大する。

［มಈީؾ］ G)Gഉ出量のݮ࡟により、気Թの上ঢは཈制され、自વ֐ࡂも現在と

比べて大きく૿えることはない。

［ಈߦ٬ސ］ 脱炭素化に向けた研究開発に対する投資が૿加し、化ੴ೩料を大量に

ফඅする産業については製造ڌ఺の౷ഇ合が行なΘれることが૝ఆさ

れる。顧客の脱炭素化に向けた意ࣝも高まり、自動車におけるEV化の

進展౳、炭素ഉ出の少ない製品・サーϏスがબ୒されるようになる。

�ˆγナリΦ
	3C1���5


［੓ࡦɾ๏੍ن］ 脱炭素ن制は行なΘれͣ、炭素੫、ഉ出ݖऔ引制度౳の「カーボンプラ

イシンά」は行なΘれない。

［ΤωϧΪʔϛοΫス］ 再生エネルギーへのస׵はఀ଺し、エネルギーϛックスの大きなม動は

発生しない。

［มಈީؾ］ ๏ن制が行なΘれないため、G)Gഉ出量のݮ࡟はे分に行なΘれͣ、

気Թの上ঢが進行する。気Թ上ঢのӨڹにより、ू 中߽Ӎ・ߑਫ౳の発

生ස度が高くなる。

［ಈߦ٬ސ］ 顧客の脱炭素化に向けた意ࣝは低Լする一方で、֐ࡂに備えた強ਟな

サプライチェーン構ஙに向けた意ࣝは高まる。

࿈෦໳と֤事業本෦が࿈携してリスク、機会のચい出しを

行ない、そのなかで重要なリスク及ͼ機会とೝࣝされた߲

目について対Ԡ策をٞڠしました。
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γφϦΦ෼ੳ݁Ռ

γφϦΦ 事業΁ͷӨڹ ରԠࡦ

���ˆ
γφϦΦ

ʢ3$1 ���


ௐୡɾ
੡଄

ʦΨ　εʧ

ʦ化成඼ʧ

ʦڞ　௨ʧ

˔ ௐୡ先における炭素੫課੫、脱炭素化に向
けた投資ίストసՇにより、ௐୡίストが૿
加する。

˔ ナフサਫ਼製工ఔにおける脱炭素化技術の投
資ίストが樹脂の原料価֨にసՇされるこ
とにより、ௐୡίストが૿加する。

˔ C02ഉ出量の大きい製造ڌ఺の౷ഇ合が進
行し、従લからのௐୡ先であるమ߯メー
カー、ੴ༉化ֶメーカー༝来の産業ガスや
原材料の供څඡഭリスクが高まる。

˔ 脱炭素政策による導入ίストの低ݮ、技術
の進化により、製造設備におけるC02分཭・
回ऩ技術が普及する。

ʦΨ　εʧ

ʦ化成඼ʧ

˔ C02ഉ出量の少ない工ఔで製造された原料
のௐୡをਪ঑し、カーボンプライシンάのӨ
。を極小化するڹ

˔ ௐୡ先の分ࢄ化をਪ進することでサプライ
チェーンの強ਟ化をはかるとともに、分཭・
回ऩしたC02の製品化・供څにऔり૊Ήこ
とで脱炭素社会の実現にݙߩする。

˔ լ工場の建設により、サプライチェーンのߕ
強ਟ化、製造プロセスにおけるڥ؀ෛ荷の
低ݮにऔり૊Ή。

˔ ௐୡ先の分ࢄ化を進めることで今後の供څ
リスク・価֨上ঢリスクに備える。

ൢച

ʦΨ　εʧ

ʦ化成඼ʧ

ʦڞ　௨ʧ

˔ 可೩性ガスの需要ڥ؀へのӨڹが発生する。
˔ アンϞχア౳のカーボンフリー೩料の需要

が૿加する。
˔ ਫ素の需要拡大により、供څインフラ構ஙが

進展する。
˔ EV化に伴ない、軽量化に向けたҟछ素材の

઀ணχーζが高まる。
˔ 省エネ型建ங෺のਪ進により、遮熱ృ料需

要が拡大する。
˔ EV 化の進展による半導体市場及ͼ車載用

஝電池市場が拡大する。
˔ ஝電池については、ຽ生用、産業用市場も拡

大が見ࠐまれる。

ʦΨ　εʧ

ʦ化成඼ʧ

˔ 熱ॲ理分野でのガスਁ炭๏、カーボンナノ
チューブ、೉೩剤౳、アセチレン原料の高付
加価஋製品の研究開発を進め、ඇ೩ম用途
での市場拡大をはかる。

˔ サプライチェーンの強みを生かし、EV、半導
体、カーボンフリー೩料౳の成長市場を獲
得する。

˔ ਫ素社会に向けたインフラ構ங需要の獲得
に向けて、ਫ素஝ѹثの開発・販ചをਪ進
する。

˔ ҟछ素材の઀ண需要のऔりࠐみをはかる。
˔ 省エネ型建ங෺のਪ進に伴なう、遮熱ృ料

需要を獲得する。
˔ ೉೩性を付加した高付加価஋製品の開発に

より、電池ؔ࿈౳の新たな市場のऔりࠐみを
はかる。

�ˆ
γφϦΦ

ʢ3$1 ���


ௐୡɾ
੡଄

ʦڞ　௨ʧ ˔ 気Թの上ঢにより、࿑働生産性が低Լする。
˔ 一෦製品においては気Թ上ঢのӨڹにより

าཹまり率、઀ண性へのӨڹが発生する。
˔ 工場のඃࡂによるૢ業ロスや、サプライ

チェーンੇ断による機会ଛࣦの発生リスク
が高まる。

ʦڞ　௨ʧ ˔ 気ީม動を見据えた࿑働ڥ؀վળに向けたऔ
り૊みを実ࢪする。

˔ リスクを౿まえたサプライチェーン֐ࡂ఺ผのڌ
を構ஙする。

˔ 気ީม動に対Ԡした、製造プロセスの継続的
なվળをはかる。

事業׆動にؔ࿈するC02ഉ出量のݮ࡟をはかるため、

C02ഉ出量	4DoQe1ʴ4DoQe2
のࢉఆを実ࢪしました。事

業׆動Լにて࢖用しているエネルギーを、再生可能エネル

ギーへ置き׵える౳のࢪ策によってഉ出量のݮ࡟をݕ౼し

ていきます。

$0�ഉग़ྔ͚ͯ޲ʹݮ࡟

Eڥ؀
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༺׆ͷޮ཰తݯࢿ Ԛછɾ༗֐෺࣭ͷݮ࡟

ɹഉग़ྔظ������ No. ഉ出量	tC02
 構成比	�


4DoQe�-��߹ܭ �� ��
��� ����

4DPQF� ࣗࣾʹΑΔ௚઀ഉग़ � ��
��� �����

৔Ͱͷ௚઀ഉग़޻ॴɾۀࣄຊࣾɾۀ޻ѹΨεߴ � �
�0� ����

ガス製造 � 1�� ��0�

化成品製造 5 1
2�0 ����

Ψε༰ث੡଄Ͱͷ௚઀ഉग़ � �
��� �����

高ѹガス工業 � �5� 2���

άループ会社 � 2
��� �����

༌ૹʹΑΔ௚઀ഉग़ � 5
�0� ���5�

高ѹガス工業 10 1
��0 �����

άループ会社 11 �
�2� 22���

4DPQF� ࣗࣾʹΑΔؒ઀ഉग़ �� �
��� �����

৔Ͱͷؒ઀ഉग़޻ॴɾۀࣄຊࣾɾۀ޻ѹΨεߴ �� 2
��2 �����

ガス製造 1� 1
16� ����

化成品製造 15 1
��5 �0���

Ψε༰ث੡଄Ͱͷؒ઀ഉग़ �� �
��� 20���

高ѹガス工業 1� �� 0�5�

άループ会社 1� �
�00 �����

˞4DoQe1
ެ・ࠂఆ・ใࢉ਺౳は、Թࣨ効果ガスഉ出量܎ఆ方๏、ഉ出ࢉ ：2 表制度の「Թࣨ効果ガスഉ出量ࢉఆ・ใࠂマχュアル	Ver6.0
	2025年�݄
をࢀর。
対৅ൣғは、高ѹガス工業、高ѹত࿨ボンϕ、߂༰通商。たͩし、߂༰通商は4DoQe1にݶりࢉఆ。

するためには、ௐୡから製造にかかݮへのෛ担を低ڥ؀

る一࿈の工ఔや需要Ոへの供څ体制の効率化、製品のラ

イフサイクルの向上౳により資ݯのফඅを཈え、可能なݶ

りのサーΩュラーエίノϛーを確ཱしていくことが大੾に

なります。

当社άループでは、ଠཅޫ発電౳の再生可能エネルギー

の積極的な導入や省エネルギー型設備及ͼ車྆の新ن導

入をは͡め社内的なऔり૊みをਪ進するとともに、製品໘

においては、資ݯ॥؀を目的とした事業ऀ向け工業用ガス

リサイクル設備やロンάサイクル商材として高଱ٱ性ృ料・

઀ண剤౳のڥ؀対Ԡ型製品の開発及ͼ販ചをਪ進しڥ؀

効率のվળに౒めています。

化ֶ෺࣭とഇغ෺はਂްなྼڥ؀化を引きىこす可能性

があるため、適ਖ਼に管理・ӡ用することでڥ؀中へのഉ出を

防ࢭ・軽ݮしていきます。

ガス༰ث製造及ͼ化成品製造でのഉਫॲ理はਫ࣭Ԛ୙

防ࢭ๏にଇったॲ理をపఈしているとともに、化ֶ෺࣭の

保管・࢖用においても֨ݫにӡ用しています。

また、製造工ఔや設備の見௚しによりഇغ෺౳のഉ出を

低ݮしていきます。
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2025年度҆全Ӵ生
スローガンϙスター

ਓݖ΁のऔΓ૊Έ

౰ࣾάϧʔϓ͸ɺࣾ ձͷҰһͱͯ͋͠ΒΏΔ׆ۀࣄಈͷ

৔໘ʹ͓͍ͯɺۀاͷࣾձత੹೚Λશ͏͢Δ͜ͱ͕ɺ౰ࣾ

άϧʔϓͷ׆ۀࣄಈʹର͢Δࣾձ͔Βͷ৴པͱۀاՁ஋

ͷ্޲Λ΋ͨΒ͢ͱͷೝࣝͷԼʹྙۀاཧߦಈʹؔ͢Δ

਑ΛఆΊɺ͜ࢦ ΕΛ੣࣮ʹ९क͍ͯ͠·͢ɻ

αϓϥΠνΣʔϯʹΑΔਓݖͷଚॏ

国࿈ࢦ導原ଇでは、事業׆動を行なうओ体としての企業

には人ݖをଚ重する੹೚があり、企業の人ݖଚ重੹೚は、企

業が他ऀへの人ݖ৵֐を回ආし、企業がؔ与した人ݖへの

ෛのӨڹに対ॲすべきことを意味する、とされています。

当社άループがఆめる行動ࢦ針として「あらΏる事業׆動

の場໘において、๏ྩ及ͼ社内نఔをৗに९कし、݈ 全な

商׳शと社会ྙ理に適合した事業׆動となるよう౒める」

と人֨をଚ重し、不当なࠩผやいやがらせをഉݖ人の人ݸ」

আし、ݸ人のଚݫをইつける行ҝを行なΘない」とએݴして

おり、これを੣実に実行しています。

࿑ಇ҆શӴੜについて

࿑ಇ҆શӴੜͷ֬อ͸ܦӦ্ͷॏཁ՝୊Ͱ͋Δͱೝࣝ

͍ͯ͠·͢ɻ౰ࣾ͸ɺʮ҆શɾ҆৺Λ͢΂ͯͷجຊ࢟੎ͱ

͢Δʯͱ͍͏جຊཧ೦ʹ͖ͮجɺάϧʔϓ͢΂ͯͷैۀһ

ҰਓͻͱΓ͕৺਎ͱ΋ʹ݈߁Ͱɺ̓ શͰ҆৺ͯ͠ಇ͘͜ͱ

ͷͰ͖Δ৬৔ڥ؀ͷܗ੒Λਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ

औΓ૊Έ಺༰
動の実ફ׆54 ˔
˔ ώϠリハット・事ނ事ྫのڞ有化
˔ ҆全Ӵ生ڭҭの実ࢪ
˔ リフレッシュスϖース・リフレッシュ

タイムの導入（本社）

࿑ಇڥ؀のվળ

ձࣾΛऔΓࣾ͘רձڥ؀΍ैۀһͷੜ͕ڥ؀׆มԽ͢

Δͳ͔ɺ࿑ಇڥ؀ͷվળ΍෱རްੜͷॆ࣮ʹΑΓʮಇ͖΍

͢͞ʯͱʮಇ͖͕͍ʯͷ࣮ݱͱͱ΋ʹɺ࿑ಇޮ཰ͱΤϯήʔ

δϝϯτΛߴΊ͍͖ͯ·͢ɻ౰ࣾͰ͸શࣾతͳࡦࢪͷਪਐ

ͱͱ΋ʹɺ໾һٴͼैۀһͰߏ੒͢ΔʮܦӦٞڠձʯʹ ͓

͍ͯɺຖ೥ɺ࿑ಇڥ؀ɾ෱རްੜશൠʹؔ͢ΔσΟεΧο

γϣϯͷ৔Λઃ͚ڥ؀ͷվળʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

࿑働ڥ؀全ൠでは、̓ 全Ӵ生管理のਪ進や業຿の効率化

による࣌ؒ֎࿑働の管理とともに、2026年�݄�1日までに

年次有ٳڅՋऔ得率を60�とする行動計画をܝげてい

ます。また、ब業نଇにఆめるҭࣇ・հޢ౳のٳ業औ得にؔ

しても、制度のܒ໤とともにऔ得しやすいͮڥ؀くりをਪ進

しています。

෱利ް生໘では、Ո଒手当の大෯な拡ॆ、ॅ にؔするډ

手当やؼ省にؔする手当のॆ実など従業員が҆৺してۈ຿

することができるための֤छ支ԉを実行しており、今後も全

社的な対࿩を通͡て対Ԡしていきます。

���5೥度εϩーΨン

҆શ͸ɹ೚ͤͣཔΒͣखΛൈ͔ͣɹ
ɹɹɹɹɹɹɹࠓ೔΋࡞Δ ʮͧθϩࡂ৬৔ʯ

当社άループ従業員からのืूにより決ఆ。

҆全Ӵ生意ࣝの全社的なৢ成に向けて、当社άループの

従業員を対৅に「҆全Ӵ生スローガン」をืूし、多਺のԠ

ืの中から今年度のスローガンが決ఆしました。

҆શํ਑にͮ͘ج໨ඪ

ʮ݅֐ࡂ਺θϩ݅ʯ

会の༷子ٞڠӦܦ

ࣾձS
ؔ࿈͢ΔϚςϦΞϦςΟ

҆શ・҆৺なαーϏεఏڙ ஍Ҭࣾձ΁のݙߩ
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化成品事業෦としては、国内�工場すべてで I40 の品࣭

マネδメントシステム（I40�001）をऔ得しており、౷一した

社内基४のԼで品࣭を管理しています。さらに、ڥ؀ෛ荷低

につながる製品開発を品࣭方針として、研究・製品開発ݮ

に当たっています。

また、֤ छ製造設備は計画的な保क管理のపఈならͼに

製造方๏のվળを積極的

に行ない、お客༷のχーζ

にԠ͡た品࣭向上をはかり、

҆全・҆৺な製品供څを҆

ఆして行なうことを基本࢟

੎としています。

ࢪѹガスͷಛੑʹؔ͢Δ研मͷ࣮ߴͼٴ෺ݥة ΫϦʔϯ׆ಈ

஍Ҭ๷ࡂ
·͔ͪͲ"&%

੡඼の҆શੑ・඼࣭向্について

஍ҬとのؔΘΓ

ຊ࢟جཧ೦ͷҰͭͰ͋Δʮ҆શɾ҆৺Λ͢΂ͯͷۀا

੎ʯͱ͠ɺ૑ۀҎདྷҰ؏ͯ͠ɺ͜ ͷ࢟੎Λ؏͍͍ͯ·͢ɻ

҆શɾ҆৺Λجຊͱٕͯ͠ज़ຊ෦඼࣭อূ෦ʹ͓͍ͯ

ࣾ಺඼࣭ج४ΛఆΊ͓ͯΓɺ֤ ৔ʹ͓͍ͯ୲౰ऀ͕ۀࣄ

ࣾ಺඼࣭ج४ʹద߹ͨ͠΋ͷΛग़ՙ͍ͯ͠·͢ɻ

ガス事業෦としては、当社άループでは、ҩྍ用ガスを始

めすべての産業ガスの品࣭管理基४をఆめ、֤ छ分ੳ・評

価を通してその҆全性・品࣭の確ೝを行なっており、当社࣎

լ高ѹガスセンターは、計量๏ߍਖ਼事業ऀのొ࿥事業ऀで

ありI40ʗIEC1�025を基४とした品࣭マネδメントのレ

ϕル向上に౒めています。

Րࡂ౳の現場対Ԡをされているਆಸ઒ݝのফ防ॺ৬員に

を஌っていたͩくため、2025年گ෺౳のऔりѻいの状ݥة

�݄に「ݥة෺及ͼ高ѹガスの特性にؔする研म」を行ない

ました。研मでは高ѹガスのٛߨとカセットボンϕのര発実

験΄かېਫݥة෺（カーバイυ）の発Ր実験を行ない、໿�0

名の৬員のօ༷にࢀ加いたͩきました。

ਆಸ઒工場ではຖ݄、工場पลಓ路のਗ਼૟׆動を行なっ

ています。また、年1回、工場྘地のআ૲作業を行なっていま

すが、そのࡍはআ૲作業を̐チーム（֤෦ॺのメンバーを

૊み合Θせた構成）に分けて、チームでίϛュχέーシϣン

をとれるようにしています。ਗ਼૟ऴྃ後は工場৯ಊにてҚ࿑

会を行ない、持ちدりの৯材で作った料理や、௼り自ຫの方

から持ちࠐまれたڕ料理をօでָしんͩりしています。

ਗ਼૟作業を通͡て、地

Ҭのڥ؀保全に౒める

とಉ࣌に、従業員ಉ࢜の

ަྲྀをਂめることができ

ています。

ফ防ہのh まちかどAE% にɦొ࿥し近ྡでඞ要な事ଶが

発生した場合には会社に࿈བྷが入り、近ྡの現場までAE%

を提供する体制となっています。

200�年12݄よりࡖ工場はࡖ市ফ防ہのڠ力事業所の一

員となり਺年ຖに事業所内で合ಉ܇࿅を実ࢪし、地Ҭの防

としてはফ防車がෑ地֎からも採ਫできるように防Րਫࡂ

૧をফ防ਫ利としてもొ࿥し、有事のࡍはここからϙンプ車

にڅਫが可能となっています。

࣎լ高ѹガスྲྀ通センター
分ੳ機ث

当社担当ऀによる高ѹガスٛߨ

ফ防ਫ利

カセットボンϕര発実験

ফ防ڠ力事業所

ਗ਼૟作業の༷子

工場ਖ਼໳ࡖ
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Ψόナンε体੍とਪਐ体੍

౰ࣾ͸ɺגओɺऔҾઌɺ஍Ҭࣾձɺै ܎һ౳ଟ͘ͷؔۀ

ऀͷظ଴ʹԠ͑ɺࣾ ձͷ৴པͱײڞΛಘͳ͕Β݈શͳا

ΛΊ্ͯ͟͠޲Ձ஋ͷۀاͱͯ͠ଘଓ͍ͯͨ͘͠Ίʹɺۀ

͍͖·͢ɻऩӹྗ΍ۀ༰ͷ֦େʹΑΔجۀࣄ൫ͷ֦େͷ

ΈͳΒͣɺࣾ ձ՝୊΁ͷରԠ౳ΛؚΉܦӦ্ͷॾ໰୊Λ

ࣗΒదਖ਼ʹղܾɺվֵ͍ͯ͘͠ܦӦ؅ཧ૊৫ͷଘ͕ࡏෆ

ՄܽͰ͋ΔͨΊɺίʔϙϨʔτɾΨόφϯεମ੍ͷ੔උͱ

Խʹਅ᎜ʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻڧ

औక໾ٴͼऔక໾ձ

؂ࠪ౳ҕһձ

໾һߦࣥ

Ӧձٞܦ

಺部؂ࠪࣨ

業ྙཧҕһձا

໰ҕһձࢾɾใु໊ࢦ

औక໾は、それͧれのגओに対するडୗऀ੹೚をೝࣝし、

ステークϗルμーとの適੾なڠ働を確保しつつ、会社やג

ओڞಉの利ӹのために行動しています。

औక໾会は、؂ࠪ౳ҕ員会設置会社として企業理೦の実

現、企業価஋の向上及ͼגओ利ӹの૿大に౒め、それらを

ଛなう可能性のある行ҝに対して、多֯的かつे分なݕ౼

を行なったうえで、適੾に൑断し、行動する੹຿をෛうとೝ

ࣝしています。このೝࣝを基本とし、会社の持続的成長を保

持し、ܦӦの方向付けと؂ಜの໾ׂ・੹຿を果たし、適੾な

リスクテイクをはかっています。

؂ࠪ౳ҕ員会は、؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾�名（うち社֎

औక໾�名）で構成されており、औక໾の৬຿ࣥ行の؂ࠪ、当

社及ͼ当社άループの内෦౷制システムの構ஙとӡ用の状

。の作成を行ないますࠂ証、ならͼに؂ࠪใݕの؂ࠪ及ͼگ

また、؂ࠪ౳ҕ員がऔక໾会においてٞ決ݖを有し、適๏

性のみならͣଥ当性の؍఺をؚめた適࣌適੾な意見をड़べ

ることにより、औక໾会に対する؂・؂ࠪಜ機能の強化と決

ٞプロセスの客؍性とಁ໌性の向上をはかっています。औక໾会の業຿ࣥ行にؔする意ࢥ決ఆとࣥ行との৬੹の

۠分をはかるため、ࣥ 行໾員制度を設けています。

ࣥ行໾員は、業຿ࣥ行औక໾がこれを兼೚することとし、

ઐ೚のࣥ行໾員をؚめऔక໾会決ٞにより̍ 年の೚期でબ

೚され、औక໾会の意ࢥ決ఆにしたがい業຿をࣥ行する੹

೚をෛい、業຿ࣥ行औక໾からݶݖҕৡされた業຿につい

てࣥ行੹೚と業績に対する݁果੹೚をෛっています。

ࣥ行໾員はऔక໾会から؂ಜをडけ、業຿ࣥ行にؔして

ใࠂするٛ຿をෛっています。

Ӧの効率性を確保すܦ決ఆのਝ速化とࢥӦ会ٞは、意ܦ

るため、ৗۈऔక໾及ͼৗ؂ࠪۈ౳ҕ員ならͼにࣥ行໾員

で構成され、औక໾会の決ٞ事߲及ͼܦӦ上の重要事߲に

ついて৹ٞを行ない、औక໾及ͼࣥ行໾員による業຿ࣥ行

の内༰及ͼ݁果がใࠂされ、औక໾会に上ఔする重要事߲

内෦؂ࠪ෦໳として、他の֤෦໳からಠཱした૊৫であ

る内෦؂ࠪࣨを設置し、内෦౷制に܎る業຿及ͼリスク管

理の適ਖ਼性と有効性を評価します。また、内෦؂ࠪࣨは、ۚ

༥商品औ引๏にఆめる「ࡒ຿ใࠂに܎る内෦౷制ใࠂॻ」

の作成を目的とした、౷制׆動の整備・ӡ用状گのݕ౼と

評価を行ない、その݁果を代表औక໾社長ならͼに؂ࠪ౳

ҕ員会にใࠂしています。

企業ྙ理ҕ員会は、ৗۈऔక໾とࣥ行໾員で構成されて

おり、๏ྩ及ͼ企業ྙ理ൣنの९कにؔする事߲について

ௐࠪ及ͼ৹ٞを行なっています。

औక໾ީิऀのબ೚やऔక໾のใु౳にؔするऔక໾

機能のಁ໌性・客؍性とઆ໌੹೚を強化するため、औక໾

会の೚意のࢾ໰機ؔとしてࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会を設置し

ています。

໰ҕ員会のҕ員はऔక໾会の決ٞによりબࢾ名・ใुࢦ

೚され、構成はಠཱ社֎औక໾�名及ͼ社内औక໾2名と

し、ٞ 長はҕ員であるಠཱ社֎औక໾の中からࢦ名・ใु

。໰ҕ員会の決ٞによりબఆしていますࢾ

の事લのリスク評価や進ḿの管理を行ないます。

Ӧ会ٞは原ଇとしてຖ݄̍ܦ 回開࠵し、ඞ要にԠ͡てྟ࣌

に開࠵します。

ΨόナンεG
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औక໾ձの࣮ޮੑ

౰ࣾάϧʔϓͷ࣋ଓతͳ੒௕ͱۀاՁ஋ͷ্޲ɺࣾ ձ

ͷ࣋ଓతൃల΁ͷݙߩͷͨΊͷج൫ͱͯ͠ɺίʔϙϨʔ

τɾΨόφϯεΛܦӦ্ͷॏཁͳ՝୊ͱଊ͑ɺ಺༰Λ੍

ఆɾެද͢Δͱͱ΋ʹɺ౦݊ূژऔҾॴ͕ఆΊΔίʔϙ

ϨʔτɾΨόφϯεɾίʔυͷझࢫʹԊͬͯऔక໾ձػೳ

ΛڧԽ͍͖ͯ͠·͢ɻ
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ג ओ ૯ ձ

औక໾
（؂ࠪ౳ҕ員）

؂ࠪ౳ҕ員会
（؂ࠪ౳ҕ員全員で構成）

Ӧ会ٞܦ
（重要Ҋ݅の৹ٞ౳）

ৗ؂ࠪۈ౳ҕ員
ࣥ行໾員

औక໾
（؂ࠪ౳ҕ員をআく）

औక໾ձ
会計؂ࠪ人

ࣥ行໾員・֤ 事業෦໳・άループ会社

企業ྙ理ҕ員会

内෦通ใ制度
（通ใ૭口：社内・社֎）

内෦؂ࠪࣨ
（؂ࠪ౳ҕ員会ิࠤ）

໰ҕ員会ࢾ名・ใुࢦ

ৗۈऔక໾

代表औక໾社長

औక໾ձͷ੹຿ͱ໾ׂ
औక໾ձͷٞ࿦

औక໾ձ෇ׂٞ߹ʢ����೥݄͔̐Β����೥�݄ʣ

࣮ޮੑͷ෼ੳٴͼධՁͷ݁Ռ

औక໾会は、企業理೦の実現、企業価஋の向上及ͼגओ

利ӹの૿大に౒め、それらをଛなう可能性のある行ҝに対

して、多֯的かつे分なݕ౼を行なったうえで、適੾に൑断

し、行動する੹຿をෛうとೝࣝしています。

このೝࣝを基本とし、会社の持続的成長を保持し、ܦӦの

方向付けと؂ಜの໾ׂ・੹຿を果たし、適੾なリスクテイク

をはかっています。

औక໾会は֓ね݄1回開࠵しており、άループ会社業績を

ؚΉ݄次事業ใࠂ、࢛ 半期決ࢉใࠂ、内෦౷制ใؔࠂ࿈、

ίーϙレート・ガバナンスίーυ対Ԡ状ܦ、گӦઓུ及ͼ計

画、その他重要なݸผҊ݅について、ৗۈऔక໾・社֎औ

క໾とのؒで多໘的なࢹ఺からᮣୡなٞ࿦と意見ަ׵がな

されています。

社֎औక໾を対৅としたఆ期的な໘ஊやऔక໾会での付

ٞ・ใࠂ事߲及ͼॾࢪ策のઆ໌機会をਵ࣌設け、૬ޓの対

࿩を通͡てऔక໾会の実効性をはかるうえでの۩体的な課

題のೝࣝと評価をはかっており、औక໾会におけるܦӦの

ίʔϙϨʔτɾガόφϯスͷࣾ಺ମ੍ਤ

؂ಜ機能が適੾に実ࢪされていることを確ೝしています。さ

らなる৹ٞの׆性化のためのٞҊ上ఔ方๏や、重要事Ҋに

ؔするϞχタリンά౳のॆ実を課題としながら、ࢦ名・ใु

用とともに、評価手๏のॆ実度も高׆໰ҕ員会の一૚のࢾ

めながら、「औక໾会の໾ׂと੹຿の実効性」、「औక໾会の

৹ٞ事߲のଥ当性」、「次年度にऔり૊Ήべき課題」౳を౼ٞ

し実ફしています。

߲໨ ׂ߹
Ӧઓུܦ   1�ˋ
人事   21ˋ
ガバナンス   1�ˋ
決ࡒࢉ຿   12ˋ
ผݸ   ��ˋ
計 100ˋ
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໾һใु੍度

Ψόナンε

当社の໾員ใुは、企業価஋及ͼ業績の持続的な向上に

資するためのใु体ܥを原ଇとしつつ、໾Ґ、৬੹、ܦӦ؀

໛の他企業のਫ४、従業員のن業績、国内のಉ業छやಉ、ڥ

௞ۚਫ४を౿まえた適ਖ਼なਫ४とすることを基本とします。

औక໾（؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾をআく）及ͼࣥ行໾員の

ใुは、業績に࿈動しない基本ใुと業績を൓өした৆与に

よって構成し、社֎औక໾及ͼ؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾のใ

ुは、業績にࠨӈされないಠཱのཱ場を考ྀし、基本ใुの

みとします。

業績がѱ化した場合（๏人੫๏上の業績ѱ化վగ事༝に

֘当）や重大なίンプライアンスҧ൓౳が発生した場合に

は、支ֹڅをֹݮすることとします。

໾員ใुにؔする決ఆプロセスのಁ໌性、ެ ਖ਼性、客؍

性を確保するために、औక໾会のࢾ໰機ؔとして、ಠཱ社֎

औక໾、औక໾社長及ͼ؂ࠪ౳ҕ員で構成する೚意のࢦ

名・ใुࢾ໰ҕ員会を設置しています。ҕ員長はಠཱ社֎

औక໾が຿め、໾員ใुの決ఆ方針、ใु内༰、ใुਫ४

౳について৹ٞ、౴ਃ、提ݴを行ないます。

໾һใुͷܾఆखଓ͖

業੷࿈ಈใु౳ʹؔ͢Δ事߲

ใुの۩体的決ఆについては、औక໾会において、גओ૯

会でঝೝを得ているใु࿮のൣғ内でֹۚをࢉ出し、ݸ々

のऔక໾（؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾をআく）のใुの決ఆに

औక໾のใुは、業績に࿈動しない基本ใ （ु固ఆใु）

と業績の目標ୡ成度によってม動する৆与（業績࿈動）に

よって構成しています。

৆与は、事業年度͝との業績向上に対する意ཉと࢜気を

高めるための୹期のインセンテΟブใुとして、ओ要目標਺

஋である֤事業年度の࿈݁Ӧ業利ӹを基本ࢦ標とఆめ、こ

れにࡁܦ৘੎やݸ人評価౳を૯合的にצҊし支ֹڅを決

ఆし、औక໾会でঝೝを得た後、支څします。

当社は、؂ࠪ౳ҕ員会設置会社として、ܦӦの客؍性・

ಁ໌性を高めるためऔక໾の�分の1Ҏ上をಠཱ社֎औక

໾としています。また、構成員のա半਺をಠཱ社֎औక໾と

する೚意のࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会の設置౳、ίーϙレート・

ガバナンス体制の強化をはかるとともに、ܦӦ൑断の機動

性・ઐ໳性を確保するため、会社๏のنఆに基ͮきגओ૯

会決ٞ事߲のऔక໾会へのҕ೚を可能にするべくఆ׺をม

。していますߋ

໾һ۠෼ ใु౳ͷ૯ֹ
ใु౳ͷछྨผͷ૯ֹ

ର৅ͱͳΔ໾һͷһ਺
本ใुج 業੷࿈ಈใ ʢु৆༩ʣ

औక໾ʢ؂ࠪ౳ҕһΛআ͘ʣ
ʢ͏ͪࣾ֎औక໾ʣ

225ඦສԁ
（11ඦສԁ）

1�1ඦສԁ
（11ඦສԁ）

��ඦສԁ
（ー）

5人
（1人）

औక໾ʢ؂ࠪ౳ҕһʣ
ʢ͏ͪࣾ֎औక໾ʣ

5�ඦສԁ
（26ඦສԁ）

5�ඦສԁ
（26ඦສԁ）

ー
（ー）

5人
（�人）

����೥౓ͷऔక໾ͷใु౳ͷ૯ֹ౳

（注）業績࿈動ใ （ु৆与）��ඦສԁは、औక໾会において決ٞされた支څ見ֹࠐであります。

当社のऔక໾（؂ࠪ౳ҕ員であるऀをআく）に対するใु

ओ૯会にגのୈ��期ఆ࣌࠵度ֹは、2021年6݄2�日開ݶ

おいて年ֹ�ԯԁҎ内（うち、社֎औక໾分は年ֹ20ඦສ

ԁҎ内）であり、؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾に対するใुݶ

度ֹは、年ֹ1ԯԁҎ内であります。

औక໾ͷใु࿮

ついては、औక໾会決ٞに基ͮき代表औక໾にҕ೚し、そ

のݶݖの内༰は、֤ औక໾の基本ใुのֹ及ͼ৆与のֹと

します。ҕ೚をडけた代表औక໾は、ࢦ名・ใुࢾ໰ҕ員会

での౴ਃの݁果を౿まえใुを決ఆします。

また、؂ࠪ౳ҕ員であるऔక໾のใुは؂ࠪ౳ҕ員であ

るऔక໾のٞڠにより決ఆします。
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Ոのօ༷とのؔΘΓࢿओ・౤ג

当社は、適࣌適੾な৘ใ開ࣔはܦӦ੹೚の一つと考え、

会社৘ใをެਖ਼・ެฏに開ࣔし、גओ・投資Ոにとって৘ใ

としての有用性を高めるため、ฏқかつ۩体的で分かりやす

いهड़をするよう౒めています。

৘ ใ ։ ࣔ

IRɾ޿ใ୲౰

ձࣾ৘ใͷద࣌։ࣔʹ͔͔Δࣾ಺ମ੍ਤ͸࣍ͷͱ͓ΓͰ͋Γ·͢ɻ

ʢॏཁੑٴͼద࣌։ࣔͷݕ౼ʣ
৘ใ؅ཧ࿈བྷձ

IR୲౰ɾ૯຿ਓࣄ෦௕ɾࡒ຿ܦཧ෦௕ɾܦӦاը෦௕ɾܦӦ؅ཧ෦௕ɾؔ࿈෦ॺ

ʢ৘ใू໿ͱ؅ཧʣ
؅ཧຊ෦௕

৘ใऔѻ੹೚ऀ

ຊ෦ۀࣄ֤
৘ใ࿈བྷ୲౰ऀ

৘ใൃੜ֤෦
৘ใ࿈བྷ୲౰ऀ

औక໾社長 औక໾会・ܦӦ会ٞ

ίンϓϥΠΞンε

౰ࣾάϧʔϓͰ͸ɺۀاཧ೦ʹ͓͍ͯhʮגओʯٴͼʮऔ

Ҿઌʯ֤ ҐͳΒͼ ʮʹैۀһʯΛࡾҐҰମͱ͑ߟɺެ ਖ਼ଥ౰

ͳྙཧج४ʹ׆ۀࣄ͍ͨͮجಈΛ௨ͯ͡ɺࣾ ձʹݙߩͰ

͖ΔܦӦΛߦͳ͍·͢ɻɦͱએ͠ݴɺྙ ཧతͳ׆ۀࣄಈͷ

ϒϥϯυۀاಈ͍ͯ͠·͢ɻ஍Ҭʹີணͨ͠ߦ͚޲ʹݱ࣮

Λߏங͢ΔͨΊʹ͸ɺۀا͸ࣾձͷҰһͰ͋Δ͜ͱΛೝ

ࣝ͠ɺળྑ͔ͭ੹೚͋Δ׆ۀاಈΛ௨ͯࣾ͡ձݙߩʹऔ

Γ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ

ίϯϓϥΠΞϯスମ੍
あらΏる事業׆動の場໘において、๏ྩ及ͼ社内نఔを

ৗに९कし、݈ 全な商׳शと社会ྙ理に適合した事業׆動

となるよう౒めるとする「企業ྙ理行動ࢦ針」をఆめ、「ίン

プライアンス基本نఔ」をもとに実ફしています。

๏ྩ及ͼ社会ྙ理ൣنの९कにؔする事߲を৹ٞし、ඞ

要にԠ͡適੾なા置を͡ߨる機ؔとして、代表औక໾社長

をٞ長としৗۈऔక໾・ࣥ行໾員で構成する「企業ྙ理ҕ

員会」を設置しており、ίンプライアンス全体の体制をܗ成

しています。

಺部౷੍γスςϜ
当社άループ全体のίンプライアンスやリスク管理にؔ

するॾࢪ策に基ͮき、άループ会社֤社のن໛や特性にԠ

͡た内෦౷制システムを整備しており、当社のάループ会社

੹೚෦໳・管理੹೚෦໳がその状گを؂ࠪしています。当

社のऔక໾会及ͼৗۈऔక໾とࣥ行໾員で構成するܦӦ

会ٞは、当社άループの全体が݈全で効率的なܦӦを行な

い、業績向上に資するよう支ԉࢦ導しています。

開ࣔすべき৘ใは、重要事実や重要৘ใの管理にཹ意し

ながら、๏ྩにより開ࣔが要ٻされるࡒ຿৘ใの΄か、E4G

要素౳のඇࡒ຿৘ใについても積極的な開ࣔに౒めていき

ます。
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リεΫϚωδϝンτ

౰ࣾٴͼ౰ࣾάϧʔϓʹൃੜ͢Δ͜ͱ͕૝ఆ͞ΕΔɺࣄ

ܧͷۀࣄϦεΫʹؔ͠ɺ͢΅ٴ͸ଛࣦΛͨ·֐ಈʹଛ׆ۀ

ଓͱ҆ఆతͳൃలΛ͸͔Δ͜ͱΛ໨తͱ͠ɺܦӦϨϕϧͰ

ϦεΫΛൃݟɾಛఆ͠ɺൃ ੜ๷ࢭʹ͔͔Δ؅ཧମ੍ͷ੔

උɺൃ ੜͨ͠ϦεΫ΁ͷରԠ౳ʹ͍ͭͯ؅ཧ͍ͯ͠·͢ɻ

ํ͑ߟ本తͳج

ಈ׆໤ܒ

ϦスΫϚωδϝϯτମ੍

಺部௨ใ੍౓

໘において、当社及ͼ当社ہ動の׆Ӧ目標ないし事業ܦ

άループにଛ֐またはଛࣦを及΅す可能性のあるすべての

要Ҽをલ提としており、ίンプライアンス・ࡒ຿ใࠂ・৘ใ

システム・事業׆動・֐ࡂ・ڥ؀・֎෦ڥ؀の急ܹなม化

౳をマネδメントの対৅とします。

管理৬研म・入社࣌及ͼ入社5年度までの֊૚ผ研म・

άループ会社を対৅とした࿈བྷ会ٞ౳のఆ期的な機会や֤

छ会ٞ౳を通͡てίンプライアンスにؔするܒ໤׆動を継

続して行なっています。

リスク管理は、代表औక໾社長がٞ長となるܦӦ会ٞが

所管しています。

Ӧ会ٞでは、リスク管理にؔする方針の策ఆ及ͼ体制ܦ

にؔする事߲をは͡め、リスクのࣝผと特ఆ、分ੳ、評価及

ͼ防ࢭ౳や計画について૯合的にݕ౼することとし、所管

する֤૊৫の੹೚ऀはؔ࿈نఔ౳を९कし、リスクの発生

を防ࢭするとともにそのม化౳も適੾に೺Ѳしてリスク管

理機能の有効性かつ効率的な਱行に౒めています。

当社άループ内での不ਖ਼行ҝ౳のૣ期発見とੋਖ਼をはか

り、ίンプライアンスܦӦをҡ持・強化することを目的とし

て、社員౳やऔ引事業ऀの従業員౳のୈऀࡾからの૊৫的

またはݸ人的な๏ྩҧ൓行ҝ౳にؔする૬ஊまたは通ใの

適ਖ਼なॲ理の࢓૊みをఆめた「社内通ใ制度」を設けてい

ます。

૭口は社内を૯຿人事෦、社֎をห࢜ޢ事຿所に設置し

通ใऀならͼにݸ人৘ใの保ޢをݫਖ਼に確保し対ॲするこ

ととしています。

਑ࢦຊج

˔ 社会にとって有ӹかつ҆全な製品とサーϏスを提供します。
˔ あらΏる事業׆動の場໘において、๏ྩ及ͼ社内نఔをৗに९कし、݈ 全な商׳शと社会ྙ理に適合した事業׆動と

なるよう౒めます。
˔ あらΏる企業׆動の場໘において、ެ ਖ਼でಁ໌な事業׆動を展開し、また、政࣏、行政との݈全かつਖ਼ৗなؔ܎を保ちます。
˔ 市ຽ社会のடংや҆全にڴҖを与える൓社会的੎力やஂ体とは断固として対決します。
˔ あらΏる事業׆動の場໘において、ݸ人の人ݖと人֨をଚ重し、不当なࠩผやいやがらせをഉআし、ݸ人のଚݫを

ইつける行ҝを行ないません。
݈、力会社、社員などのステークϗルμーをଚ重しڠ、ओ、顧客ג ˔ 全でྑ޷なؔ܎をஙきます。
˔ 会社ࡒ産や৘ใ౳の適੾な管理に౒め、ୈऀࡾのݖ利をଚ重します。
。動にඞਢの要݅であることをೝࣝし、自ओ的、積極的に行動します׆໰題へのऔり૊みは、企業のଘ在とڥ؀ ˔

ΨόナンεG
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ใࠂ

ใࠂ
ใࠂ

࿈携

内෦؂ࠪ

࿈携
࿈携

औక໾ձ

Ӧձٞܦ ؂ࠪ౳ҕһձ

؅ཧ੹೚ऀ
ʢ෦໳௕ɾάϧʔϓձࣾࣾ௕ʣ

಺෦؂ࠪࣨ

当社では、所管෦໳の৘ใऩूやॾࢪ策を͡ߨるうえでのデΟスカッシϣンの機会をؚめ特ఆリスクの評価・ӡ用を行なっ

ています。

֤ϦスΫͷબఆͱ؅ཧঢ়گ
当社άループ全体のࡒ政状ଶ・ܦӦ成績及ͼΩϟッシュ・フローの状گに重大なӨڹを与える可能性があるとೝࣝしている

ओ要なリスクはҎԼのとおりです。

˔ 市場の需要・ڝ૪の動向
˔ 国ࡍ的なௐୡ価֨のม動
˔ ւ֎औ引に܎るҝସレートม動
˔ 国内֎での原料供ݩڅへのґଘ
˔ 社会৘੎にىҼする෺ྲྀίスト上ঢ
˔ 投資事業の਱行状گ
˔ ւ֎事業の動向

˔ 製造設備のҡ持ߋ新
˔ Րࡂ及ͼര発事ނ
˔ 自વ֐ࡂ及ͼパンデϛック
˔ ৘ใセΩュリテΟ全ൠ
˔ 事業継続としての૊৫体制ҡ持
˔ ίンプライアンス対策
˔ ӡ用ڥ؀からのୀ৬څ付࠴຿ม動

ϦスΫϚωδϝϯτମ੍ਤ

৘ใηΩュリςΟにؔ͢るリεΫ

当社άループは、事業上の重要৘ใ及ͼ事業のաఔで入

手したݸ人৘ใやऔ引先౳のൿີ৘ใを保有し෦ॺレϕル

で管理していますが、当֘৘ใの౪೉・ฆࣦなどを通͡てୈ

。に不ਖ਼ྲྀ用される可能性がありますऀࡾ

また、基װシステムにొ࿥された৘ใ資産についても、৘

ใセΩュリテΟ基本方針に基ͮく対策とシステム対Ԡによる

やイܸ߈ਖ਼な管理をしていますが、૝ఆを௒えるサイバーݫ

ンシデントなどの不測の事ଶ、またނ意の不ਖ਼࢖用による

重要データのഁյ、վざん、ྲྀ 出、システムఀࢭ౳を引きى

こす可能性があります。これらのリスクは、当社άループの

。を及΅す可能性がありますڹにӨگ຿状ࡒӦ成績及ͼܦ
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໾һҰཡ

໵װ ໦ࠇ

দҪ ྑ༞ ଜ ஧෉ࢁ

੢ย ࿨୅௕ౡ ໌޿

த໺ ݈࣍

આా ࿨༸

஑ా Ղ߂৿本 ޹

୅දऔక໾ࣾ௕
ࣾ௕ࣥߦ໾һ

औక໾
ৗ؂ࠪۈ౳ҕһ

ࣾ֎औక໾ʢಠཱʣ
؂ࠪ౳ҕһ

ࣾ֎औక໾ʢಠཱʣ
؂ࠪ౳ҕһ

ࣾ֎औక໾ʢಠཱʣ
؂ࠪ౳ҕһ

ࣾ֎औక໾

୅දऔక໾෭ࣾ௕
෭ࣾ௕ࣥߦ໾һ

औక໾
ৗ຿ࣥߦ໾һ

औక໾
ઐ຿ࣥߦ໾һ

1�65年݄̍̎日生

1�62年݄̏20日生 1�55年10݄15日生

1�6�年�݄22日生1��6年11݄2�日生

1�6�年݄̔̒日生

1�55年11݄1�日生

1�6�年݄̔̑日生

1�65年݄̍25日生

［ॏཁͳ݉৬ͷঢ়گ］
ਆށパートナーζ๏཯事຿所 ห࢜ޢ
ฌݝݿ৘ใެ開・ݸ人৘ใ保ޢ৹ٞ会ҕ員
T0Aג式会社 社֎؂ࠪ໾

［ॏཁͳ݉৬ͷঢ়گ］
ଜ஧෉๏཯事຿所ࢁ ห࢜ޢ

［ॏཁͳ݉৬ͷঢ়گ］
長ౡެೝ会計࢜事຿所 ެೝ会計࢜

［ॏཁͳ݉৬ͷঢ়گ］
スζカフΝインג式会社 代表औక໾
,oatTu GaT ,oHZo VJetnaN Co.
 -tE. 代表औక໾会長 兼 社長

Խ੒඼ۀࣄຊ෦௕

؅ཧຊ෦௕
݉ ը෦௕اӦܦ ݉ ըຊ෦௕اӦܦ
Ψεۀࣄຊ෦௕ ݉ Ψεۀࣄຊ෦ۙـ஍۠௕
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౰ࣾऔక໾のεΩϧϚτリοΫε

໾һҰཡߦࣥ

஍Ґ ໊ࢯ ੑผ Ӧܦ業ا
Ӧઓུܦ

&4(
αスςφϏϦςΟ

ٕज़
研究։ൃ

຿ࡒ
ձܭ

ਓ事
࿑຿

๏຿
ϦスΫ؅ཧ

Ӧ業
ϚʔέςΟϯά ւ֎事業 *5

%9

代表औక໾社長
社長ࣥ行໾員 ໵װ ໦ࠇ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

代表औక໾෭社長
෭社長ࣥ行໾員 આా ࿨༸ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

औక໾
ઐ຿ࣥ行໾員 ৿ຊ ɹ޹ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

औక໾
ৗ຿ࣥ行໾員 ஑ా Ղ߂ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

社֎औక໾ த໺ ݈࣍ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

औక໾
ৗ؂ࠪۈ౳ҕ員 দҪ ྑ༞ உ性 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

社֎औక໾（ಠཱ）
؂ࠪ౳ҕ員 ଜ ஧෉ࢁ உ性 ˔ ˔

社֎औక໾（ಠཱ）
؂ࠪ౳ҕ員 ௕ౡ ໌޿ உ性 ˔ ˔ ˔

社֎औక໾（ಠཱ）
؂ࠪ౳ҕ員 ੢ย ࿨୅ ঁ性 ˔ ˔

˞֤人の有するスΩル౳のうちओなものにҹを付けています。上ه一ཡ表は、֤ 人の有するすべてのスΩルを表すものではありません。

社 長 ࣥ 行 ໾ 員 ໵װ໦ɹࠇ

෭社長ࣥ行໾員 આాɹ࿨༸ 化成品事業本෦長

ઐ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 ৿本ɹɹ޹ Ӧ企画本෦長ܦ 兼 Ӧ企画෦長ܦ 兼 ガス事業本෦長 兼 ガス事業本෦近ـ地۠長

ઐ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 ৿ాɹ࿨ത ౦ژ事຿所長
兼  ג式会社スϛίエアー 代表औక໾社長

ৗ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 池ాɹՂ߂ 管理本෦長

ৗ ຿ ࣥ 行 ໾ 員 中ଜɹɹݦ ガス事業本෦ ๺཮地۠長
Ӊ野ࢎ素ג式会社  代表औక໾社長

ࣥ 行 ໾ 員 ยԬɹ一෉ ガス事業本෦付෦長
兼  ウエルテックμイサンג式会社  代表औక໾社長

ࣥ 行 ໾ 員 野ᐘɹୡ໵ 化成品事業本෦長代理  兼  ౦ژ研究所管ঠ  兼  技術本෦化成品担当෦長

ࣥ 行 ໾ 員 加౻ɹଚ߁ ガス事業本෦付෦長 兼 式会社ϢϛϠマ  代表औక໾社長ג

ࣥ 行 ໾ 員 ෱Ҫɹխଇ 技術本෦෭本෦長  兼  中࢛国・۝भ地۠౷ׅ工場長

ࣥ 行 ໾ 員 高ࢁɹত඙ ガス事業本෦ ౦ւ地۠長  兼  名ݹ԰工場෦長

ࣥ 行 ໾ 員 中ଜɹو༤ 管理本෦ 理෦長ܦ຿ࡒ

ࣥ 行 ໾ 員 ੢઒ɹོߒ 技術本෦長  兼  生産管理෦長  兼  品࣭保証෦長  兼  ҆全Ӵ生ਪ進ࣨ管ঠ

ࣥ 行 ໾ 員 ཱ୩ɹɹ保 ガス事業本෦  ๺ւಓ地۠長  兼  ౦๺地۠長  兼  ઋ୆工場長
兼  ઋ୆工場੨৿ற在所長  兼  ੝ԬӦ業所長

ࣥ 行 ໾ 員 ҆෦ɹɹޛ ガス事業本෦  ؔ౦地۠長  兼  ઍ༿工場෦長

ࣥ 行 ໾ 員 池ాɹɹ߶ 技術本෦෭本෦長  兼  技術開発෦長
兼  ガス事業本෦ガスエンδχアリンά෦長  兼  ౔Ӝ研究所管ঠ

ࣥ 行 ໾ 員 ླ໦ɹࠀయ 化成品事業本෦෭本෦長 兼 ౦ژ事຿所長代理
兼  ౦ژ事຿所化成品事業本෦化成品Ӧ業෦長  兼  ܦӦ企画本෦ܦӦ企画෦෦長

ࣥ 行 ໾ 員 大઒ɹ෢ਉ 管理本෦ ૯຿人事෦長
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ࣾ֎औక໾ϝοηーδ

せد຿ॾ表ͩけでは表しきれない会社の࢟にؔ৺をおࡒ

いたͩき、ありがとう͝ざいます。

本ߘでは、社֎औక໾（؂ࠪ౳ҕ員）として、औక໾会にお

けるٞ࿦や意ࢥ決ఆのաఔを通͡て見えてきた、当社の中

長期的なܦӦの方向性について、ಠཱしたཱ場からお伝え

します。ܦӦਞのऔり૊みが、企業価஋の持続的な向上に݁

ͼついているかを、ৗに客؍的なࢹ఺からݕ証する࢟੎で

ྟんでいます。

ϙーτϑΥリΦϚωδϝンτについてۀࣄ
「ガス」という社名にؚまれるݴ༿は、ともすれ͹炭素ഉ出

を૝ىさせ、脱炭素のྲྀれにٯ行するҹ৅を与えかねませ

ん。しかしऔక໾会においては、ΉしΖこの事業ྖҬを׆か

し、脱炭素社会へのݙߩにస化しようとする࢟੎が継続的

にࣔされてきました。ガス࢖用に伴なうڥ؀ෛ荷の可ࢹ化や、

そのݮ࡟に資する技術開発、ਫ素・アンϞχアなどクリーン

エネルギーの用途開拓、ৗѹスマートਁ炭のような技術ֵ

新は、いͣれも中長期のࢹ఺にཱったऔり૊みとして、৻重

かつ果׶に৹ٞされています。

当社の事業ϙートフォリオは、ガス事業・化成品事業とい

うೋつの成ख़分野に加えて、ITιリューシϣン事業において

もن໛は比ֱ的小さいながら新たな価஋૑出の可能性を޿

げています。こうした柔軟性は、持続的な企業成長を支える

औり૊みとडけࢭめています。

Ӧに向けてܦຊίετをҙࣝͨ͠ࢿ
資本市場とのؔ܎性については、ܗ式的なࢦ標ୡ成では

なく、企業価஋の実࣭的な向上を重ࢹする࢟੎がऔక໾会

でڞ有されてきました。2025年5݄15日に発表された大෯

なגओؐݩ（૿഑）方針についても、୹期的なג価対策では

なく、あくまで中長期的なࢹ野にཱったܦӦ൑断として、ٞ

࿦のաఔとࠜڌがஸೡにࣔされました。

そのཪ付けとして、新商材であるカーボンナノチューブの

量産化や、化成品૿産に向けた大型設備投資など、ক来に

備えた෍ੴがண実にଧたれています。人材ҭ成や技術開発

に対するઓུ的な投資も、当社のڝ૪力強化に向けた本࣭

的なࢪ策として、適੾にҐ置ͮけられていると͡ײています。

Ψόナンεのࢹ఺͔Β
企業価஋の向上には、ઓུの਱行を支える౷制ڥ؀の整

備が不可欠です。؂ࠪ౳ҕ員として、内෦؂ࠪ෦໳とのఆ期

的な対࿩やใࠂを通͡、内෦౷制やリスク管理体制の実効

性を継続的に確ೝしています。業຿ࣥ行からಠཱしたཱ場

で、ܦӦの݈全性やಁ໌性を担保する体制のもとでなされる

意ࢥ決ఆが、持続的な成長の基൫になると確信しています。

Ή͢ͼに͔͑て
市場ڥ؀がม化するなか、長期保有をࢤ向される投資Ո

のօ༷においても、࣌ に୹期的なऩӹ確保をഭられる場໘

があることはे分理解しています。そのようななかで、企業

としての持続的成長を実現し、その成果を中長期的にօ༷

と分かち合うことが、当社の੹೚であり、また࠷大の価஋提

供であると考えています。

本ॻが、当社の価஋૑造の全体૾と、ະ来に向けた੹೚

ある࢟੎を͝理解いたͩく一助となれ͹޾いです。

੢ย ࿨୅
ࣾ֎औక໾

౰ࣾͷ౷߹ใࠂॻΛ
͝ཡ͍͍͍ͨͩͯΔօ༷΁
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ՈとのؔΘΓࢿओ・౤ג

ओ૯ձ΁のऔΓ૊Έג

ઃతなର࿩にؔ͢るํ਑ݐओとのג

I3৘ใ

৘ใ開ࣔのॆ࣮

౤ࢿՈઆ໌ձの開࠵

টू通஌

ୈ�2期ఆ࣌גओ૯会

当社の企業ϗームϖーδ

決ࢉઆ໌会

決ࢉઆ໌会用資料

2025年6݄2�日、ୈ�2期ఆ

。しました࠵ओ૯会を開ג࣌

টू通஌の内༰については、

ఆ量৘ใ、ఆ性৘ใを֮ࢹ的に

Θかりやすく伝えるために、Ϗ

δュアル౳の見௚しをຖ年行

なっています。

当社は、גओ౳との建設的な対࿩を重ࢹし、I3޿ใ担当

໾員を中৺に໘ஊのਃしࠐみ౳のさまざまな機会を通͡て

合理的なൣғで、より積極的に対࿩の場を持つよう౒めて

います。

当社ܦӦ方針及ͼ事業׆動にかかる理解を得る౒力を行

なうとともに、גओ౳の੠にࣖを܏けることで、当社άルー

プの持続的な成長と企業価஋の向上にऔり૊みます。 当社の企業ϗームϖーδにおいて֤छI3৘ใを開ࣔして

います。今後も当社の企業׆動及ͼ事業׆動にؔする৘ใ

開ࣔのॆ実化を進めていきます。

当社は、適࣌適੾な৘ใ開ࣔはܦӦ੹೚の一つと考え、

会社৘ใをެਖ਼・ެฏに開ࣔし、גओ・投資Ոにとって৘ใ

としての有用性を高めるため、ฏқかつ۩体的でΘかりやす

いهड़をするよう౒めています。

また、開ࣔすべき৘ใは、重要事実や重要৘ใの管理に

ཹ意しながら、๏ྩにより開ࣔが要ٻされるࡒ຿৘ใの΄

か、E4G要素などのඇࡒ຿৘ใについても積極的な開ࣔに

౒めます。

ผIR໘ஊݸ ˔
I3担当を中৺に投資Ոとのݸผ໘ஊを実ࢪしています。

引き続きલ向きなऔり૊みを継続していきます。

˔ આ໌ձࢉܾ͚޲ՈɾΞφϦετࢿ౤ؔػ
2025年6݄10日に2025年�݄期にかかる投資Ո向け決

આ໌会については、当社としࢉしました。決࠵આ໌会を開ࢉ

てॳめてのऔり૊みであり、今後もさまざまなऔり૊みによ

りI3׆動をॆ実化していきます。

৘ใͷ։ࣔΛɺؔۀا౳ͷگಈͷঢ়׆ۀࣄӦ಺༰ɺܦՈͷօ༷ʹର͠ɺձࣾͷࢿओɾ౤ג ๏ྩʹै͍ద࣌ɺద੾͔ͭ܎

ެฏͳํ๏ʹΑΓߦͳ͍·͢ɻ

˔ ঺հۀࣄ
˔ ౷߹ใࠂॻ

˔ தܦظӦܭը
˔ Ӧۀใࠂ
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࿈݁ձܭ೥౓（ඦສԁ）

ച上高 ��
��� �6
�6� �6
02� ��
�5� ��
�51 ��
��� �6
�0� �2
��� �1
�6� ��
2�5 ��
���

Ӧ業利ӹ �
106 �
5�� �
515 �
�1� 5
0�� 5
1�1 �
1�� �
�20 5
116 5
��� �
���

ৗ利ӹܦ �
�62 5
15� 5
105 5
��6 5
��� 5
�2� �
��1 5
�0� 5
�0� 6
65� �
���

਌会社גओにؼଐする当期७利ӹ 2
�10 �
0�� �
�26 �
2�0 �
��1 �
�05 �
51� �
1�� �
��1 �
50� �
���

設備投資 2
�25 2
��2 2
56� 2
��1 2
�1� �
�1� �
��1 �
2�� 6
�0� 5
�15 �
���

価ঈ٫අݮ 1
�0� 1
�2� 1
�5� 1
�6� 1
��0 2
160 2
2�� 2
�11 2
610 2
��1 �
���

Ӧ業׆動によるΩϟッシュ・フロー 5
252 �
6�2 5
206 6
5�� 5
��2 5
15� �
�61 5
��5 5
652 �
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���

投資׆動によるΩϟッシュ・フロー ˚�
166 ˚2
��6 ˚2
6�1 ˚2
6�� ˚�
26� ˚�
��� ˚�
5�5 ˚�
�1� ˚6
6�2 ˚5
��� ˚�
���

動によるΩϟッシュ・フロー׆຿ࡒ ˚�6� ˚��� ˚1
��2 ˚�5� ˚1
025 ˚1
00� ˚��� 5�� �
2�2 ��1 ˚�
���

࿈݁ձܭ೥౓຤（ඦສԁ）

資産合計 ��
1�� �5
�05 ��
�2� ��
�51 ��
0�2 ��
��2 �2
�10 ��
�00 10�
506 120
1�� ���
���

ෛ࠴合計 2�
66� 2�
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�0� 2�
�26 �1
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有利子ෛ࠴ 5
�50 5
6�2 �
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��1 �
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��� 10
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51� ��
���

७資産 ��
5�� ��
�2� 51
�26 55
02� 5�
0�1 5�
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�12 65
�01 6�
0�0 �6
�51 ��
���
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഑当性向 2�.5 25.0 2�.2 2�.2 25.� 2�.2 25.1 21.� 25.2 2�.5 ����
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��1 5
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65� �
���

਌会社גओにؼଐする当期७利ӹ 2
�10 �
0�� �
�26 �
2�0 �
��1 �
�05 �
51� �
1�� �
��1 �
50� �
���

設備投資 2
�25 2
��2 2
56� 2
��1 2
�1� �
�1� �
��1 �
2�� 6
�0� 5
�15 �
���

価ঈ٫අݮ 1
�0� 1
�2� 1
�5� 1
�6� 1
��0 2
160 2
2�� 2
�11 2
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��1 �
���

Ӧ業׆動によるΩϟッシュ・フロー 5
252 �
6�2 5
206 6
5�� 5
��2 5
15� �
�61 5
��5 5
652 �
10� �
���

投資׆動によるΩϟッシュ・フロー ˚�
166 ˚2
��6 ˚2
6�1 ˚2
6�� ˚�
26� ˚�
��� ˚�
5�5 ˚�
�1� ˚6
6�2 ˚5
��� ˚�
���

動によるΩϟッシュ・フロー׆຿ࡒ ˚�6� ˚��� ˚1
��2 ˚�5� ˚1
025 ˚1
00� ˚��� 5�� �
2�2 ��1 ˚�
���

࿈݁ձܭ೥౓຤（ඦສԁ）

資産合計 ��
1�� �5
�05 ��
�2� ��
�51 ��
0�2 ��
��2 �2
�10 ��
�00 10�
506 120
1�� ���
���

ෛ࠴合計 2�
66� 2�
0�2 2�
�0� 2�
�26 �1
061 2�
662 2�
��� �2
��� ��
��5 ��
��2 ��
���

有利子ෛ࠴ 5
�50 5
6�2 �
561 �
��� �
��6 �
��1 �
��� 5
��� 10
06� 11
51� ��
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७資産 ��
5�� ��
�2� 51
�26 55
02� 5�
0�1 5�
�2� 6�
�12 65
�01 6�
0�0 �6
�51 ��
���

౰ͨΓ（ԁ）ג�

当たり当期७利ӹג1 50.�� 55.�1 60.2� 5�.�0 6�.2� 6�.�� 6�.�� �5.1� �1.�0 �1.5� �����

当たり഑当ג1 （ֹ年ؒ） 1� 1� 1� 16 16 16 16 16 1� 20 ��

当たり७資産ג1 ���.�2 ���.�� �16.05 ��0.0� 1
015.�� 1
050.�1 1
1��.�6 1
1�2.6� 1
2��.2� 1
��1.5� �
������

（�）຿ൺ཰ࡒ

ച上高Ӧ業利ӹ率 5.2 6.0 5.� 6.0 6.0 6.1 5.� 5.� 5.5 6.1 ���

30E（自ݾ資本利ӹ率） 6.� 6.6 6.� 6.1 6.2 6.6 5.� 6.� 5.� 6.2 ���

30A（૯資産利ӹ率） �.� �.0 �.2 �.� �.0 �.� �.� �.� �.� �.� ���

自ݾ資本比率 60.� 61.� 6�.� 6�.� 6�.6 66.2 6�.� 66.� 6�.6 6�.0 ����

഑当性向 2�.5 25.0 2�.2 2�.2 25.� 2�.2 25.1 21.� 25.2 2�.5 ����
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࿈結ିआରরද

લ࿈݁ձܭ೥౓
ʢ����೥�݄��೔ʣ

౰࿈結ձܭ೥度
ʢ���5೥�݄��೔ʣ

ͷ෦࢈ࢿ

ྲྀ動資産

現ۚ及ͼ༬ۚ 2�
21� 2�
��5

डऔ手ܗ �
122 �
2��

ചֻۚ 1�
�02 ��
���

電子ه࿥ݖ࠴ 6
�20 �
���

商品及ͼ製品 �
65� �
�25

品ֻ࢓ �2� ���

原材料及ͼஷଂ品 1
�2� 2
05�

その他 ��0 ���

ି౗引当ۚ ˚�05 ˚���

ྲྀ動資産合計 6�
0�� ��
���

固ఆ資産

有ܗ固ఆ資産

建෺及ͼ構ங෺（७ֹ） 15
510 �5
��0
機械装置及ͼӡ搬۩

（७ֹ） �
�2� �
���

౔地 15
2�6 �5
���

建設Ծצఆ 2
250 5�0

その他（७ֹ） 1
2�� �
��2

有ܗ固ఆ資産合計 ��
1�� ��
���

ແܗ固ఆ資産 6�� 5��

投資その他の資産

投資有価証݊ 1�
6�0 ��
�55

Ԇ੫ۚ資産܁ �2 �5

その他 1
��0 2
���

ି౗引当ۚ ˚1�2 ˚205

投資その他の資産合計 16
�51 �5
���

固ఆ資産合計 56
1�0 5�
���

資産合計 120
1�� �22
���

（୯Ґ�ඦສԁ） （୯Ґ�ඦສԁ）

લ࿈݁ձܭ೥౓
ʢ����೥�݄��೔ʣ

౰࿈結ձܭ೥度
ʢ���5೥�݄��೔ʣ

ෛ࠴ͷ෦

ྲྀ動ෛ࠴

支෷手ܗ及ͼങֻۚ 12
�21 ��
�22

電子ه࿥࠴຿ �
65� �
�2�

୹期आ入ۚ 1
265 �
���

1年内ฦࡁ予ఆの長期आ入ۚ 12� �0

ະ෷๏人੫౳ 1
2�� �
��5

৆与引当ۚ 1
��� �
�0�

໾員৆与引当ۚ �2 ��

その他 �
16� �
2��

ྲྀ動ෛ࠴合計 2�
�0� 2�
���

固ఆෛ࠴

長期आ入ۚ 10
122 �0
0�0

ୀ৬څ付に܎るෛ࠴ 5� �2�

໾員ୀ৬Қ࿑引当ۚ � ��

࠴Ԇ੫ۚෛ܁ 2
�2� 2
���

その他 �06 ���

固ఆෛ࠴合計 1�
�2� ��
���

ෛ࠴合計 ��
��2 ��
�02

७࢈ࢿͷ෦

ओ資本ג

資本ۚ 2
��5 2
��5

資本৒༨ۚ 2
�11 2
���

利ӹ৒༨ۚ 62
551 ��
���

自גݾ式 ˚200 ˚200

ओ資本合計ג 6�
0�� ��
�0� 

その他のแׅ利ӹྦྷ計ֹ

その他有価証݊評価ֹࠩۚ �
0�1 �
���

ҝସࢉ׵ௐ整צఆ 116 2�2

ୀ৬څ付に܎るௐ整ྦྷ計ֹ 511 �25

その他のแׅ利ӹྦྷ計ֹ合計 �
66� �
2��

ඇ支഑גओ持分 ��� ���

७資産合計 �6
�51 ��
��2

ෛ࠴७資産合計 120
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（୯Ґ�ඦສԁ） （୯Ґ�ඦສԁ）
࿈結ଛӹࢉܭॻ

લ࿈݁ձܭ೥౓
ࣗ ���� ೥ � ݄ � ೔
����೥�݄��೔ ࢸ

౰࿈結ձܭ೥度
ࣗ�����೥ �݄�೔
����5೥�݄��೔ࢸ

ച上高 ��
2�5 ��
���

ച上原価 6�
�2� �2
��2

ച上૯利ӹ 25
�50 2�
�2�

販ചඅ及ͼ一ൠ管理අ 1�
�1� 20
�5�

Ӧ業利ӹ 5
��� 5
���

Ӧ業֎ऩӹ

डऔ利ଉ �� 5�

डऔ഑当ۚ 2�1 ��2

डऔ手਺料 �6 ��

その他 �0� ��2

Ӧ業֎ऩӹ合計 1
21� �
2�5

Ӧ業֎අ用

支෷利ଉ �� ��

その他 2�� 5��

Ӧ業֎අ用合計 2�� ��2

ৗ利ӹܦ 6
65� �
��2

特ผ利ӹ

投資有価証݊ച٫ӹ 22� 52�

その他 � �

特ผ利ӹ合計 2�1 52�

特ผଛࣦ

投資有価証݊評価ଛ � 0

会社出資ۚ評価ଛ܎ؔ 1�2 �

固ఆ資産ച٫ଛ 1� �

投資有価証݊ച٫ଛ � 0

その他 1� �

特ผଛࣦ合計 21� �

੫ۚ౳ௐ整લ当期७利ӹ 6
6�1 �
��0

๏人੫、ॅ ຽ੫及ͼ事業੫ 2
202 2
��5

๏人੫౳ௐ整ֹ ˚�2 ˚�5

๏人੫౳合計 2
120 2
�5�

当期७利ӹ �
550 �
��0

ඇ支഑גओにؼଐする
当期७利ӹ �� 2�

਌会社גओにؼଐする
当期७利ӹ �
50� �
���

࿈結Ωϟογュ・ϑϩーࢉܭॻ
લ࿈݁ձܭ೥౓
ࣗ ���� ೥ �݄�೔
����೥�݄��೔ ࢸ

౰࿈結ձܭ೥度
ࣗ�����೥�݄�೔
����5೥�݄��೔ࢸ

Ӧ業׆動によるΩϟッシュ・フロー

੫ۚ౳ௐ整લ当期७利ӹ 6
6�1 �
��0
価ঈ٫අݮ 2
��1 2
���
ି౗引当ۚの૿ݮ （ֹ˚はݮ少） ��� ��
໾員ୀ৬Қ࿑引当ۚの૿ֹݮ

（˚はݮ少） ˚1� �

໾員৆与引当ۚの૿ݮ （ֹ˚はݮ少） � ˚�
डऔ利ଉ及ͼडऔ഑当ۚ ˚�25 ˚���
支෷利ଉ �� ��
ച上ݖ࠴の૿ݮ （ֹ˚は૿加） ˚1
1�6 �
���
୨Է資産の૿ݮ （ֹ˚は૿加） ˚15� ˚���
ݮ຿の૿࠴入࢓ （ֹ˚はݮ少） 1
65� ˚�
55�
投資有価証݊ച٫ଛӹ（˚はӹ） ˚215 ˚52�
ิ助ۚ及ͼ助成ۚのडऔֹ � ˚���
その他 10� ˚2��

小計 �
�11 �
2��

利ଉ及ͼ഑当ۚのडऔֹ �25 ���
利ଉの支෷ֹ ˚�� ˚��
๏人੫౳の支෷ֹ ˚1
��5 ˚2
�0�
ิ助ۚ及ͼ助成ۚのडऔֹ � ���

Ӧ業׆動によるΩϟッシュ・フロー �
10� �
�2�

投資׆動によるΩϟッシュ・フロー

ఆ期༬ۚの༬入による支出 ˚��� ˚�
�50
ఆ期༬ۚの෷໭によるऩ入 �2� ���
有ܗ固ఆ資産のऔ得による支出 ˚5
�15 ˚�
��5
ແܗ固ఆ資産のऔ得による支出 ˚�� ˚��
投資有価証݊のऔ得による支出 ˚�0 ˚2�2
࿈݁のൣғのมߋを伴う
子会社ג式のऔ得による支出 �  ˚��2

その他の支出 ˚1�5 ˚2�2
その他のऩ入 �0� �0�

投資׆動によるΩϟッシュ・フロー ˚5
��� ˚5
0��

動によるΩϟッシュ・フロー׆຿ࡒ

୹期आ入ۚの७૿ݮ （ֹ˚はݮ少） 60 ���
長期आ入れによるऩ入 2
500 �
長期आ入ۚのฦࡁによる支出 ˚1
111 ˚���
自גݾ式のऔ得による支出 ˚0 ˚0
഑当ۚの支෷ֹ ˚1
0�� ˚�
�5�
自גݾ式のച٫によるऩ入 � 5�
その他の支出 ˚� ˚2�

動によるΩϟッシュ・フロー׆຿ࡒ ��1 ˚�
0��

現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺に܎るֹࠩࢉ׵ ˚1�6 ��

現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の૿ֹݮ
（˚はݮ少） 2
5�0 �05

現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の期ट࢒高 25
��� 2�
�5�

現ۚ及ͼ現ۚಉ౳෺の期຤࢒高 2�
�5� 2�
��0
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ۚ༥ؔػ ��໊
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ג���
������

ਓɾͦͷଞݸ
�
���໊

��
���
ג���
������

๏ਓ౳ࠃ֎
��໊

�
���
ג���
�����

ͦͷଞͷ๏ਓ
���໊
��
���
ג���
������

�5�໊
�ܭ߹
55
5��
ג��5

ۚ༥঎඼औҾ業ऀ
��໊
���
ג���
�����

৘ใ・ձࣾ৘ใࣜג
ʣࡏݱ�ʢ���5೥�݄��೔گのঢ়ࣜג

所༗ऀผࣜג෼෍ঢ়گ ʢ����೥�݄��೔ࡏݱʣ

૯਺ࣜגՄೳߦൃ 100
000
ג000

ͷ૯਺ࣜגࡁߦൃ 55
5��
ג526

ओ਺ג �
�51名

大גओ�ʢ���5೥�݄��೔ࡏݱʣ
ओ໊ג ਺ࣜג ൺ཰ג࣋

ӫձڞͭ͋͏͜ �
2��
55� 1�.1��

σϯΧࣜגձࣾ 6
�25
��� 11.�5�

ձࣾࣜגݥւ্อࡂӫՐڞ �
00�
000 �.25�

೔ຊϚελʔτϥετ৴ୗۜߦ
ձࣜג ʢࣾ৴ୗޱʣ �
2�6
�00 5.���

೔ຊࢎૉϗʔϧσΟϯάεࣜגձࣾ �
1�2
000 5.6��

Έͣ΄৴ୗۜࣜגߦձࣾ
ୀ৬څ෇৴ୗɹΈͣ΄ۜޱߦ
৴ୗडୗऀ࠶
ߦձࣾ೔ຊΧετσΟۜࣜג

2
�1�
000 �.�2�

ߦۜ+'ඛ6ࡾձࣾࣜג 2
��1
�2� �.���

ձגѹΨεࣾһ࣋ߴ 1
5��
52� 2.�5�

౦༸ిԽࣜגۀ޻ձࣾ 1
56�
�00 2.���

4TATEɹ4TREETɹ#AN,ɹANDɹ
TR64Tɹ$O.PAN:ɹ505�0� 1
160
��� 2.10�

	注）持ג比率は、自גݾ式（���
。出していますࢉআして߇を（ג�56

঎߸ 高ѹガス工業ג式会社

ຊࣾॴࡏ஍ 大ࡕ市๺۠中࡚੢2ஸ目�൪12߸ɹകాセンターϏル2�֊

ઃཱ 1�5�年6݄26日

ຊۚࢿ 2�ԯ�
500ສԁ

һ਺ۀै 2
000名（࿈݁）

ձࣾ֓要�ʢ���5೥�݄��೔ࡏݱʣ

場Ұཡۀࣄ

Ӧ業所
ຈӦ業所ࡳ ๺ւಓࡳຈ市౦۠බึொ12ஸ目1൪�6߸

੝ԬӦ業所 ੝Ԭ市手代৿5地ׂ1�-6ݝ手ؠ

新ׁӦ業所 新ׁݝ新ׁ市౦۠上Ԧ੉ொ1൪�0߸

Ӊ౎ٶӦ業所 ಢ໦ࣛݝপ市ໜ࿊662൪�
അӦ業所܈ ଠా市新ా໦࡚ொ1���൪地の1ݝഅ܈

ಉガスセンター内ڞഅ܈（ג）
ࣛౡӦ業所 ҵ৓ݝਆ੘市໦࡚2�60൪地
多ຎӦ業所 ౦ژ౎੨ക市຤޿ொ1ஸ目�൪6߸ 

δϟパンϔリウムセンター内（ג）
౦Ӧ業所ߐ ౦ژ౎ߐ౦ُ۠ށ�ஸ目�൪10߸ ৓౦日（ג）ࢎ内

ӋాӦ業所 ౦ژ౎大ా۠౦អ୩�ஸ目6൪15߸
ԣ඿Ӧ業所 ਆಸ઒ݝԣ඿市ۚ୔۠෱Ӝ2ஸ目16൪1�߸

౦ژ事຿所 ౦ژ౎ઍ代ా۠内޾ொ1ஸ目2൪1߸
日౔地内޾ொϏル�֊

඿দӦ業所 静Ԭݝ඿দ市中ԝ۠ਆాொ1��1൪地

य़日ҪӦ業所 Ѫ஌ݝय़日Ҫ市上ాָொ25�6൪地の1

名Ӧ業所܂ 名市能෦�1�൪地܂ݝ重ࡾ

࿨ՎࢁӦ業所 ࿨Վݝࢁ࿨Վࢁ市໦ノ本��1൪地

ԬࢁӦ業所 Ԭݝࢁ૔ෑ市ࣇౡӉ野௡20�0൪地2�

দࢁӦ業所 Ѫඤݝদࢁ市ೆ٢ాொ2066൪地1

๺۝भӦ業所 ෱Ԭݝ๺۝भ市ށാ۠຀5ࢁஸ目1൪10߸

෱ԬӦ業所 ෱Ԭݝ૮԰܊പ԰ொߕ஥原�ஸ目2൪2�߸

本Ӧ業所۽ Յౡொ上஥ؒ���൪地1܊上ӹ৓ݝ本۽

ԆԬӦ業所 ԆԬ市大෢ொ1�15-1ݝ࡚ٶ

�5 ,OAT46 GA4 ,OG:O $O�
 -TD�

σʔλ



৔޻
ઋ୆工場 �੢ϲٰ�൪地ࣈଜాࣈଜాொ大܊ాࣲݝ৓ٶ

ಉ上ɹ੨৿ற在所 ੨৿ݝ੨৿市大ࣈฏ新ాࣈ৿ӽ�0൪地1
マル商ガス（ג）内

෱ౡ高ѹガスྲྀ通センター ෱ౡݝ෱ౡ市大࡫生ࣈ๺୩地1൪1߸
෱ౡおおざそうインター工業ஂ地内

ಉ上ɹࢁ܊出荷事຿所 ෱ౡࢁ܊ݝ市ాଜொ上行合ࣈೆ઒ా��-1

ಉ上ɹࢁ܊分ࣨ ෱ౡࢁ܊ݝ市待池୆1ஸ目�൪地
੢෦ୈೋ工業ஂ地ࢁ܊
AGCエレクトロχクス（ג）ࢁ܊工場内

૔工場ࠤ ઍ༿ࠤݝ૔市ੴ઒620൪地の1

ઍ༿工場 ઍ༿ݝઍ༿市Ҵໟ۠長প原ொ66�൪地

大ٶ工場 さいたま市๺۠今Ӌொ152൪5ݝۄ࡛

ಉ上ɹ所୔出荷事຿所 �1-151ڷদࣈ所୔市大ݝۄ࡛

ಉ上ɹ઒口出荷センター ઒口市౦ྖՈ5ஸ目1൪25߸（઒口૯合ݝۄ࡛
ガスセンター内テナントϏル201߸ࣨ）

ਆಸ઒工場 ਆಸ઒ݝฏ௩市౦๛ా5��൪地

ग़ு所
๺཮出ு所 ෱Ҫݝӽલ市෎中�ஸ目1�൪20߸ Ӊ野ࢎ素（ג）内

࢛日市出ு所 �日市市ೇொ小૔105�൪地࢛ݝ重ࡾ

౎出ு所ژ ノ੢ொ10൪地ٶ౎市ೆ۠٢঵Ӄژ౎෎ژ
ઘ産業内（ג） 

長࡚出ு所 長࡚ݝ長࡚市ਂງொ1ஸ目21൪地
ハϠシカネエネルギー（ג）ೆ Ӧ業所内

名ݹ԰工場 Ѫ஌ݝ大෎市๺࡚ொۨ場66൪地

௡工場 ௡市あのつ୆5ஸ目1൪地2ݝ重ࡾ

࣎լ高ѹガスྲྀ通センター ࣎լݝ౦近ߐ市ݸޒ૳઒並ொ�6�൪地

լ工場ߕ ࣎լߕݝլ市ߕլொௗډ野1665൪地
新名ਆߕլ工業ஂ地内

౎工場ژ �ϲ৿�൪地のٶล市૲内ాژ౎෎ژ

工場ࡖ 大ࡕ෎ࡖ市中۠෬ඌ�5൪地

ཽ野工場 ฌݝݿたつの市༖保ொ༖保中2��൪地

೻ຏ工場 ฌݝݿたつの市༖保઒ொ半ా610൪地

ಉ上ɹඣ路出荷事຿所 ฌݝݿඣ路市࢛ڷொࢁ࿬106൪�

Ԭࢁ工場 Ԭۄݝࢁ野市ాҪ�ஸ目��൪6߸

ౡ工場޿ ߸௡口�ஸ目2൪12ࡾ市҆Ӝொޖݝౡ޿

大分工場 大分ݝ大分市原઒2ஸ目2൪2�߸

グϧーϓձࣾҰཡʢ࿈݁ର৅֎ͷ΋ͷΛؚΉʣ

 式会社ג༰通商߂  ˔

˔  Ӊ野ࢎ素ג式会社 

˔  高ѹত࿨ボンϕג式会社 

˔  ウエルテックμイサンג式会社 

˔  ౦日本高ѹג式会社 

˔  新ׁ高ѹガスג式会社 

˔  ҆Ӝアセチレンג式会社 

˔  ઋ୆アセチレンג式会社 

˔  ๺ւಓアセチレンג式会社 

˔  ਗ਼ਫアセチレンג式会社 

˔  ੢日本高ѹガスג式会社 

˔  ੢日本アセチレンג式会社 

˔  ๺۝भガスセンターג式会社 

˔  マル商ガスג式会社 

˔  ウエルテックג式会社 

˔  気ઋপࢎ素ג式会社 

 式会社ϢϛϠマג  ˔

 式会社δϣーサンג  ˔

˔  ,G,サーϏスג式会社 

˔  क԰ࢎ素ג式会社 

˔  大๛商事ג式会社 

˔  名༹ذ材ג式会社 

 式会社ઘ産業ג  ˔

˔  カトウࢎ素ג式会社 

 式会社ג工業ࢩנۚ࠭  ˔

 式会社ג高ѹガスエンδχアリンάڞࡾ  ˔

˔  中国ࢎ素ג式会社 

 式会社גѥガス工業ڠ  ˔

 ࿨ガス商会ࡾ式会社ג  ˔

˔  ウエルデΟンάガス۝भג式会社 

˔  य़日Ҫガスセンターג式会社 

˔  ౦༸高ѹガスג式会社 

 式会社新ׁガスセンターג  ˔

 式会社ג高ѹガスࢁ܊  ˔

˔  ౦೩高ѹג式会社 

˔  ௡ガスセンターג式会社 

 式会社ג名ϗームガス܂  ˔

˔  ໌ւガスג式会社 

 式会社エル・エψ・δー༌送ג  ˔

 式会社גࢎ国ӷࡾ  ˔

˔  ੴ઒ガスセンターג式会社 

 式会社ナンエπプロパンג  ˔

˔  ๺཮高ѹガスӡ༌ג式会社 

˔  VJetnaN 4QeDJaMtZ GaTeT Co.
 -tE.
ɹ  （クリオガス） 

˔  έー・エψ・エスג式会社

˔  スζカフΝインג式会社 

 式会社チϟーδ技研ג  ˔

˔  スζカέϛーג式会社 

˔  アサώృ料ڵ産ג式会社 

˔  ਿాృ料商事ג式会社 

 式会社઒波ג  ˔

 式会社ג重ృ装工業ࡾ  ˔

˔  ླࣛ഑送ג式会社 

˔  ,oatTu GaT ,oHZo VJetnaN Co.
 -tE. 

 式会社スϛίエアーג  ˔

研究所

౔Ӝ研究所 ҵ৓ݝ౔Ӝ市๺ਆཱொ�൪1߸ 
高ѹত࿨ボンϕ（ג）౔Ӝ工場内

౦ژ研究所 ઍ༿ࠤݝ૔市ੴ઒620൪地の1 ࠤ૔工場内

˔�Ψε ˔�化成඼ ௨ʢΨε・化成඼・ͦのଞʣڞ˔
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